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出題の意図　適性検査 2027 JIN-AI UNIVERSITY

学校推薦型選抜（公募）　適性検査　英語

1は、高校段階で身につけておくべき語彙力および英文法の基礎知識が適切に定着しているかを確認するた
めに出題した。文法・語義の理解と文脈把握を踏まえ、最もふさわしい語句を選択する力をみることで、大
学での学習の基盤となる英語運用力の定着度を見極めるねらいがある。

2は、日常的な会話の中で、状況に適した自然な応答を選択できるかを評価するために出題した。受験生が
話者の意図を汲み、論理的な矛盾の無い解答を選択できるかを確認することを目的としている。

3は、比較的短いウェブページを読み取り、そこに示された情報を正確に把握できているかを確認するため
に出題した。内容を細部まで正確に理解できているかを測る問題に加え、同義表現を選択する問題や空所補
充問題を出題することで、語彙力および読解力をバランスよく評価するねらいがある。

学校推薦型選抜（公募）　適性検査　国語

1は、漢字に関する出題で、1つ 1つの漢字の意味を、熟語の構成や使用場面と関連づけて理解できている
かを問い、文章読解に必要な漢字・熟語の知識や習熟度を測る。

2は、基本的な語彙力や四字熟語の知識、ことわざ、故事成語、類義語や対義語の知識といった言語領域の
能力を幅広く問い、文章読解を支える要素の習熟度を測る。

3は説明文、心理学者ゴズリングの研究を紹介しながら、物的環境からどれほど性格が読み取れるかをテー
マに科学的検証の方法とその限界を示した説明的文章である。ゴズリングの研究過程をたどりながら、仮説
の設定、データ収集と結果の分析・考察の内容を正確に読み取る力を問う。

設問はマークシート形式の四択設問を採用している。1は漢字の出題、2は単問での言語知識の出題。3の
論説文では、文章読解問題における言語の活用能力をあわせて評価するために、語の意味や働きを理解して
解答しなければならない言語問題を出題している。
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出題の意図　一般選抜前期

一般選抜前期　英語

1は、高校段階で身につけておくべき英文法および語彙の基本的知識が、文脈に応じて正しく運用できてい
るかを確認するために出題した。語彙や文法に関する基礎事項を適切に判断する力を通して、大学での学習
に必要な英語運用力の確実な定着を測ることを目的としている。

2は、短い会話文や説明文を読み取り、前後関係を踏まえて妥当な語句・文を補えるかを評価するために出
題した。会話文の流れや因果関係、説明文の論理的展開を適切に捉え、必要な情報を統合して論理的な矛盾
の無い解答を作成できるかを確認することを目的としている。

3は、告知文およびグループチャットに示された複数話者のやり取りを関連付けながら読み取り、状況や目
的、役割分担を的確に把握できるかを確認するために出題した。条件・現状・時系列・今後の動きなどの具
体的情報を整理した上で、妥当な選択肢を適切に判断する力を評価することを目的としている。

4は、米国の読書傾向に関する文章と統計資料を関連付けて読み取り、複数の情報源を統合して理解できる
かを測るために出題した。説明文の内容とグラフの数値を、その背景に存在する原因も理解しながら客観的
に整理し、それらを比較しながら、設問に応じた適切な選択肢を選ぶ情報処理能力を評価する意図である。

5は、語り手が自らの進路選択を振り返る文章を題材とし、英文を多面的に読み取る力を測るために出題し
た。語彙・空所補充・内容理解など多様な形式を通して、大学での学修の土台となる英語力がバランスよく
身についているかを総合的に確認することを目的としている。長文中でも細部まで精読を行った上で、合理
的かつ客観的に判断する力が身についているかを評価するねらいがある。

一般選抜前期　国語

1は論説文、人間の感動や知性の根底にある「予測」という働きを軸に、詩や音楽、絵画、人工知能など多
様な例を挙げながら、「予測とゆらぎのバランス」がもたらす知的活動や感動体験の本質を論じている。例
を重ねて主張を深化させ「知」を相対的なものとして捉えていく過程を、それぞれ正しく認識できているか
を問う。

2は物語文、「小鳥の小父さん」と呼ばれる男性が奉仕を行う日々の行動を通して、他者との関係のあり方や、
その生き方を描いた文章である。登場人物の心情や人間関係を、行動・会話・情景描写などの間接的表現を
手がかりにして読み取れているかをみる。

3は随筆文、筆者の長年にわたる「お茶」の稽古体験を通して、経験の蓄積による認知の変化や感覚・感受
性の細やかな成長過程を描いている。筆者が具体的な体験を積み重ねる過程での、それぞれの段階での理解
度のちがいを的確にとらえているかを問う。

設問はマークシート形式の四択設問を採用しており、各大問では共通して、漢字知識、語彙力、全体の要旨
把握などを問い、文章を正確に読み取る力を総合的に評価する。
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出題の意図　一般選抜前期 2027 JIN-AI UNIVERSITY

一般選抜前期　数学

本試験は、数学Ⅰ・Aの主要な学習領域を偏りなく取り上げ、計算技能から思考力・判断力までを確かめる
ことを目的とした構成である。各大問の意図は以下のとおりである。

1では、指数法則を用いた計算や多項式の展開に加え、「論理と命題」「集合」「データの分析」といった各
分野から幅広く出題した。高校数学で習得すべき基本事項を正しく身につけているかを見ることを意図して
いる。

2では、係数に文字を含む一次不等式について、具体的な値を代入する場合と文字のまま処理する場合、さ
らに解の形から係数を逆算する場合を段階的に問うた。不等式の変形手順を正確に実行できるか、また係数
の符号による場合分けの必要性を的確に判断できるかを測るねらいがある。

3では、グループ別に与えられた平均点と標準偏差をもとに全体の平均値や標準偏差を導く問題を出題した。
分散の定義式を正しく使用し、与えられた条件から段階的に全体の統計量を求めていく力を見る問題である。

4では、さいころを繰り返し投げて先に 3回記録したら終了となる試行を取り上げ、場合の数と確率に関す
る理解を問うた。試行が終了する回数ごとに記録の推移を正しく把握し、組合せの考え方を用いて確率を求
める力を問うことを意図している。

5では、円に内接する四角形を題材とし、図形に関する複数の定理を組み合わせて線分の長さや面積を求め
る問題を出題した。条件を整理しながら定理を適切に選び、段階的に各要素を求めていく力が備わっている
かを確かめるねらいで出題した。

一般選抜前期　生物基礎

1では、「細胞の構造とエネルギー」について出題した。ミトコンドリアや葉緑体の働き、ATPの役割といっ
た生物の基本単位としての細胞の理解を問う構成とした。

2では、「遺伝子とその働き」について出題した。DNAの二重らせん構造や塩基の相補性といった構造面で
の理解に加え、ゲノムの定義や細胞周期、転写・翻訳のプロセスについて、基本的な用語の理解と図を読み
解く力を問う構成とした。

3では、ホルモンによる体内環境の調節、血液凝固の仕組み、免疫応答について出題した。

血糖調節に関わるホルモン、フィブリンによる凝固機構、体液性免疫と細胞性免疫の違いなど、生体の恒常
性維持に関する理解を問う構成とした。

4では、「生態系とその保全」について出題した。植生の遷移プロセス、バイオームの分布、生態系におけ
る物質循環、エネルギーの流れ、環境破壊の影響など、幅広い知識を整理し、正しく判断できる力を問う構
成とした。
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出題の意図　一般選抜前期

一般選抜前期　化学基礎

1では、「純物質と混合物」「結晶の分類」「物質量（モル）の計算」「同位体」および「状態変化と熱」につ
いての基本的な問題を出題した。また、グラフから物理的性質を読み取る力も問う構成とした。

2では、「周期律」と「元素の性質」および「溶液の濃度計算」についての問題を出題した。周期表におけ
る各元素の配置や電気陰性度の変化傾向をグラフで判断する力、さらに化学反応式に基づいた量的関係の計
算能力を問う構成とした。

3では、実験（中和滴定）を基に、「酸と塩基の反応」についての問題を出題した。pHの計算や中和の量的
関係（モル濃度算出）に加え、塩の性質や弱酸・弱塩基の遊離反応への考察力を問う構成とした。

4では、過マンガン酸カリウムを用いた滴定実験で、酸化数の変化や実験中の色の変化、反応の量的関係な
ど「酸化還元反応」についての理解力や基礎的な知識を問う構成とした。
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出題の意図　一般選抜後期 2027 JIN-AI UNIVERSITY

一般選抜後期　英語

1は、高校段階で身につけておくべき英文法および語彙の基本的知識が、文脈に応じて正しく運用できてい
るかを確認するために出題した。語彙や文法に関する基礎事項を適切に判断する力を通して、大学での学習
に必要な英語運用力の確実な定着を測ることを目的としている。

2は、短い会話文や説明文を読み取り、前後関係を踏まえて妥当な語句・文を補えるかを評価するために出
題した。会話文の流れや因果関係、説明文の論理的展開を適切に捉え、必要な情報を統合して論理的な矛盾
の無い解答を作成できるかを確認することを目的としている。

3は、チョコレート工場のウェブページに含まれる複数の情報を正しく読み取り、そこから必要なものを抽
出して適切に判断できるかを確認するために出題した。表・注記・予約条件など複数の情報源を照合し、条件・
期間・人数・金額などを、細部の数字に注意しながら、論理的に処理する力を評価することを目的としている。

4は、外国語学習に関する文章と図表の情報を関連付けながら読み取り、複数の情報源を統合して理解でき
るかを測るために出題した。難易度の基準、言語間比較、学習上の課題など、文章と表双方から得られる情
報を客観的に整理し、適切な選択肢を選ぶ情報処理能力を評価する意図である。

5は、航空史上の人物に関する英文を題材として、文章を多面的に読み取る力を問うために出題した。語彙・
空所補充・内容理解など多様な設問形式を通して、大学での学修の土台となる英語力がバランスよく身につ
いているかを総合的に確認することを目的としている。また、本文を細部まで正確に読み取る力を要求する
問題を通じて、長文中でも細部まで精読を行った上で、合理的かつ客観的に判断する力が身についているか
を評価するねらいがある。

一般選抜後期　国語

1は論説文、ウソを「見抜く」ことをテーマとして、心理学的知見から人間の認知バイアスや心理的傾向を
分析した文章である。具体例から「非言語的手がかり」や「バイアス」といったキーワードの意味するとこ
ろを正しく判断できているかを問う。

2は物語文、未名子が「順さん」と出会い、資料館での体験を通して人と過去をつなぐ営みの意味を理解し、
自分の生の位置づけを見いだしていく姿を描いた文章である。具体的な描写と象徴的な表現を通して、登場
人物がどのように考え、感じているかを問うことで読解力を測る。

3は随筆文、エチオピアでの生活を通じて、感情のあり方が環境や社会構造によって形づくられることを学
んだ経験から、筆者が日本文化を相対化して問い直す視点を提示する文章である。体験を通して感じた感情
の変化という事実から意見に結びつける展開を読み取る力を問う。

設問はマークシート形式の四択設問を採用している。各大問では、漢字知識、語彙力、文脈把握、全体の要
旨把握などを問うことで、文章読解の正確さを測る。
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un

e 
un

til
 th

e 
be

gi
nn

in
g 

of
 J

ul
y

Pe
ac

h  
Fr

om
 th

e 
m

id
dl

e 
of

 J
ul

y 
un

til
 th

e 
m

id
dl

e 
of

 A
ug

us
t

G
ra

pe
  

Fr
om

 th
e 

en
d 

of
 A

ug
us

t u
nt

il 
th

e 
be

gi
nn

in
g 

of
 O

ct
ob

er

A
pp

le
  

Fr
om

 th
e 

m
id

dl
e 

of
 O

ct
ob

er
 u

nt
il 

th
e 

en
d 

of
 D

ec
em

be
r

St
ra

w
be

rr
y 

Fr
om

 th
e 

be
gi

nn
in

g 
of

 J
an

ua
ry

 u
nt

il 
th

e 
en

d 
of

 M
ay

D
at

e ［
　

　
　

］ 
T

im
e 

of
 a

rr
iv

al
 ［

　
　

　
］ 

N
um

be
r 

of
 a

du
lts

 ［
　

　
　

］
N

um
be

r 
of

 c
hi

ld
re

n ［
　

　
　

］ 
E

ac
h 

ch
ild

’s
 a

ge
 ［

　
　

　
　

　
　

　
　

　
］

N
am

e ［
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  ］

 
E

-m
ai

l a
dd

re
ss

 ［
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ］

問
1

 下
線

部（
A
）・

（
B

）と
ほ

ぼ
同

じ
意

味
に

な
る

も
の

を
，

次
の
①①

～
④④

の
う

ち
か

ら
一

つ
ず

つ
選

び
，

マ
ー

ク
せ

よ
。

A
　

16
 
①①

　
gi

ve
 u

p 
w

or
ki

ng
 fo

r 
a 

liv
in

g

 
 

 
 

 
 
②②

　
ta

ke
 a

 d
ee

p 
br

ea
th

 to
 r

el
ax

 
 

 
 

 
 
③③

　
ge

t o
ut

 in
to

 n
at

ur
e 

so
m

et
im

es

 
 

 
 

 
 
④④

　
vi

si
t f

or
 a

 s
ho

rt
 ti

m
e

B
　

17
 

 ①①
　

on
 th

e 
se

co
nd

 d
ay

  
 

 
 
②②

　
in

 tw
o 

da
ys

 o
r 

le
ss

 
 

 
 

 
 
③③

　
af

te
r 

at
 le

as
t t

w
o 

da
ys

 
 

 
④④

　
fo

r 
tw

o 
da

ys

問
2

 空
欄

 （
　

ａ
　

）・
（

　
ｂ

　
） 

に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
語

を
，

次
の
①①

～
④④

の
う

ち
か

ら
一

つ

ず
つ

選
び

，
マ

ー
ク

せ
よ

。

⒜
　

18
 
①①

　
Pi

ck
in

g　
　
②②

　
Fe

ed
in

g　
　
③③

　
C

ov
er

in
g　

　
④④

　
Fo

rm
in

g

⒝
　

19
 

 ①①
　

do
m

es
tic

　
　
②②

　
ap

pa
re

nt
　

　
③③

　
id

en
tic

al
　

　
④④

　
po

te
nt

ia
l

問
3

 サ
ン

シ
ャ

イ
ン

観
光

農
園

に
つ

い
て

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

で
述

べ
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
ど

れ
か

。
次

の
①①

～
④④

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

び
、

マ
ー

ク
せ

よ
。

20

①①
　

日
帰

り
で

果
物

狩
り

を
楽

し
め

る
。

②②
　

好
き

な
果

物
を

い
つ

で
も

収
穫

で
き

る
。

③③
　

田
園

地
方

の
景

色
を

見
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

④④
　

果
物

狩
り

を
時

間
制

限
な

し
に

楽
し

め
る

。

問
4

 1
1月

の
休

日
に

サ
ン

シ
ャ

イ
ン

観
光

農
園

を
訪

れ
る

場
合

，
収

穫
で

き
る

果
物

と
最

も
早

く
予

約
で

き
る

時
間

を
次

の
よ

う
に

表
す

と
き

，
空

欄
 （

　
ア

　
）・

（
　
イ

　
） 

に
入

れ
る

の
に

最
も

適
当

な
も

の

を
，

下
の
①①

～
④④

の
う

ち
か

ら
一

つ
ず

つ
選

び
，

マ
ー

ク
せ

よ
。

　
　

　（
　
ア

　
） 

狩
り

を
 （

　
イ

　
） 

に
開

始
す

る
予

約
が

可
能

で
あ

る
。

ア
　

21
　

 ①①
　

モ
モ

　
　
②②

　
サ

ク
ラ

ン
ボ

　
　
③③

　
リ

ン
ゴ

　
　
④④

　
ブ

ド
ウ

イ
　

22
　

 ①①
　

午
前

８
時

　
　
②②

　
午

前
９

時
　

　
③③

　
午

前
10

時
　

　
④④

　
午

前
11

時

－
5
－

問
5

 大
学
生
の
あ
な
た
は
小
学
生
の
い
と
こ
（
８
歳
）
と
そ
の
弟
（
４
歳
）
の
３
人
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
し
，

帰
り
に
お
土
産
と
し
て
イ
チ
ゴ
を
２
パ
ッ
ク
持
ち
帰
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
あ
な
た
は
い
く
ら
支
払

う
こ
と
に
な
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

23

①①
　

50
ド
ル
　
　
②②
　

55
ド
ル
　
　
③③
　

60
ド
ル
　
　
④④
　

65
ド
ル

問
6

 フ
ォ
ー
ム
の
下
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

24

①①
　
申
し
込
み
用
紙
を
メ
ー
ル
で
受
信
す
る
。

②②
　
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
こ
と
を
相
手
に
通
知
す
る
。

③③
　
日
本
語
で
記
載
さ
れ
た
画
面
に
移
る
。

④④
　
予
約
の
申
し
込
み
を
送
信
す
る
。

問
7

 サ
ン
シ
ャ
イ
ン
観
光
農
園
で
果
物
狩
り
を
す
る
際
の
注
意
事
項
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は

ど
れ
か
。
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

25

①①
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

②②
　
予
約
が
な
け
れ
ば
農
園
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③③
　
メ
ー
ル
は
合
計
２
通
受
け
取
る
必
要
が
あ
る
。

④④
　
同
伴
す
る
子
ど
も
全
員
の
年
齢
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

－
6
－
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試
験
問
題

学
部
共
通  

国
語

問 ２

　
ア ～ オ の 傍 線 部 の 漢 字 と 同 じ 読 み を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は ６ ～ 10 。

ア

　
柔 和 な 表 情 を 見 せ る 。 ６

①①

　
悠 然 と 構 え て い る 。

②②

　
苦 渋 の 決 断 を 迫 ら れ る 。

③③

　
不 純 物 を 抽 出 す る 。

④④

　
赤 ん 坊 の 乳 歯 が 生 え そ ろ う 。

イ

　
彼 女 は 寡 黙 で 控 え め な 性 格 だ 。 ７

①①

　
寸 暇 を 惜 し ん で 研 究 を す る 。

②②

　
そ の 物 質 は 無 臭 で あ る 。

③③

　
二 つ の 折 衷 案 を 採 用 す る 。

④④

　
議 会 に 陳 情 書 を 提 出 す る 。

ウ

　
迅 速 な 対 応 を 心 が け る 。 ８

①①

　
自 戒 の 言 葉 を 口 に す る 。

②②

　
イ ベ ン ト を 主 催 す る 。

③③

　
検 察 官 が 反 対 尋 問 を 行 う 。

④④

　
疾 病 の 予 防 に つ い て 話 し 合 う 。

エ

　
芸 術 家 に 深 く 私 淑 す る 。 ９

①①

　
社 員 を 縁 故 採 用 す る 。

②②

　
静 粛 に す る こ と を 求 め る 。

③③

　
大 会 の 運 営 を 委 嘱 す る 。

④④

　
遠 浅 の 海 を 干 拓 す る 。

オ

　
時 代 と と も に 変 遷 す る 。 10

①①

　
偉 い 人 に 囲 ま れ て 萎 縮 す る 。

②②

　
恥 ず か し さ で 頰 を 紅 潮 さ せ る 。

③③

　
飛 行 機 が 上 空 を 旋 回 す る 。

④④

　
批 判 を 謙 虚 に 受 け 止 め る 。

－
20
－

国

　
語

後 の 問 い （ 問 １ ～ ２ ） に 答 え よ 。

問 １

　
ア ～ オ の 傍 線 部 の 漢 字 と 同 じ 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は １ ～ ５ 。

ア

　
テ ツ ヤ で 看 病 を す る 。 １

①①

　
戦 い の テ ッ ソ ク に つ い て 学 ぶ 。

②②

　
過 去 の 発 言 を テ ッ カ イ す る 。

③③

　
時 間 厳 守 を テ ッ テ イ さ せ る 。

④④

　
ギ リ シ ャ テ ツ ガ ク を 研 究 す る 。

イ

　
キ ビ ン な 動 き を 見 せ る 。 ２

①①

　
ビ ン ジ ョ ウ 値 上 げ を 監 視 す る 。

②②

　
ビ ン ボ ウ く じ を 引 い て し ま う 。

③③

　
カ ビ ン を 買 っ て バ ラ を 生 け る 。

④④

　
彼 女 は ビ ン ワ ン な 弁 護 士 で あ る 。

ウ

　
候 補 者 の ヨ ウ リ ツ を 見 送 る 。 ３

①①

　
ヨ ウ ギ が 晴 れ て 釈 放 さ れ る 。

②②

　
ヨ ウ ネ ン キ の こ と を 思 い 出 す 。

③③

　
少 数 派 を ヨ ウ ゴ す る 記 事 を 書 く 。

④④

　
子 ど も が ド ウ ヨ ウ を 口 ず さ む 。

エ

　
民 主 主 義 の ソ セ キ を 築 く 。 ４

①①

　
キ ソ 的 な 知 識 を 身 に つ け る 。

②②

　
大 規 模 な 開 発 を ソ シ す る 。

③③

　
断 固 た る ソ チ を と る 。

④④

　
裁 判 で 原 告 が シ ョ ウ ソ す る 。

オ

　
人 々 が イ ッ セ イ に 笑 い 出 す 。 ５

①①

　
開 会 式 で 選 手 セ ン セ イ を す る 。

②②

　
校 歌 を セ イ シ ョ ウ す る 。

③③

　
旅 費 の セ イ サ ン を す る 。

④④

　
彼 女 の た め に セ イ イ を 尽 く す 。

1

－
21
－

問 ２

　
ア ～ オ の 傍 線 部 の 漢 字 と 同 じ 読 み を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は ６ ～ 10 。

ア

　
柔 和 な 表 情 を 見 せ る 。 ６

①①

　
悠 然 と 構 え て い る 。

②②

　
苦 渋 の 決 断 を 迫 ら れ る 。

③③

　
不 純 物 を 抽 出 す る 。

④④

　
赤 ん 坊 の 乳 歯 が 生 え そ ろ う 。

イ

　
彼 女 は 寡 黙 で 控 え め な 性 格 だ 。 ７

①①

　
寸 暇 を 惜 し ん で 研 究 を す る 。

②②

　
そ の 物 質 は 無 臭 で あ る 。

③③

　
二 つ の 折 衷 案 を 採 用 す る 。

④④

　
議 会 に 陳 情 書 を 提 出 す る 。

ウ

　
迅 速 な 対 応 を 心 が け る 。 ８

①①

　
自 戒 の 言 葉 を 口 に す る 。

②②

　
イ ベ ン ト を 主 催 す る 。

③③

　
検 察 官 が 反 対 尋 問 を 行 う 。

④④

　
疾 病 の 予 防 に つ い て 話 し 合 う 。

エ

　
芸 術 家 に 深 く 私 淑 す る 。 ９

①①

　
社 員 を 縁 故 採 用 す る 。

②②

　
静 粛 に す る こ と を 求 め る 。

③③

　
大 会 の 運 営 を 委 嘱 す る 。

④④

　
遠 浅 の 海 を 干 拓 す る 。

オ

　
時 代 と と も に 変 遷 す る 。 10

①①

　
偉 い 人 に 囲 ま れ て 萎 縮 す る 。

②②

　
恥 ず か し さ で 頰 を 紅 潮 さ せ る 。

③③

　
飛 行 機 が 上 空 を 旋 回 す る 。

④④

　
批 判 を 謙 虚 に 受 け 止 め る 。

－
20
－
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12

学
部
共
通  

国
語

問 ２

　
ア ～ オ の 四 字 熟 語 の 空 欄 に 入 る 漢 字 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、

マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 16 ～ 20 。

ア

　
五 里 （

　
） 中 16

①①

　
無

　 　
②②

　
夢

　 　
③③

　
霧

　 　
④④

　
務

イ

　
自 暴 自 （

　
） 17

①①

　
希

　 　
②②

　
危

　 　
③③

　
棄

　 　
④④

　
旗

ウ

　
猪
ち ょ

突
と つ

（

　
） 進 18

①①

　
猛

　 　
②②

　
亡

　 　
③③

　
毛

　 　
④④

　
網

エ

　
（

　
） 賞 必 罰 19

①①

　
信

　 　
②②

　
心

　 　
③③

　
新

　 　
④④

　
親

オ

　
（

　
） 軍 奮 闘 20

①①

　
個

　 　
②②

　
故

　 　
③③

　
古

　 　
④④

　
孤

－
18
－

後 の 問 い （ 問 １ ～ ３ ） に 答 え よ 。

問 １

　
ア ～ オ の 傍 線 部 の 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 11 ～ 15 。

ア

　
彼 女 は そ の 花 を こ よ な く 愛 し て い た 。 11

①①

　
と て も

　 　
②②

　
長 年

　 　
③③

　
当 然

　 　
④④

　
い つ で も

イ

　
そ の 研 究 は 多 く の 人 々 か ら 指 弾 さ れ た 。 12

①①

　
注 目 さ れ た

　 　
②②

　
非 難 さ れ た

　 　
③③

　
ば か に さ れ た

　 　
④④

　
支 持 さ れ た

ウ

　
イ ン タ ー ネ ッ ト の 黎

れ い

明
め い

期 の 話 を す る 。 13

①①

　
ま だ な か っ た 時 代

　 　
②②

　
始 ま ろ う と す る 頃

　 　
③③

　
広 ま っ た 時 期

　 　
④④

　
遠 い 未 来

エ

　
彼 は 大 勢 の 前 で 仰 々 し い 挨 拶 を し た 。 14

①①

　
長 い

　 　
②②

　
す ば ら し い

　 　
③③

　
つ ま ら な い

　 　
④④

　
大 げ さ な

オ

　
試 合 の 結 果 を 知 っ て 溜

り ゅ う

飲
い ん

が 下 が っ た 。 15

①①

　
気 分 が す っ き り し た

　 　
②②

　
怒 り が こ み 上 げ た

　 　
③③

　
と て も 驚 い た

　 　
④④

　
が っ か り し た

2

－
19
－

問 ２

　
ア ～ オ の 四 字 熟 語 の 空 欄 に 入 る 漢 字 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、

マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 16 ～ 20 。

ア

　
五 里 （

　
） 中 16

①①

　
無

　 　
②②

　
夢

　 　
③③

　
霧

　 　
④④

　
務

イ

　
自 暴 自 （

　
） 17

①①

　
希

　 　
②②

　
危

　 　
③③

　
棄

　 　
④④

　
旗

ウ

　
猪
ち ょ

突
と つ

（

　
） 進 18

①①

　
猛

　 　
②②

　
亡

　 　
③③

　
毛

　 　
④④

　
網

エ

　
（

　
） 賞 必 罰 19

①①

　
信

　 　
②②

　
心

　 　
③③

　
新

　 　
④④

　
親

オ

　
（

　
） 軍 奮 闘 20

①①

　
個

　 　
②②

　
故

　 　
③③

　
古

　 　
④④

　
孤

－
18
－
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ５ ） に 答 え よ 。

　
大 学 の 研 究 室 を 訪 れ た こ と は あ る だ ろ う か 。 大 学 や 建 物 に よ っ て 広 さ が 異 な る も の の 、 ひ と つ の 建 物 の 中 に あ る 大 学 教 員 の 研 究

室 は お お よ そ 同 じ く ら い の 広 さ の 空 間 で 、 同 じ よ う な 本 棚 に 机 と 椅 子 、 簡 単 な 応 接 セ ッ ト や テ ー ブ ル と い っ た 同 じ よ う な レ イ ア ウ

ト の 部 屋 が 並 ん で い る も の で あ る 。 に も か か わ ら ず 、 そ こ に は 使 っ て い る 大 学 教 員 の 個 性 が 反 映 さ れ て い る 。

　
あ る 教 員 の 部 屋 に 入 る と 、 本 棚 に は 大 き さ が 揃

そ ろ

え ら れ た 書 籍 が 整 然 と 並 び 、 作 業 を す る デ ス ク の 周 り に は コ ン ピ ュ ー タ と コ ー

ヒ ー カ ッ プ に 作 業 中 の 書 類 が 置 い て あ る だ け で あ る 。 と て も 作 業 し や す そ う な 、 シ ン プ ル で 清 潔 な 部 屋 と い う 印 象 を 受 け る 。

　
ま た 別 の 部 屋 に 入 る と 、 本 棚 か ら 本 が あ ふ れ て 床 に も 積 ま れ て お り 、 デ ス ク の 周 り だ け で な く テ ー ブ ル の 上 に も 教 授 会 や 教
（ 注 １ ）

室 会

議 で 配 布 さ れ た 資 料 が 散 乱 し て い る 。 と こ ろ が 本 人 は 「 汚 く て 申 し 訳 あ り ま せ ん ね 」 な ど と 言 い な が ら も 、 そ れ を 気 に す る 様 子 も

な く 片 づ け る そ ぶ り も 見 せ ず 、
ａ
淡 々 と 日 々 の 業 務 や 研 究 活 動 を そ の 部 屋 で 送 っ て い る 。

　
研 究 室 に よ っ て 、 デ ス ク 周 り に 観 葉 植 物 が あ っ た り 、 ど こ か 海 外 で 手 に 入 れ た の か 他 で は 見 か け な い 不 思 議 な グ ッ ズ が 置 か れ て

い た り 、 学 生 か ら も ら っ た 色 紙 が 飾 っ て あ っ た り 、 壁 に 絵 が 飾 ら れ て い た り … … も と は ほ と ん ど 同 じ レ イ ア ウ ト の 部 屋 で あ る に も

か か わ ら ず 、 使 う 人 に よ っ て ず い ぶ ん と 雰 囲 気 が 変 わ る も の だ と 感 じ る 。

　
そ れ ぞ れ の 研 究 者 た ち の 性 格 は 、 使 っ て い る 研 究 室 の 雰 囲 気 に 反 映 す る の だ ろ う か 。 ま た ど の よ う に し た ら 、 そ の 関 連 を 明 ら か

に で き る の だ ろ う か 。

　
こ の 問 題 に 取 り 組 ん だ 研 究 者 が 、 テ キ サ ス 大 学 の 心 理 学 者 ゴ ズ リ ン グ で あ る 。 こ の 研 究 を 進 め る た め に は 、 次 の ３ つ の 情 報 を 手

に 入 れ る 必 要 が あ る 。

　
第 １ に 、 そ の 部 屋 を 使 っ て い る 本 人 が 回 答 し た 性
（ 注 ２ ）
格 特 性 の 得 点 で あ る 。

　
第 ２ に 、 そ の 部 屋 の 中 に あ る も の が 何 で あ る か と か 、 ど の よ う な 印 象 で あ る か と い う 情 報 で あ る 。

　
そ し て 第 ３ に 、 そ の 部 屋 を 見 て 複 数 の 人 が 抱 く 、 部 屋 を 使 っ て い る 人 の 性 格 の 印 象 で あ る 。

　
そ も そ も 、 複 数 の 人 々 は 部 屋 を 見 た だ け で 、 使 用 者 の 性 格 に つ い て 同 じ よ う な 印 象 を 抱 く も の な の だ ろ う か 。 ま た 、 本 人 が 回 答

し た 性 格 特 性 の 得 点 と 、 部 屋 を 見 た だ け で 印 象 と し て 生 じ た 性 格 と は 、 ど れ く ら い 関 連 す る も の な の だ ろ う か 。 そ し て 、 も し も 使

3

－
16
－

問 ３

　
次 の ア ～ オ の 各 問 い に 答 え よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 21 ～ 25 。

ア

　
「 虚 心 坦
た ん

懐
か い

」 の 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。 21

①①

　
他 人 を 信 用 す る こ と が で き ず 疑 い 深 い

　 　
②②

　
心 に わ だ か ま り が な く 素 直 で あ る

③③

　
思 い や り が あ り 配 慮 が 行 き 届 い て い る

　 　
④④

　
落 ち 着 い て い て 何 事 に も 動 じ な い

イ	

　
「 虎 穴 に 入 ら ず ん ば 虎 子 を 得 ず 」 の 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

22
①①

　
や ら な く て も よ い こ と を す る と 災 難 を 招 く

　 　
②②

　
危 険 を 冒 さ な け れ ば 成 功 す る こ と は で き な い

③③

　
ど ん な こ と で も 危 険 は つ き も の で あ る

　 　 　 　
④④

　
賢 い 者 は 危 険 な と こ ろ に は 近 づ か な い

ウ	

　
「 天 網 恢

か い

恢
か い

疎 に し て （

　 　
） 」 の 空 欄 に 入 る 言 葉 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー

ク せ よ 。 23

①①

　
許 さ ず

　 　
②②

　
照 ら さ ず

　 　
③③

　
漏 ら さ ず

　 　
④④

　
濁 さ ず

エ

　
「 周 到 」 の 類 義 語 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。 24

①①

　
入 念

　 　
②②

　
大 胆

　 　
③③

　
短 気

　 　
④④

　
臆 病

オ

　
「 婉
え ん

曲
き ょ く
」 の 対 義 語 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。 25

①①

　
丁 重

　 　
②②

　
虚 偽

　 　
③③

　
緻 密

　 　
④④

　
露 骨

－
17
－

次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ５ ） に 答 え よ 。

　
大 学 の 研 究 室 を 訪 れ た こ と は あ る だ ろ う か 。 大 学 や 建 物 に よ っ て 広 さ が 異 な る も の の 、 ひ と つ の 建 物 の 中 に あ る 大 学 教 員 の 研 究

室 は お お よ そ 同 じ く ら い の 広 さ の 空 間 で 、 同 じ よ う な 本 棚 に 机 と 椅 子 、 簡 単 な 応 接 セ ッ ト や テ ー ブ ル と い っ た 同 じ よ う な レ イ ア ウ

ト の 部 屋 が 並 ん で い る も の で あ る 。 に も か か わ ら ず 、 そ こ に は 使 っ て い る 大 学 教 員 の 個 性 が 反 映 さ れ て い る 。

　
あ る 教 員 の 部 屋 に 入 る と 、 本 棚 に は 大 き さ が 揃

そ ろ

え ら れ た 書 籍 が 整 然 と 並 び 、 作 業 を す る デ ス ク の 周 り に は コ ン ピ ュ ー タ と コ ー

ヒ ー カ ッ プ に 作 業 中 の 書 類 が 置 い て あ る だ け で あ る 。 と て も 作 業 し や す そ う な 、 シ ン プ ル で 清 潔 な 部 屋 と い う 印 象 を 受 け る 。

　
ま た 別 の 部 屋 に 入 る と 、 本 棚 か ら 本 が あ ふ れ て 床 に も 積 ま れ て お り 、 デ ス ク の 周 り だ け で な く テ ー ブ ル の 上 に も 教 授 会 や 教
（ 注 １ ）
室 会

議 で 配 布 さ れ た 資 料 が 散 乱 し て い る 。 と こ ろ が 本 人 は 「 汚 く て 申 し 訳 あ り ま せ ん ね 」 な ど と 言 い な が ら も 、 そ れ を 気 に す る 様 子 も

な く 片 づ け る そ ぶ り も 見 せ ず 、
ａ
淡 々 と 日 々 の 業 務 や 研 究 活 動 を そ の 部 屋 で 送 っ て い る 。

　
研 究 室 に よ っ て 、 デ ス ク 周 り に 観 葉 植 物 が あ っ た り 、 ど こ か 海 外 で 手 に 入 れ た の か 他 で は 見 か け な い 不 思 議 な グ ッ ズ が 置 か れ て

い た り 、 学 生 か ら も ら っ た 色 紙 が 飾 っ て あ っ た り 、 壁 に 絵 が 飾 ら れ て い た り … … も と は ほ と ん ど 同 じ レ イ ア ウ ト の 部 屋 で あ る に も

か か わ ら ず 、 使 う 人 に よ っ て ず い ぶ ん と 雰 囲 気 が 変 わ る も の だ と 感 じ る 。

　
そ れ ぞ れ の 研 究 者 た ち の 性 格 は 、 使 っ て い る 研 究 室 の 雰 囲 気 に 反 映 す る の だ ろ う か 。 ま た ど の よ う に し た ら 、 そ の 関 連 を 明 ら か

に で き る の だ ろ う か 。

　
こ の 問 題 に 取 り 組 ん だ 研 究 者 が 、 テ キ サ ス 大 学 の 心 理 学 者 ゴ ズ リ ン グ で あ る 。 こ の 研 究 を 進 め る た め に は 、 次 の ３ つ の 情 報 を 手

に 入 れ る 必 要 が あ る 。

　
第 １ に 、 そ の 部 屋 を 使 っ て い る 本 人 が 回 答 し た 性
（ 注 ２ ）

格 特 性 の 得 点 で あ る 。

　
第 ２ に 、 そ の 部 屋 の 中 に あ る も の が 何 で あ る か と か 、 ど の よ う な 印 象 で あ る か と い う 情 報 で あ る 。

　
そ し て 第 ３ に 、 そ の 部 屋 を 見 て 複 数 の 人 が 抱 く 、 部 屋 を 使 っ て い る 人 の 性 格 の 印 象 で あ る 。

　
そ も そ も 、 複 数 の 人 々 は 部 屋 を 見 た だ け で 、 使 用 者 の 性 格 に つ い て 同 じ よ う な 印 象 を 抱 く も の な の だ ろ う か 。 ま た 、 本 人 が 回 答

し た 性 格 特 性 の 得 点 と 、 部 屋 を 見 た だ け で 印 象 と し て 生 じ た 性 格 と は 、 ど れ く ら い 関 連 す る も の な の だ ろ う か 。 そ し て 、 も し も 使

3

－
16
－
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そ れ ほ ど 関 係 は 強 く な い も の の 、 使 用 者 の 性 格 が 部 屋 を 観 察 し た だ け の 人 に 伝 わ る 傾 向 に あ っ た 。 特 に 開 放 性 と 勤 勉 性 は 、 よ り

は っ き り と 伝 わ る よ う で あ る 。 そ れ は 、 オ フ ィ ス で も ベ ッ ド ル ー ム で も 同 じ で あ る 。 ま る で 、 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ が 犯 人 の 部

屋 を 観 察 し て 、 そ の 犯 人 の 人 と な り を 当 て る 場 面 を 想 起 さ せ る よ う な 研 究 で は な い だ ろ う か 。

　
で は 、 部 屋 の 中 の ど の よ う な 要 素 が 、 使 用 者 の 性 格 と 観 察 者 の 性 格 イ メ ー ジ と の 間 を つ な ぐ の だ ろ う か 。

　
た と え ば 、 使 用 者 の 勤 勉 性 が 高 い と 、 そ の デ ス ク や ベ ッ ド 周 り の 雰 囲 気 は き れ い で 片 づ い て お り 、 整 頓 さ れ て い て 、 本 や も の が

整 っ た 状 態 に な っ て い る 傾 向 が あ る 。 そ し て 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 、 そ の 使 用 者 の 勤 勉 性 が 高 い だ ろ う と 推 測 す る よ う で あ る 。

　
Ａ 、 使 用 者 の 開 放 性 が 高 い と 、 そ の デ ス ク や ベ ッ ド 周 り の 雰 囲 気 は ち ょ っ と ほ か に は な い 独 特 な も の に な る 傾 向 が あ り 、	

ｃ
型 破 り な デ ザ イ ン の も の が 置 か れ 、 い ろ い ろ な ジ ャ ン ル の 本 や 雑 誌 が 置 か れ る 傾 向 が あ る と い う 。 そ し て 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 、

こ の 部 屋 を 使 う 人 は 開 放 性 が 高 そ う だ と 推 測 す る 。

　
Ｂ 、 デ ス ク や ベ ッ ド 周 り を 見 て 「 こ の 人 は こ う い う 性 格 だ ろ う な 」 と 思 っ た と し て も 、 そ の 推 測 が 外 れ る ケ ー ス が 非 常 に 多

い こ と も 、 こ の 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る 。

　
Ｃ 、 オ フ ィ ス の デ ス ク 周 り が カ ラ フ ル に 彩 ら れ て い る と 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 「 こ の デ ス ク を 使 っ て い る 人 は 外 向 的 で 開 放

的 な 人 な の だ ろ う な 」 と 推 測 し が ち に な る 。 Ｄ 、 実 際 の 使 用 者 を 見 て み る と 、 ど の 性 格 も カ ラ フ ル さ に は 影 響 を 与 え て い な

か っ た 。

　
ま た 、 デ ス ク 周 り や ベ ッ ド の 周 り に
ｄ
高 価 そ う な も の が 置 い て あ る と 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 「 こ こ を 使 っ て い る 人 は ま じ め で

き っ ち り し て い そ う だ 」 と い う 印 象 を 抱 く よ う で あ る 。 と こ ろ が 、 実 際 に は 、 使 用 者 の 性 格 と は 関 連 が 示 さ れ な か っ た 。

　
こ の こ と は 、 Ｘ を 意 味 し て い る 。 ま た こ の 研 究 結 果 は 、 演 劇 や 小 説 、 ア ニ メ な ど で 登

場 人 物 の 部 屋 の イ メ ー ジ を 作 り 上 げ る こ と に も 役 立 ち そ う で あ る 。

	 （ 小 塩 真 司 『 性 格 と は 何 か 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 お よ び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

（ 注 １ ） 教 室 会 議 … … 学 内 に 設 置 さ れ 、 さ ま ざ ま な 審 議 な ど を 行 う 組 織 の 一 種 。

（ 注 ２ ） 性 格 特 性 … … 人 間 の 性 格 を 構 成 す る 性 質 。

（ 注 ３ ） ビ ッ グ ・ フ ァ イ ブ … …	 人 間 の 性 格 全 体 を お お よ そ 表 現 で き る と 考 え ら れ て い る 五 つ の 要 素 （ 「 外 向 性 」 ・ 「 神 経 症 傾 向 ＝ 不

安 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 の 揺 れ の 動 き の 大 き さ 」 ・ 「 開 放 性 」 ・ 「 協 調 性 」 ・ 「 勤 勉 性 」 ） 。
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用 者 本 人 の 性 格 と 観 察 し た 結 果 の 性 格 の 印 象 が 関 連 す る な ら ば 、 部 屋 の 中 に あ る 何 が 手 掛 か り と な っ て 印 象 が 伝 わ る の だ ろ う か 。

　
本 人 の 性 格 、 部 屋 の 様 子 、 部 屋 を 見 て 推 測 さ れ た 使 用 者 の 性 格 と い う ３ つ の 情 報 を 手 に 入 れ る こ と で 、 こ う い っ た 問 題 を 明 ら か

に で き る の で あ る 。

　
ゴ ズ リ ン グ は ま ず 、 ５ つ の 会 社 の オ フ ィ ス の 中 に あ る 、 個 人 が 使 用 し て い る 94 の 区 画 を 対 象 に 調 査 を 行 っ た 。 日 本 の オ フ ィ ス と

は 異 な り 、 デ ス ク 周 り が パ ー テ ィ シ ョ ン で 区 切 ら れ て お り 、 個 人 が 比 較 的 自 由 に 使 う こ と が で き る ス ペ ー ス を 想 像 す る と よ い だ ろ

う 。 そ れ ぞ れ の デ ス ク を ８ 人 の 観 察 者 が
ｂ
訪 問 し 、 デ ス ク 周 り に あ る も の や そ の 印 象 、 そ し て 使 用 者 の 性 格 を 評 定 す る 。 ま た 、 使

用 者 自 身 の 性 格 に つ い て は 、 本 人 が 回 答 す る と と も に ２ 名 の 知 人 に も 回 答 し て も ら い 、 総 合 し た 得 点 を 算 出 し て い る 。

　
ま た 次 の 研 究 で は 、 大 学 生 た ち が 暮 ら し て い る 部 屋 の ベ ッ ド ル ー ム を 対 象 に し て 、 同 じ よ う な 情 報 を 得 て い る 。 ア メ リ カ の 大 学

の 学 生 た ち は 、 部 屋 を 複 数 の 人 々 で シ ェ ア し な が ら 暮 ら し て い る ケ ー ス が 多 い 。 そ し て 、 ベ ッ ド ル ー ム の 周 り だ け は 自 分 の 好 き な

よ う に 使 う こ と が で き る 。 お そ ら く 、 そ れ ぞ れ の 学 生 の 特 徴 は 、 プ ラ イ ベ ー ト な 空 間 で あ る ベ ッ ド の 周 り に 表 れ る こ と だ ろ う 。 そ

こ で 、 78 人 の 学 生 の ベ ッ ド ル ー ム を そ れ ぞ れ ７ 人 の 観 察 者 が 訪 問 し 、 ベ ッ ド の 周 り に あ る も の や そ の 印 象 を も と に ベ ッ ド の 使 用 者

の 性 格 を 評 定 す る 。 そ し て 、 そ の ベ ッ ド の 使 用 者 本 人 の 性 格 に つ い て は 自 分 で 回 答 し た 性 格 特 性 の 得 点 と 、 友 人 ２ 人 に 評 定 し て も

ら っ た 性 格 特 性 を 合 わ せ て 総 合 的 な 得 点 を 算 出 し て い る 。

　
さ て こ の 研 究 で は 、 複 数 の 人 が そ れ ぞ れ オ フ ィ ス や ベ ッ ド ル ー ム に 赴 い て 、 別 々 に 部 屋 の 印 象 や 使 用 者 の 性 格 を 評 価 し て い る 。

い っ た い 、 そ の 複 数 の 人 々 の 印 象 は 共 通 す る も の な の だ ろ う か 。

　
分 析 結 果 を 見 る と 、 オ フ ィ ス を 見 た 場 合 で も ベ ッ ド ル ー ム を 見 た 場 合 で も 、 ビ
（ 注 ３ ）
ッ グ ・ フ ァ イ ブ の う ち 開 放 性 、 勤 勉 性 、 外 向 性 の

３ つ に つ い て は 、 複 数 の 観 察 者 が 評 定 し た 持 ち 主 の 性 格 の 印 象 が お お よ そ 一 致 す る 傾 向 が あ っ た 。 オ フ ィ ス の デ ス ク 周 り や ベ ッ ド

の 周 り を 見 た だ け で 、 見 た 人 た ち の 間 に は 、 使 用 者 が ど れ く ら い 好 奇 心 旺 盛 か 、 ど れ く ら い ま じ め か 、 ど れ く ら い 活 発 か と い う 共

通 し た イ メ ー ジ が 形 成 さ れ た こ と に な る 。 本 人 と 会 っ て も い な い の に 、 部 屋 の 様 子 を 見 た だ け で 、 そ の 様 子 か ら 共 通 し た イ メ ー ジ

が 喚 起 さ れ る の で あ る 。

　
複 数 の 観 察 者 に よ る 使 用 者 の 性 格 の 印 象 や 評 価 に は 共 通 性 が あ る と い う こ と だ が 、 で は 、 デ ス ク や ベ ッ ド の 使 用 者 の 性 格 が 、 そ

れ ら を 観 察 し た だ け の 人 に 本 当 に 正 確 に 伝 わ る の だ ろ う か 。 こ の 点 を 検 討 し て み る と 、 や は り 開 放 性 、 勤 勉 性 、 外 向 性 に つ い て は 、
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そ れ ほ ど 関 係 は 強 く な い も の の 、 使 用 者 の 性 格 が 部 屋 を 観 察 し た だ け の 人 に 伝 わ る 傾 向 に あ っ た 。 特 に 開 放 性 と 勤 勉 性 は 、 よ り

は っ き り と 伝 わ る よ う で あ る 。 そ れ は 、 オ フ ィ ス で も ベ ッ ド ル ー ム で も 同 じ で あ る 。 ま る で 、 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ が 犯 人 の 部

屋 を 観 察 し て 、 そ の 犯 人 の 人 と な り を 当 て る 場 面 を 想 起 さ せ る よ う な 研 究 で は な い だ ろ う か 。

　
で は 、 部 屋 の 中 の ど の よ う な 要 素 が 、 使 用 者 の 性 格 と 観 察 者 の 性 格 イ メ ー ジ と の 間 を つ な ぐ の だ ろ う か 。

　
た と え ば 、 使 用 者 の 勤 勉 性 が 高 い と 、 そ の デ ス ク や ベ ッ ド 周 り の 雰 囲 気 は き れ い で 片 づ い て お り 、 整 頓 さ れ て い て 、 本 や も の が

整 っ た 状 態 に な っ て い る 傾 向 が あ る 。 そ し て 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 、 そ の 使 用 者 の 勤 勉 性 が 高 い だ ろ う と 推 測 す る よ う で あ る 。

　
Ａ 、 使 用 者 の 開 放 性 が 高 い と 、 そ の デ ス ク や ベ ッ ド 周 り の 雰 囲 気 は ち ょ っ と ほ か に は な い 独 特 な も の に な る 傾 向 が あ り 、	

ｃ
型 破 り な デ ザ イ ン の も の が 置 か れ 、 い ろ い ろ な ジ ャ ン ル の 本 や 雑 誌 が 置 か れ る 傾 向 が あ る と い う 。 そ し て 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 、

こ の 部 屋 を 使 う 人 は 開 放 性 が 高 そ う だ と 推 測 す る 。

　
Ｂ 、 デ ス ク や ベ ッ ド 周 り を 見 て 「 こ の 人 は こ う い う 性 格 だ ろ う な 」 と 思 っ た と し て も 、 そ の 推 測 が 外 れ る ケ ー ス が 非 常 に 多

い こ と も 、 こ の 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る 。

　
Ｃ 、 オ フ ィ ス の デ ス ク 周 り が カ ラ フ ル に 彩 ら れ て い る と 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 「 こ の デ ス ク を 使 っ て い る 人 は 外 向 的 で 開 放

的 な 人 な の だ ろ う な 」 と 推 測 し が ち に な る 。 Ｄ 、 実 際 の 使 用 者 を 見 て み る と 、 ど の 性 格 も カ ラ フ ル さ に は 影 響 を 与 え て い な

か っ た 。

　
ま た 、 デ ス ク 周 り や ベ ッ ド の 周 り に
ｄ
高 価 そ う な も の が 置 い て あ る と 、 そ の 様 子 を 見 た 人 は 「 こ こ を 使 っ て い る 人 は ま じ め で

き っ ち り し て い そ う だ 」 と い う 印 象 を 抱 く よ う で あ る 。 と こ ろ が 、 実 際 に は 、 使 用 者 の 性 格 と は 関 連 が 示 さ れ な か っ た 。

　
こ の こ と は 、 Ｘ を 意 味 し て い る 。 ま た こ の 研 究 結 果 は 、 演 劇 や 小 説 、 ア ニ メ な ど で 登

場 人 物 の 部 屋 の イ メ ー ジ を 作 り 上 げ る こ と に も 役 立 ち そ う で あ る 。

	 （ 小 塩 真 司 『 性 格 と は 何 か 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 お よ び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

（ 注 １ ） 教 室 会 議 … … 学 内 に 設 置 さ れ 、 さ ま ざ ま な 審 議 な ど を 行 う 組 織 の 一 種 。

（ 注 ２ ） 性 格 特 性 … … 人 間 の 性 格 を 構 成 す る 性 質 。

（ 注 ３ ） ビ ッ グ ・ フ ァ イ ブ … …	 人 間 の 性 格 全 体 を お お よ そ 表 現 で き る と 考 え ら れ て い る 五 つ の 要 素 （ 「 外 向 性 」 ・ 「 神 経 症 傾 向 ＝ 不

安 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 の 揺 れ の 動 き の 大 き さ 」 ・ 「 開 放 性 」 ・ 「 協 調 性 」 ・ 「 勤 勉 性 」 ） 。
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問 ２

　
Ａ ～ Ｄ に 入 る 言 葉 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 30 。

①①

　
Ａ

　
ま た

　 　 　
Ｂ

　
た だ し

　 　
Ｃ

　
た と え ば

　 　
Ｄ

　
と こ ろ が

②②

　
Ａ

　
し か し

　 　
Ｂ

　
た だ し

　 　
Ｃ

　
な ぜ な ら

　 　
Ｄ

　
し た が っ て

③③

　
Ａ

　
ま た

　 　 　
Ｂ

　
さ ら に

　 　
Ｃ

　
な ぜ な ら

　 　
Ｄ

　
と こ ろ が

④④

　
Ａ

　
し か し

　 　
Ｂ

　
さ ら に

　 　
Ｃ

　
た と え ば

　 　
Ｄ

　
し た が っ て

問 ３

　

Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 31 。

①①

　
あ る 部 屋 を 見 て そ の 使 用 者 の 性 格 を 推 測 す る と き 、 そ の 推 測 が 部 屋 の カ ラ フ ル さ や 置 か れ て い る も の に は 影 響 さ れ な い

こ と

②②

　
デ ス ク や ベ ッ ド 周 り を カ ラ フ ル に 彩 っ た り 高 価 そ う な も の を 置 い た り し て も 、 自 分 の イ メ ー ジ を 変 え る の は 難 し い と い

う こ と

③③

　
他 人 に 好 印 象 を 与 え た い と き に は 、 部 屋 の デ ザ イ ン や レ イ ア ウ ト よ り も 部 屋 の 色 や 飾 る も の に 気 を 配 っ た ほ う が よ い と

い う こ と

④④

　
部 屋 の デ ザ イ ン や レ イ ア ウ ト 、 飾 る も の や 飾 り 方 を 工 夫 す る こ と で 、 そ の 部 屋 を 見 た 人 に 対 し て 特 定 の イ メ ー ジ を 抱 か

せ う る こ と
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問 １

　
次 の ⑴ ～ ⑶ の 各 問 い に 答 え よ 。

⑴

　
二 重 傍 線 部 ａ ・ ｃ の 言 葉 の 本 文 中 の 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 26 ・ 27 。

ａ

　
淡 々 と 26

①①

　
真 面 目 に

　 　
②②

　
慌 た だ し く

　 　
③③

　
落 ち 着 い て

　 　
④④

　
い つ ま で も ず っ と

ｃ

　
型 破 り な 27

①①

　
ば か ば か し い

　 　
②②

　
古 め か し い

　 　
③③

　
お も し ろ い

　 　
④④

　
ふ つ う で は な い

⑵

　
二 重 傍 線 部 ｂ 「 訪 問 」 と 熟 語 の 構 成 が 同 じ も の と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ

よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 28 。

①①

　
徐 行

　 　
②②

　
求 人

　 　
③③

　
未 熟

　 　
④④

　
締 結

⑶

　
二 重 傍 線 部 ｄ 「 高 価 」 の 対 義 語 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 29 。

①①

　
時 価

　 　
②②

　
廉 価

　 　
③③

　
減 価

　 　
④④

　
等 価

－
13
－

問 ２

　
Ａ ～ Ｄ に 入 る 言 葉 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 30 。

①①

　
Ａ

　
ま た

　 　 　
Ｂ

　
た だ し

　 　
Ｃ

　
た と え ば

　 　
Ｄ

　
と こ ろ が

②②

　
Ａ

　
し か し

　 　
Ｂ

　
た だ し

　 　
Ｃ

　
な ぜ な ら

　 　
Ｄ

　
し た が っ て

③③

　
Ａ

　
ま た

　 　 　
Ｂ

　
さ ら に

　 　
Ｃ

　
な ぜ な ら

　 　
Ｄ

　
と こ ろ が

④④

　
Ａ

　
し か し

　 　
Ｂ

　
さ ら に

　 　
Ｃ

　
た と え ば

　 　
Ｄ

　
し た が っ て

問 ３

　

Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 31 。

①①

　
あ る 部 屋 を 見 て そ の 使 用 者 の 性 格 を 推 測 す る と き 、 そ の 推 測 が 部 屋 の カ ラ フ ル さ や 置 か れ て い る も の に は 影 響 さ れ な い

こ と

②②

　
デ ス ク や ベ ッ ド 周 り を カ ラ フ ル に 彩 っ た り 高 価 そ う な も の を 置 い た り し て も 、 自 分 の イ メ ー ジ を 変 え る の は 難 し い と い

う こ と

③③

　
他 人 に 好 印 象 を 与 え た い と き に は 、 部 屋 の デ ザ イ ン や レ イ ア ウ ト よ り も 部 屋 の 色 や 飾 る も の に 気 を 配 っ た ほ う が よ い と

い う こ と

④④

　
部 屋 の デ ザ イ ン や レ イ ア ウ ト 、 飾 る も の や 飾 り 方 を 工 夫 す る こ と で 、 そ の 部 屋 を 見 た 人 に 対 し て 特 定 の イ メ ー ジ を 抱 か

せ う る こ と

－
12
－
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問 ５

　
こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 33 。

①①

　
あ る 部 屋 を 見 た と き 、 そ の 部 屋 の 使 用 者 の 性 格 に つ い て 抱 く 印 象 や 評 価 の 手 掛 か り と な る も の は 人 に よ っ て そ れ ぞ れ 異

な っ て い る 。 し か し 、 そ れ に も か か わ ら ず そ の 印 象 や 評 価 に は 共 通 性 が あ り 、 実 際 の 性 格 と も ほ ぼ 全 て が 一 致 し て い る 。

②②

　
複 数 の 人 々 が 部 屋 を 見 た だ け で 使 用 者 の 開 放 性 や 勤 勉 性 に つ い て 抱 く 印 象 や 評 価 は 、 共 通 性 が あ り 実 際 の 性 格 と も ほ ぼ

一 致 す る 。 し か し 、 複 数 の 人 々 の 印 象 や 評 価 に 共 通 性 が あ っ て も そ れ が 実 際 の 性 格 と 一 致 し な い こ と も 多 い 。

③③

　
私 た ち は 部 屋 だ け を 見 る と 開 放 性 や 勤 勉 性 な ど に つ い て 同 じ 印 象 や 評 価 を 抱 く 傾 向 が あ る 。 し か し 、 そ れ は そ の 部 屋 の

使 用 者 の こ と を 何 も 知 ら な い 人 々 の 間 で 印 象 や 評 価 が 共 通 し て い る だ け で 、 実 際 の 性 格 と は 一 致 し な い こ と が 非 常 に 多 い 。

④④

　
部 屋 の 中 に あ る さ ま ざ ま な も の は そ の 部 屋 の 使 用 者 の 性 格 と は 無 関 係 で あ る 。 そ の た め 、 デ ス ク 周 り や ベ ッ ド 周 り な ど

を 見 た だ け の 人 々 が 抱 く 印 象 や 評 価 は 実 際 の 性 格 と 一 致 す る こ と も あ れ ば 全 く 一 致 し な い こ と も あ る 。

－
10
－

問 ４

　
傍 線 部 「 あ る 教 員 の 部 屋 に 入 る と 、 本 棚 に は 大 き さ が 揃 え ら れ た 書 籍 が 整 然 と 並 び 、 作 業 を す る デ ス ク の 周 り に は コ ン

ピ ュ ー タ と コ ー ヒ ー カ ッ プ に 作 業 中 の 書 類 が 置 い て あ る だ け で あ る 」 と あ る が 、 ゴ ズ リ ン グ の 研 究 に よ る と 、 こ の よ う な 部 屋

を 見 た 人 は そ の 部 屋 の 使 用 者 の 性 格 に つ い て ど の よ う な イ メ ー ジ を 抱 く の か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の

①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 32 。

①①

　
こ の 教 員 の 部 屋 の よ う に ふ つ う よ り も き れ い で 片 づ い て い る 部 屋 を 見 た 人 は 、 そ の 部 屋 の 使 用 者 と し て 仕 事 に は あ ま り

熱 心 で は な い 人 物 を イ メ ー ジ し て し ま い が ち で あ る 。

②②

　
こ の 教 員 の 部 屋 の よ う に オ フ ィ ス や ベ ッ ド ル ー ム が き れ い で 片 づ い て い る 部 屋 を 見 た 人 は 、 そ の 部 屋 の 使 用 者 が と て も

ま じ め な 性 格 だ と い っ た イ メ ー ジ を 抱 く 傾 向 が あ る 。

③③

　
こ の 教 員 の 部 屋 の よ う に シ ン プ ル で 清 潔 な 部 屋 を 見 た 人 は 、 部 屋 の 使 用 者 に 対 し て 、 開 放 性 、 勤 勉 性 、 外 向 性 の ３ つ が

ど れ も 高 い 性 格 の 人 だ と い う イ メ ー ジ を 抱 く こ と が 多 い 。

④④

　
人 は 部 屋 の 中 に あ る さ ま ざ ま な も の を 手 掛 か り と し て 使 用 者 の 性 格 を イ メ ー ジ す る た め 、 こ の 部 屋 の よ う に き れ い で 片

づ い て い る と 手 掛 か り が 少 な く 、 使 用 者 の 性 格 を イ メ ー ジ で き な く な っ て し ま う 。

－
11
－

問 ５

　
こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

	 マ ー ク 解 答 番 号 は 33 。

①①

　
あ る 部 屋 を 見 た と き 、 そ の 部 屋 の 使 用 者 の 性 格 に つ い て 抱 く 印 象 や 評 価 の 手 掛 か り と な る も の は 人 に よ っ て そ れ ぞ れ 異

な っ て い る 。 し か し 、 そ れ に も か か わ ら ず そ の 印 象 や 評 価 に は 共 通 性 が あ り 、 実 際 の 性 格 と も ほ ぼ 全 て が 一 致 し て い る 。

②②

　
複 数 の 人 々 が 部 屋 を 見 た だ け で 使 用 者 の 開 放 性 や 勤 勉 性 に つ い て 抱 く 印 象 や 評 価 は 、 共 通 性 が あ り 実 際 の 性 格 と も ほ ぼ

一 致 す る 。 し か し 、 複 数 の 人 々 の 印 象 や 評 価 に 共 通 性 が あ っ て も そ れ が 実 際 の 性 格 と 一 致 し な い こ と も 多 い 。

③③

　
私 た ち は 部 屋 だ け を 見 る と 開 放 性 や 勤 勉 性 な ど に つ い て 同 じ 印 象 や 評 価 を 抱 く 傾 向 が あ る 。 し か し 、 そ れ は そ の 部 屋 の

使 用 者 の こ と を 何 も 知 ら な い 人 々 の 間 で 印 象 や 評 価 が 共 通 し て い る だ け で 、 実 際 の 性 格 と は 一 致 し な い こ と が 非 常 に 多 い 。

④④

　
部 屋 の 中 に あ る さ ま ざ ま な も の は そ の 部 屋 の 使 用 者 の 性 格 と は 無 関 係 で あ る 。 そ の た め 、 デ ス ク 周 り や ベ ッ ド 周 り な ど

を 見 た だ け の 人 々 が 抱 く 印 象 や 評 価 は 実 際 の 性 格 と 一 致 す る こ と も あ れ ば 全 く 一 致 し な い こ と も あ る 。

－
10
－
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学
部
共
通  

英
語

英
　
語

　
次
の
問
い
（
問
1～
8）
の

 
1

 ～
 

8
 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
下
の

①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

問
1

 T
hi

s 
bo

ok
 w

ill
 b

e 
1

 p
eo

pl
e 

in
te

re
st

ed
 in

 e
th

ni
c 

fo
od

 fr
om

 d
iff

er
en

t r
eg

io
ns

.

①①
　

ap
pe

al
in

g 
to
　
　
②②
　

ap
pe

al
　
　
③③
　

ap
pe

al
ed
　
　
④④
　

ap
pe

al
ed

 to

問
2

 
2

 a
re

 p
eo

pl
e 

yo
u 

kn
ow

 a
nd

 s
om

et
im

es
 in

te
ra

ct
 w

ith
, b

ut
 th

ey
 a

re
 n

ot
 c

lo
se

 fr
ie

nd
s.

①①
　

A
cq

ua
in

ta
nc

es
　
　
②②
　

C
on

su
m

er
s　
　
③③
　

Pa
ss

en
ge

rs
　
　
④④
　

St
ra

ng
er

s

問
3

 I
n 

he
r 

ea
rl

y 
3

 , 
B

el
in

da
 s

ta
rt

ed
 to

 th
in

k 
ab

ou
t c

ha
ng

in
g 

ca
re

er
s 

to
 fo

llo
w

 h
er

 d
re

am
 

of
 o

pe
ni

ng
 h

er
 o

w
n 

bo
ok

st
or

e.

①①
　

th
ir

ty
　
　
②②
　

th
ir

tie
s　
　
③③
　

th
ir

tie
th
　
　
④④
　

th
ir

te
en

問
4

 D
ur

in
g 

m
y 

hi
st

or
y 

te
st

, I
 h

ad
 tr

ou
bl

e 
w

ith
 th

e 
ch

oi
ce

s 
on

 th
e 

la
st

 q
ue

st
io

n.
  I

’ m
 s

til
l n

ot
 

su
re

 
4

 is
 c

or
re

ct
.

①①
　

ne
ith

er
　
　
②②
　

w
hi

ch
　
　
③③
　

ho
w
　
　
④④
　

w
hy

問
5

 T
he

 d
an

ce
 c

on
te

st
 w

as
 a

pp
ro

ac
hi

ng
.  

T
he

 m
or

e 
I p

ra
ct

ic
ed

, t
he

 
5

 a
nx

io
us

 I 
fe

lt,
 s

o 
I 

sp
en

t m
os

t o
f m

y 
fr

ee
 ti

m
e 

pr
ac

tic
in

g.

①①
　

m
uc

h　
　
②②
　

m
os

t　
　
③③
　

le
ss
　
　
④④
　

lit
tle

問
6

 A
s 

th
e 

cr
ow

de
d 

tr
ai

n 
w

as
 a

bo
ut

 to
 le

av
e,

 I 
pu

lle
d 

m
y 

ba
g 

cl
os

er
 to

 a
vo

id
 g

et
tin

g 
it 

6
 

in
 th

e 
cl

os
in

g 
do

or
s.

①①
　

ca
tc

h　
　
②②
　

ca
ug

ht
　
　
③③
　

ca
tc

hi
ng
　
　
④④
　

to
 c

at
ch

問
7

 M
ar

k 
ke

pt
 

7
 h

is
 s

m
ar

tp
ho

ne
, w

ai
tin

g 
fo

r 
th

e 
m

es
sa

ge
 a

bo
ut

 h
is

 jo
b 

in
te

rv
ie

w
 r

es
ul

t.

①①
　

co
pi

ng
 w

ith
　
　
②②
　

gl
an

ci
ng

 a
t　
　
③③
　

st
an

di
ng

 fo
r　
　
④④
　

ca
lli

ng
 o

ff

1

－
1
－

問
8

 T
he

 S
tr

an
d 

C
ity

 O
rc

he
st

ra
 i

nc
lu

de
s 

re
si

de
nt

s 
an

d 
w

or
ke

rs
 o

f 
St

ra
nd

 a
nd

 p
er

fo
rm

s 
at

 

va
ri

ou
s 

co
m

m
un

ity
 e

ve
nt

s 
al

l 
8

 r
ou

nd
.

①①
　

w
ee

k　
　
②②
　

m
on

th
　
　
③③
　

se
as

on
　
　
④④
　

ye
ar

－
2
－
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問
3

 I
n 

th
e 

oc
ea

n,
 th

er
e’

s 
a 

sp
ec

ia
l k

in
d 

of
 s

qu
id
※

 c
al

le
d 

“ g
la

ss
 s

qu
id

”  
th

at
 y

ou
 c

an
 a

lm
os

t s
ee

 

th
ro

ug
h,

 li
ke

 g
la

ss
.  

W
he

n 
th

e 
su

n 
sh

in
es

 d
ow

n 
in

to
 th

e 
w

at
er

, t
he

 li
gh

t g
oe

s 
ri

gh
t t

hr
ou

gh
 

th
e 

sq
ui

d,
 e

xc
ep

t f
or

 it
s 

ey
es

.  
T

he
 e

ye
s 

bl
oc

k 
ou

t t
he

 s
un

lig
ht

 a
nd

 c
as

t a
 s

ha
do

w
 o

n 
th

e 
se

a 

flo
or

, 
w

hi
ch

 c
an

 b
e 

da
ng

er
ou

s 
be

ca
us

e 
en

em
ie

s 
lo

ok
 f

or
 t

he
se

 s
ha

do
w

s 
to

 f
in

d 
fo

od
.  

H
ow

ev
er

, m
an

y 
ty

pe
s 

of
 g

la
ss

 s
qu

id
 h

av
e 

fo
un

d 
a 

cl
ev

er
 w

ay
 t

o 
st

ay
 s

af
e.

 T
he

y 
ca

n 
m

ak
e 

lig
ht

 u
nd

er
 th

ei
r 

ey
es

.  
T

hi
s 

w
ay

, w
he

n 
an

im
al

s 
be

lo
w

 lo
ok

 u
p,

 th
ey

 c
an

’ t 
se

e 
a 

sh
ad

ow
, a

nd
 

th
e 

sq
ui

d 
se

em
s 

to
 d

is
ap

pe
ar

.  
E

ve
n 

th
ou

gh
 it

 s
ou

nd
s 

st
ra

ng
e,

 
11

 .

注
　
※

 
sq

ui
d:

 イ
カ
（
軟
体
動
物
）

①①
　

fin
di

ng
 fo

od
 e

ff
ic

ie
nt

ly
 in

 th
e 

da
rk

 is
 c

ru
ci

al
 fo

r 
th

e 
sq

ui
d

②②
　

sc
ie

nt
is

ts
 a

re
 s

tu
dy

in
g 

w
hy

 th
e 

sq
ui

d 
sh

in
es

 li
gh

t f
ro

m
 it

s 
ey

es

③③
　

th
e 

sq
ui

d 
co

nt
ro

ls
 it

s 
bo

dy
 te

m
pe

ra
tu

re
 b

y 
ch

an
gi

ng
 c

ol
or

④④
　

th
e 

sq
ui

d 
us

es
 li

gh
t t

o 
hi

de
 fr

om
 d

an
ge

r 
an

d 
su

rv
iv

e

問
4

 B
ri

tis
h 

ch
oc

ol
at

e 
ha

s 
a 

un
iq

ue
 t

as
te

 t
ha

t 
di

vi
de

s 
op

in
io

ns
: s

om
e 

pe
op

le
 e

nj
oy

 it
s 

sw
ee

t, 

cr
ea

m
y,

 s
lig

ht
ly

 b
ak

ed
 f

la
vo

r, 
w

hi
le

 f
or

 o
th

er
s,

 i
t’ s

 n
ot

 p
le

as
an

t. 
 B

ut
 w

ha
t 

m
ak

es
 i

t 
ta

st
e 

un
iq

ue
? 

 I
ns

te
ad

 o
f a

dd
in

g 
liq

ui
d 

m
ilk

 d
ir

ec
tly

 to
 c

ho
co

la
te

, B
ri

tis
h 

m
an

uf
ac

tu
re

rs
 r

em
ov

e 

th
e 

w
at

er
 to

 c
re

at
e 

a 
pa

st
e 

or
 p

ow
de

r, 
w

hi
ch

 r
es

ul
ts

 in
 a

 fr
ui

ty
※

 a
nd

 c
ar

am
el
※

-li
ke

 ta
st

e 
in

 

th
e 

fin
al

 p
ro

du
ct

.  
T

hi
s 

pr
oc

es
s 

al
so

 h
el

ps
 t

he
 c

ho
co

la
te

 r
es

is
t 

m
el

tin
g 

in
 h

ot
te

r 
w

ea
th

er
.  

So
, t

he
 u

ni
qu

e 
ta

st
e 

of
 B

ri
tis

h 
ch

oc
ol

at
e 

is
n’

t j
us

t i
n 

pe
op

le
’ s

 h
ea

ds
; 

12
 .

注
　
※

 
fr

ui
ty

: 果
物
の
よ
う
な
　
　

ca
ra

m
el

: カ
ラ
メ
ル
（
砂
糖
を
焦
が
し
て
作
る
）

①①
　

it’
s 

a 
m

ix
tu

re
 o

f m
ilk

 a
nd

 c
ho

co
la

te

②②
　

it’
s 

av
ai

la
bl

e 
in

 d
iff

er
en

t c
ou

nt
ri

es

③③
　

it’
s 

be
ca

us
e 

of
 it

s 
hi

gh
 s

ug
ar

 c
on

te
nt

④④
　

it’
s 

du
e 

to
 th

e 
sp

ec
ia

l w
ay

 it
 is

 m
ad

e

－
4
－

　
次
の
問
い
（
問
1～
4）
の

 
9

 ～
 

12
 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
下
の

①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

問
1

 A
 : 

W
ow

, y
ou

’ v
e 

al
re

ad
y 

fin
is

he
d 

re
gi

st
er

in
g 

fo
r 

yo
ur

 c
la

ss
es

? 
 T

ha
t w

as
 q

ui
ck

!

 
B

 : 
Ye

ah
, I

 fi
ni

sh
ed

 it
 y

es
te

rd
ay

.  
M

y 
co

us
in

 is
 a

 s
ec

on
d-

ye
ar

 s
tu

de
nt

 h
er

e,
 a

nd
 s

he
 h

el
pe

d 

m
e 

w
ith

 th
e 

re
gi

st
ra

tio
n 

pr
oc

es
s.

 
A

 : 
I e

nv
y 

yo
u.

  I
 w

is
h 

I h
ad

 s
om

eo
ne

 to
 h

el
p 

m
e,

 li
ke

 y
ou

 d
id

.

 
B

 : 
D

on
’ t 

w
or

ry
.  

If
 y

ou
’ re

 s
tu

ck
 o

r 
do

n’
t u

nd
er

st
an

d 
so

m
et

hi
ng

, y
ou

 c
an

 a
sk

 m
e.

  
9

 

si
nc

e 
bo

th
 o

f u
s 

ar
e 

ne
w

 b
io

lo
gy

 s
tu

de
nt

s.

 
A

 : 
T

ha
t’ d

 b
e 

gr
ea

t. 
 T

ha
nk

s 
so

 m
uc

h!

①①
　

I t
hi

nk
 y

ou
r 

pr
oc

es
s 

is
 a

lm
os

t t
he

 s
am

e 
as

 m
in

e

②②
　

I’ l
l s

ho
w

 y
ou

 a
ro

un
d 

th
e 

ca
m

pu
s 

ne
xt

 ti
m

e

③③
　

I’ l
l b

e 
at

 th
e 

of
fic

e 
ev

er
y 

da
y 

th
is

 w
ee

k

④④
　

T
he

 w
ho

le
 p

ro
ce

ss
 h

ad
 to

 b
e 

do
ne

 b
y 

la
st

 w
ee

k

問
2

 A
 : 

W
e 

ha
ve

 s
om

e 
tim

e 
be

fo
re

 o
ur

 n
ex

t c
la

ss
.  

W
ha

t a
re

 y
ou

 g
oi

ng
 to

 d
o 

no
w

, J
am

es
?

 
B

 : 
M

ay
be

 I 
sh

ou
ld

 g
o 

to
 th

e 
lib

ra
ry

 to
 s

tu
dy

.  
I h

av
e 

a 
m

at
h 

ex
am

 n
ex

t w
ee

k.

 
A

 : 
O

h,
 b

ut
 p

ar
t o

f t
he

 li
br

ar
y 

is
 u

nd
er

 c
on

st
ru

ct
io

n.
  I

t’ s
 o

pe
n 

as
 u

su
al

, b
ut

 it
’ s

 s
o 

no
is

y 

th
at

 w
e 

w
on

’ t 
be

 a
bl

e 
to

 c
on

ce
nt

ra
te

.

 
B

 : 
I s

ee
.  

T
ha

t m
us

t b
e 

th
e 

re
as

on
 

10
 .

①①
　

I n
ee

d 
to

 g
et

 h
ig

he
r 

gr
ad

es
 o

n 
th

e 
m

at
h 

ex
am

 a
ny

w
ay

②②
　

th
e 

lib
ra

ry
 w

as
 c

lo
se

d 
w

he
n 

I p
as

se
d 

by
 th

is
 m

or
ni

ng

③③
　

th
is

 c
af

e 
is

 c
ro

w
de

d 
w

ith
 s

tu
de

nt
s 

w
or

ki
ng

 h
ar

d

④④
　

w
e 

ha
ve

 to
 w

ai
t a

 w
hi

le
 to

 r
et

ur
n 

th
e 

bo
ok

s 
w

e 
bo

rr
ow

ed

2

－
3
－
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注
　
※

 
up

lo
ad

:（
デ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
）
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
　
　
　

tr
ic

ky
: 扱
い
に
く
い
，
難
し
い

�
W
en
dy
:

If
 w

e 
sp

lit
 th

e （
　

a　
） 

re
qu

ir
ed

 p
ho

to
s 

an
d 

w
or

ds
, e

ac
h 

of
 

us
 w

ill
 b

e 
re

sp
on

si
bl

e 
fo

r 
ar

ou
nd

 1
0 

ph
ot

os
 a

nd
 2

00
 w

or
ds

.

Be
ck
y:

I’ m
 a

ll 
fo

r 
it.

  O
ur

 a
rt

 c
lu

b 
ha

s 
a 

sk
et

ch
in

g 
da

y 
tr

ip
 to

 th
e 

ri
ve

rs
id

e 
th

is
 w

ee
ke

nd
, 

so
 ⑵

le
t’ s

 n
ot

 m
is

s 
th

is
 o

pp
or

tu
ni

ty
.  

T
he

 d
ea

dl
in

e 
is

 in
 o

ne
 m

on
th

.

�
W
en
dy
:

O
K

.  
Le

t’ s
 d

is
cu

ss
 th

is
 fu

rt
he

r 
in

 th
e 

cl
ub

 r
oo

m
 to

m
or

ro
w

.

－
6
－

　
次
の
告
知
と
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
を
読
ん
で
，
下
の
問
い
（
問
1～
6）
の

 
13

 ～
 

20
 に
答
え

よ
。

3

P
H

O
TO

-S
TO

R
Y

 B
O

O
K

 C
O

N
TE

ST

Jo
in

 o
ur

 p
ho

to
-s

to
ry

 b
oo

k 
co

nt
es

t 
an

d 
le

t 
yo

ur
 i

m
ag

in
at

io
n 

sh
in

e.
  

Pi
ck

 t
he

m
es

 l
ik

e 

an
im

al
s 

or
 p

la
ce

s,
 ta

ke
 p

ho
to

s,
 a

nd
 w

ea
ve

 th
em

 in
to

 y
ou

r 
st

or
ie

s.
  J

oi
n 

th
e 

co
nt

es
t n

ow
!

R
ul

es
:

- U
se

 3
0–

50
 p

ho
to

s 
an

d 
w

ri
te

 6
00

–8
00

 w
or

ds
 fo

r 
yo

ur
 s

to
ry

.

- U
pl

oa
d※

 y
ou

r 
da

ta
 o

nl
in

e 
by

 J
un

e 
6,

 2
02

5.

�
W
en
dy
:

A
ny

 id
ea

 fo
r 

th
e 

ph
ot

o-
st

or
y 

bo
ok

 c
on

te
st

?

Be
ck
y:

D
o 

w
e 

ju
st

 m
ak

e 
a 

ph
ot

o 
al

bu
m

 w
ith

 s
ho

rt
 n

ot
es

?

�
W
en
dy
:

N
o.

  W
e 

m
us

t w
ri

te
 a

 6
00

–8
00

-w
or

d 
st

or
y.

Jo
an
:

I t
hi

nk
 it

’ s
 tr

ic
ky
※

 to
 🄐🄐

ca
pt

ur
e 

ac
tio

n 
sh

ot
s 

of
 a

ni
m

al
s.

Be
ck
y:

A
gr

ee
d.

Jo
an
:

Ju
st

 ⑴
a 

th
ou

gh
t, 

bu
t w

ha
t i

f a
 s

to
ne

 w
en

t o
n 

an
 a

dv
en

tu
re

?

�
W
en
dy
:

A
 s

to
ne

 a
s 

th
e 

he
ro

? 
 In

te
re

st
in

g,
 b

ut
 h

ow
?

Jo
an
:

Le
t’ s

 g
iv

e 
th

e 
st

on
e 

a 
pe

rs
on

al
ity

 a
nd

 c
om

e 
up

 w
ith

 th
re

e 
di

ff
er

en
t j

ou
rn

ey
s.

 

E
ac

h 
of

 u
s 

ta
ke

s 
ph

ot
os

 o
f e

ac
h 

jo
ur

ne
y 

an
d 

cr
ea

te
s 

a 
st

or
y 

ab
ou

t i
t.

－
5
－
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問
5

 下
線
部
⑴
・
⑵
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

⑴
 

17
 
①①
　
冒
険
で
き
そ
う
な
場
所
を
探
す

 
 

 
 

 
 
②②
　
石
が
旅
を
す
る
物
語
を
考
え
る

 
 

 
 

 
 
③③
　
日
帰
り
旅
行
の
計
画
を
立
て
る

 
 

 
 

 
 
④④
　
主
人
公
に
な
る
動
物
を
見
つ
け
る

⑵
　

18
 
①①
　
写
生
旅
行
で
写
真
を
撮
影
す
る

 
 

 
 

 
 
②②
　
物
語
の
大
体
の
流
れ
を
決
め
る

 
 

 
 

 
 
③③
　
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
見
せ
合
う

 
 

 
 

 
 
④④
　
美
術
部
の
部
室
で
役
割
を
決
め
る

問
6

 写
真
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
へ
応
募
す
る
作
品
に
つ
い
て
，
ウ
ェ
ン
デ
ィ
，
ベ
ッ
キ
ー
，
ジ
ョ
ア
ン
の
３

人
で
決
め
た
方
針
を
次
の
よ
う
に
表
す
と
き
，
空
欄

 （
　
ア
　
）・
（
　
イ
　
） 
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

 
 
ま
ず

 （
　
ア
　
），
そ
の
後

 （
　
イ
　
）。

ア
 

19
 
①①
　
３
人
で
一
緒
に
物
語
を
考
え
，
一
緒
に
写
真
を
撮
影
し

 
 

 
 

 
 
②②
　
３
人
で
一
緒
に
物
語
を
考
え
，
各
自
で
写
真
を
撮
影
し

 
 

 
 

 
 
③③
　
３
人
が
各
自
で
物
語
を
考
え
，
一
緒
に
写
真
を
撮
影
し

 
 

 
 

 
 
④④
　
３
人
が
各
自
で
物
語
を
考
え
，
各
自
で
写
真
を
撮
影
し

イ
 

20
 
①①
　
写
真
つ
き
の
物
語
３
話
を
，
１
冊
の
絵
本
に
ま
と
め
る

 
 

 
 

 
 
②②
　
写
真
つ
き
の
物
語
を
１
話
ず
つ
，
合
計
３
冊
作
る

 
 

 
 

 
 
③③
　
写
真
つ
き
の
物
語
３
話
の
中
か
ら
１
話
選
び
，
１
冊
作
る

 
 

 
 

 
 
④④
　
写
真
つ
き
の
物
語
３
話
の
中
か
ら
１
話
選
び
，
３
冊
作
る

－
8
－

問
1

 下
線
部
🄐🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，

マ
ー
ク
せ
よ
。

13

①①
　

ca
tc

h 
an

im
al

s 
w

ith
 o

ne
’ s

 b
ar

e 
ha

nd
s

②②
　

ge
t c

lo
se

 to
 a

ni
m

al
s 

in
 th

e 
w

ild

③③
　

ta
ke

 p
ho

to
gr

ap
hs

 o
f m

ov
in

g 
an

im
al

s

④④
　

w
ri

te
 a

n 
or

ig
in

al
 s

to
ry

 a
bo

ut
 a

ni
m

al
s

問
2

 空
欄

 （
　

a　
） 
に
入
れ
るのに最も適





当
な
語
を，次の



①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク

せ
よ
。

14

①①
　

lim
ite

d

②②
　

m
ax

im
um

③③
　

m
in

im
um

④④
　

un
lim

ite
d

問
3

 こ
の
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
の
は
い
つ
か
。
最も適


当
な
ものを，次の





①①
～
④④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

15

①①
　
５
月
６
日

 
 

 
②②
　
５
月

13
日

 
 

 
③③
　
５
月

20
日

 
 

 
④④
　
５
月

27
日

問
4

 ウ
ェ
ン
デ
ィ
が
ベ
ッ
キ
ー
と
ジ
ョ
ア
ン
に
チ
ャ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
た
と
き
，
ウ
ェ
ン
デ
ィ
が
考
え
て

い
た
こ
と
は
何
か
。
最も適


当
な
ものを，次の





①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

16

①①
　
コ
ン
テ
ス
ト
の
告
知
文
は
こ
れ
で
よ
い
か

②②
　
写
真
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
べ
き
か

③③
　
写
真
絵
本
の
テ
ー
マ
を
何
に
す
べ
き
か

④④
　
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
もの

か

－
7
－



2027 JIN-AI UNIVERSITY

21 https://www.jindai.ac.jp/

学
部
共
通  

英
語

一
般
選
抜
前
期
試
験
問
題

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
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英
語

bo
ok

 t
he

y 
do

n’
t 

en
jo

y 
or

 f
in

d 
he

lp
fu

l f
or

 t
he

m
.  

In
 f

ac
t, 

M
ill

en
ni

al
s 

re
po

rt
 t

he
y 

st
ar

t 
bu

t 
do

n’
t 

fin
is

h 
tw

ic
e 

as
 m

an
y 

bo
ok

s 
as

 B
oo

m
er

s.
  

T
hi

s 
co

ul
d 

be
 b

ec
au

se
 M

ill
en

ni
al

s 
va

lu
e 

th
ei

r 
lim

ite
d 

tim
e 

an
d 

ch
oo

se
 n

ot
 to

 s
pe

nd
 it

 o
n 

bo
ok

s 
th

ey
 d

on
’ t 

en
jo

y.
  W

hi
le

 s
om

e 
m

ay
 th

in
k 

it 
sh

ow
s 

a 
la

ck
 

of
 a

tte
nt

io
n,

 it
 r

ef
le

ct
s 

ho
w

 m
uc

h 
th

ey
 v

al
ue

 th
ei

r 
tim

e 
an

d 
en

er
gy

.

注
　
※

 
au

di
ob

oo
k:

 オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
（
書
籍
の
朗
読
を
録
音
し
た
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
）

 
 

 
 

m
ul

tit
as

k:
 同
時
に
複
数
の
こ
と
を
す
る
　
　

co
m

m
ut

e:
 通
勤
・
通
学
　
　

ch
or

e:
 毎
日
決
ま
っ
て
行
う
作
業

問
1

 下
線
部
🄐🄐
の
意
味
を
最
も
適
切
に
表
し
て
い
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，

マ
ー
ク
せ
よ
。

21

①①
　

co
nt

ra
ct

 fo
r 

de
ca

de
s

②②
　

co
ve

r 
a 

la
rg

er
 a

re
a

③③
　

m
ak

e 
m

or
e 

bo
ok

s 
di

gi
ta

l

④④
　

re
ac

h 
pe

op
le

 o
f a

ll 
ag

es

問
2

 下
線
部
⑴
に
つ
い
て
，
調
査
へ
の
参
加
人
数
が
多
い
世
代
の
順
を
表
し
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。
最

も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
表
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

22

（
多
）　

1　
　
　

2
3

　
　
　

4　
（
少
）

①①
ミ
レ
ニ
ア
ル

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

X
Z

②②
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

X
ミ
レ
ニ
ア
ル

Z
③③

Z
ミ
レ
ニ
ア
ル

X
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

④④
X

Z
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

ミ
レ
ニ
ア
ル

問
3

 下
線
部
⑵
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
も
の

を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
二
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。
た
だ
し
，
解
答
は
番
号
の
小
さ
い
順
に

マ
ー
ク
せ
よ
。

23
・

24

①①
　
本
は
印
刷
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②②
　
本
は
印
刷
物
の
他
に
デ
ジ
タ
ル
形
式
も
含
む
。

③③
　
本
は
読
み
終
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④④
　
本
は
必
ず
し
も
読
み
終
え
て
い
な
く
て
も
よ
い
。

－
10
－

　
次
の
米
国
に
お
け
る
読
書
習
慣
の
傾
向
に
関
す
る
資
料
を
読
ん
で
，
下
の
問
い
（
問
1～
4）
の

 
21

 

～
 

25
 に
答
え
よ
。

（
出
典

: W
or
ds
R
at
ed
）

⑴
A

bo
ut

 2
,0

00
 A

m
er

ic
an

 a
du

lts
 w

er
e 

as
ke

d 
ab

ou
t t

he
 n

um
be

r 
of

 b
oo

ks
 th

ey
 r

ea
d 

in
 2

02
1.

  T
he

 

su
rv

ey
 h

ad
 ⑵

sp
ec

ifi
c 

re
qu

ir
em

en
ts

 f
or

 w
ha

t 
w

as
 r

ea
d:

 t
he

 b
oo

k 
ha

d 
to

 b
e 

ei
th

er
 i

n 
pr

in
t 

or
 

di
gi

ta
l f

or
m

at
, a

nd
 it

 a
ls

o 
ha

d 
to

 b
e 

fin
is

he
d.

  T
ho

se
 s

ur
ve

ye
d 

in
cl

ud
ed

 r
ou

gh
ly

 3
0%

 o
f t

ho
se

 in
 

th
e 

B
ab

y 
B

oo
m

er
 g

en
er

at
io

n 
(b

or
n 

be
tw

ee
n 

19
46

 a
nd

 1
96

4)
, 

25
% 

of
 t

ho
se

 c
on

si
de

re
d 

G
en

er
at

io
n 

X
 (

bo
rn

 b
et

w
ee

n 
19

65
 a

nd
 1

98
0)

, 3
4%

 o
f 

th
e 

M
ill

en
ni

al
 g

en
er

at
io

n 
(b

or
n 

be
tw

ee
n 

19
81

 a
nd

 1
99

6)
, a

nd
 1

1%
 o

f 
th

os
e 

co
ns

id
er

ed
 G

en
er

at
io

n 
Z 

(b
or

n 
be

tw
ee

n 
19

97
 a

nd
 t

he
 e

ar
ly

 

20
10

s)
.

T
he

 r
es

ul
ts

 in
di

ca
te

 th
at

 o
ld

er
 g

en
er

at
io

ns
 r

ea
d 

m
or

e 
th

an
 y

ou
ng

er
 o

ne
s.

  B
oo

m
er

s 
re

ad
 th

e 

m
os

t p
er

ha
ps

 b
ec

au
se

 th
ey

 h
av

e 
m

or
e 

tim
e 

fo
r 

re
ad

in
g,

 p
ar

tic
ul

ar
ly

 a
fte

r 
re

tir
em

en
t. 

 H
ow

ev
er

, 

on
e 

th
in

g 
th

at
 s

ho
ul

d 
be

 n
ot

ed
 i

s 
th

at
 t

he
 s

ur
ve

y 
do

es
 n

ot
 c

ou
nt

 a
ud

io
bo

ok
s※

. 
 Y

ou
ng

er
 

ge
ne

ra
tio

ns
 o

fte
n 

ch
oo

se
 a

ud
io

bo
ok

s 
w

hi
le

 m
ul

tit
as

ki
ng
※

 d
ur

in
g 

co
m

m
ut

es
※

 o
r 

ch
or

es
※

 d
ue

 to
 

th
ei

r 
bu

sy
 s

ch
ed

ul
es

, b
ut

 th
is

 tr
en

d 
is

 n
ot

 r
ef

le
ct

ed
 in

 th
e 

re
su

lts
. 

N
ev

er
th

el
es

s,
 th

e 
po

pu
la

ri
ty

 o
f a

ud
io

bo
ok

s 
is

 li
ke

ly
 to

 🄐🄐
sp

re
ad

 b
ey

on
d 

ge
ne

ra
tio

ns
.  

A
 s

ur
ve

y 

in
 J

ap
an

 in
 2

02
2 

fo
un

d 
th

at
 th

e 
nu

m
be

r 
of

 u
se

rs
 o

ve
r 

55
 y

ea
rs

 o
ld

 o
n 

on
e 

au
di

ob
oo

k 
si

te
 m

or
e 

th
an

 d
ou

bl
ed

 f
ro

m
 t

he
 p

re
vi

ou
s 

ye
ar

, 
su

gg
es

tin
g 

a 
gr

ow
in

g 
ne

ed
 f

or
 e

ye
-le

ss
 r

ea
di

ng
.  

M
or

e 

ol
de

r 
ge

ne
ra

tio
ns

 in
 th

e 
U

.S
. m

ay
 a

ls
o 

sw
itc

h 
to

 a
ud

io
bo

ok
s 

in
 th

e 
fu

tu
re

. 

T
he

 s
ur

ve
y 

in
 2

02
1 

al
so

 f
ou

nd
 t

ha
t 

yo
un

ge
r 

ge
ne

ra
tio

ns
 a

re
 m

or
e 

lik
el

y 
to

 s
to

p 
re

ad
in

g 
a 

4

Ag
e-

gr
ou

p 
di

ffe
re

nc
e 

in
 n

um
be

r o
f b

oo
ks

 re
ad

0.
00

%

20
.0

0%

40
.0

0%

60
.0

0%

G
en

 Z
M

ill
en

ni
al

s
G

en
 X

Ba
by

 B
oo

m
er

s

■
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+  
Bo

ok
s 

   
  ■

4-
10

 B
oo

ks
   

   
■

1-
3 

Bo
ok

s
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.0

8%

16
.0

4%

8.
49

%

14
.2

5%

20
.0

3%

9.
31

%
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.1

1%

21
.7

3%

16
.8

1%
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.8

5%

20
.7

4%

25
.1

9%
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入 試 問 題 （ 学 部 共 通 ）

22

学
部
共
通  

英
語

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

英
語

問
4

 本
文
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
，
若
い
世
代
の
読
書
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う

ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

25

①①
　
同
じ
本
を
印
刷
物
と
電
子
書
籍
の
両
方
で
入
手
し
，
効
率
的
に
読
み
進
め
る
。

②②
　
限
ら
れ
た
時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
，
読
書
以
外
の
趣
味
も
並
行
し
て
楽
し
む
。

③③
　
つ
ま
ら
な
い
本
に
は
見
切
り
を
つ
け
，
読
む
の
を
や
め
る
こ
と
が
多
い
。

④④
　
利
用
者
が
前
年
の
２
倍
以
上
に
増
え
た
，
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
サ
イ
ト
が
あ
る
。

－
11
－

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
、
W
eb
上
で
は
問
題
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

冊
子
版
で
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

資
料
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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学
部
共
通  

英
語

一
般
選
抜
前
期
試
験
問
題

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

英
語

問
1

 下
線
部
🄐🄐
🄐
🄐🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
， 

マ
ー
ク
せ
よ
。

🄐🄐
 

26
 
①①
　

ev
er

yd
ay

 ta
sk

 
 

 
②②
　

gr
ea

t e
nt

hu
si

as
m

 　
　

   
  

 
 

 
 

 
 
③③
　

pr
im

ar
y 

co
nc

er
n 

 
④④
　

fa
vo

ri
te

 s
po

rt
 

🄑🄑
 

27
 
①①
　

st
ar

t 
 

 
 
②②
　

pl
an

   
  

 
 

 
 

 
 
③③
　

co
ns

id
er

  
 
④④
　

ch
an

ge
 

問
2

 空
欄

 （
　

a　
）・
（
　

b　
） 
に
入
れ
るのに


最
も
適
当
な
語
句
を，次の



①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ

ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

⒜
 

28
 
①①
　

 F
or

 th
e 

fir
st

 ti
m

e 
 

 
②②

 　
Fr

om
 fi

rs
t t

o 
la

st
　

 
 

 
 

 
 
③③
　

 F
ir

st
 o

f a
ll 

  
 

 
 

 
④④
　

 A
t f

ir
st

⒝
 

29
 
①①
　

A
ga

in
st

 m
y 

w
ill

  
 

 
②②

 　
B

y 
go

od
 lu

ck
  

 
 

 
 

 
 
③③
　

In
 th

e 
en

d 
 

 
 

 
 
④④

 　
To

 m
y 

su
rp

ri
se

問
3

 本
文
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
なものを，次の






①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

30

①①
　

T
he

 a
ut

ho
r 

w
as

n’
t s

ur
e 

if 
he

 c
ou

ld
 s

uc
ce

ed
 in

 th
e 

w
or

ld
 o

f m
ar

ke
tin

g.

②②
　

T
he

 a
ut

ho
r 

is
 je

al
ou

s 
of

 o
ne

 o
f h

is
 h

oc
ke

y 
te

am
m

at
es

 fo
r 

ha
vi

ng
 b

ec
om

e 
a 

pr
of

es
si

on
al

 

pl
ay

er
.

③③
　

T
he

 a
ut

ho
r 

w
as

 w
ai

tin
g 

fo
r 

a 
ca

ll 
fr

om
 th

e 
ot

he
r 

ho
ck

ey
 te

am
 b

ut
 d

id
n’

t r
ec

ei
ve

 it
.

④④
　

T
he

 a
ut

ho
r 

so
m

et
im

es
 t

hi
nk

s 
ba

ck
 t

o 
hi

s 
ca

re
er

 d
ec

is
io

n,
 b

ut
 h

e 
is

 s
at

is
fie

d 
w

ith
 h

is
 

pr
es

en
t l

ife
.

－
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入 試 問 題 （ 学 部 共 通 ）

24

学
部
共
通  

国
語

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

国
語

動 く こ と が 、 我 々 の 無 意 識 の 予 測 を 裏 切 り 続 け な が ら も 、
ウ
変 幻 自 在 な こ の 名 交 響 曲 に 統 一 感 を 与 え て い る 。

　 さ ら に 述 べ れ ば 、 こ れ ら の 例 は 、 Ｘ 、 と い う こ と も 示 唆 し て い る 。 あ る 意 味 で は 、 日

常 的 で あ っ た り 、 シ ン プ ル な 繰 り 返 し と い う 我 々 が 予 測 し や す い 範 囲 の 上 で の 「 ゆ ら ぎ 」 が 積 み 重 ね ら れ て い る こ と も 鍵 で あ る よ

う に 感 じ る 。 あ ま り に も 突 飛 な 変 化 は 違 和 感 や 疲 れ を 感 じ さ せ る し 、 予 測 に 近 す ぎ る 範 囲 の 変 化 は 吸 収 さ れ て し ま う 。 予 測 と ゆ ら

ぎ の バ ラ ン ス の と り 方 が 、 印 象 や 感 動 に は 重 要 で あ る よ う だ 。 そ し て 、 予 測 の 範 囲 は 個 に お い て も 集 団 に お い て も 変 化 を 続 け て い

る 。 斬 新 と 思 わ れ た １ ９ ６ ０ 年 代 の ロ ッ ク も 、 今 と な っ て は 古 典 で あ る 。 ピ カ ソ や ブ ラ ッ ク の キ ュ ビ ス ム の 絵 画 も 、 初 め て 見 る 人

に は 不 可 解 で あ っ て も 、 見 慣 れ て く れ ば 感 覚 や 予 測 の 範 囲 に 取 り 込 ま れ て い く 。 多 く の 場 合 、 さ ま ざ ま な 分 野 の 作 品 は こ の 予 測 の

範 囲 の 取 り 込 み に よ っ て 埋 も れ て い く が 、 そ れ で も 生 き 残 る も の が 、 「 名 作 」 と し て 、 そ れ ぞ れ の 時 代 と 文 化 を 代 表 す る も の と

な っ て い る よ う に 思 う 。

　 感 動 や 印 象 の 話 と も 関 係 す る が 、 「 知 性 」 も 予 測 と ゆ ら ぎ の バ ラ ン ス と 密 接 な 関 係 を 持 っ て い る と い う の が 筆 者 の 考 え で あ る 。

「 知 」 を ど の よ う に
ｃ
て い ギ す る か 、 と ら え る か 、 そ し て 構 成 す る か は 難 題 で あ り 、 筆 者 の 力 量 を 超 え る が 、 近 年 の 人 工 知 能 技 術 の

発 展 と 展 開 に よ っ て 、 一 般 社 会 で も 関 心 を 呼 ん で い る 。 歴 史 的 に も さ ま ざ ま な 角 度 か ら 議 論 が さ れ て い る 課 題 で も あ る 。

　 例 え ば 、 大 き さ や 重 さ の よ う に 、 「 知 能 」 を 個 の 属 性 と 考 え る の は 一 般 的 で あ る 。 で は 、 そ の 個 に 「 知 能 」 が あ る か ど う か を 判

断 す る に は ど う し た ら よ い か 。 コ ン ピ ュ ー タ の 基 礎 を 作 っ た 一 人 の ア ラ ン ・ チ ュ ー リ ン グ は 、 こ の 問 題 を 判 別 す る た め 、 あ る テ ス

ト を 考 案 し た 。 こ こ で は 、 テ ス ト を 行 う 人 が ２ つ の コ ン ピ ュ ー タ デ ィ ス プ レ イ の 前 に い て 、 ど の よ う な 質 問 で も で き る と す る 。

Ａ 、 こ の 人 か ら は 見 え な い よ う に ス ク リ ー ン で 隠 さ れ て い る が 、 ひ と つ の デ ィ ス プ レ イ の 後 ろ に は 、 コ ン ピ ュ ー タ が あ り 、 も

う ひ と つ の 後 ろ に は 人 間 が い る と す る 。 問 い に 対 す る 答 え か ら 、 テ ス ト を 行 っ て い る 質 問 者 に 、 後 ろ に い る ど ち ら が コ ン ピ ュ ー タ

で ど ち ら が 人 で あ る か が 判 別 で き な け れ ば 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ に は 知 能 が あ る と 判 断 す る の で あ る 。 こ の テ ス ト は 「 チ ュ ー リ ン

グ ・ テ ス ト 」 と し て 知 ら れ て い る 。 テ ス ト に 対 し て は 、 い ろ い ろ な 意 見 や 反 論 が あ る 。 Ｂ 、 哲 学 者 の ジ ョ ン ・ サ ー ル は 言 語 の

翻 訳 の 事 例 を あ げ て 、 理 解 を し て い な く て も 記 号 処 理 を す る こ と で 、 こ の チ ュ ー リ ン グ ・ テ ス ト に 合 格 す る こ と が で き て し ま う と

批 判 し て い る 。

　 こ う し た 個 の 属 性 と し て 知 能 を 議 論 す る 方 向 と は 異 な り 、 「 知 」 を よ り 相 対 的 な も の と し て 捉 え ら れ な い か と す る の が 筆 者 の 視

－
2
－

国 語

次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ９ ） に 答 え よ 。

　 予 測 は 、 我 々 の 感 動 や 印 象 に も 密 接 に 関 わ っ て い る 。 「 ホ ラ ホ ラ 、 こ れ が 僕 の 骨 だ 、 」 と い う 一 行 だ け で 、 通 常 の 言 葉 を 使 い な が

ら も 、 会 話 に は な い 斬 新 さ を 感 じ さ せ る 。 こ の 斬 新 さ と は 、 こ の よ う な 言 い 回 し は 予 測 で き な か っ た と い う こ と と 表 裏 の 関 係 に あ

る 。 そ し て 、 先 の 一 節 が 日 本 を 代 表 す る 詩 人 、
⑴
中 原 中

ち ゅ う

也
や

の 詩 「 骨 」 の 冒 頭 に あ る と い う こ と は 、 詩 を 読 ま な い 人 で も
ア
腑

ふ

に 落 ち

る の で は な い だ ろ う か 。 よ り 広 く 知 ら れ て い る 宮 沢 賢 治 の 詩 「 雨 ニ モ マ ケ ズ 」 で は 、 周 り か ら 褒 め ら れ る こ と も 苦 に さ れ る こ と も

な い 「 木
で

偶
く

の 坊 」 の 様 子 が 綴
つ づ

ら れ て い る 。 そ し て 、 詩 の 最 後 近 く に あ る

サ ウ イ フ モ ノ ニ

ワ タ シ ハ ナ リ タ イ

が 、 多 く の 人 の 予 測 を 超 え て 感 動 に つ な が っ て い な い だ ろ う か 。 さ ま ざ ま な 効 率 化 が 求 め ら れ 、 製 造 系 職 業 よ り コ ン サ ル タ ン ト 系

職 業 が も て は や さ れ る 現 在 の 日 本 社 会 で も 、 あ る 意 味 で 真 逆 の 存 在 で あ る 「 木 偶 の 坊 」 へ の 無 意 識 的 か も し れ な い
イ
憧 憬 が 、 こ の

詩 が 広 く 愛 さ れ る 下 敷 き に な っ て い る よ う に 感 じ る 。

　 予 測 は 意 識 的 で あ る と は 限 ら な い し 、 そ れ は 感 動 と の 関 連 で も そ の よ う に 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 こ れ も 広 く 愛 さ れ て い る
⑵
ベ ー

ト ー ベ ン の 代 表 作 「 運 命 」 で あ る 。 冒 頭 の 「 ダ ダ ダ ・ ダ ー ン 」 は 、 こ の 表 記 だ け で そ の 音 楽 を 思 い 浮 か べ ら れ る で あ ろ う 。 こ の 強

烈 な モ チ ー フ は 、 し か し 冒 頭 や 第 １ 楽 章 の 調 べ だ け で は な い 。 第 ３ 楽 章 の は じ め の 方 も
ａ
ケ ン ち ょ で あ る が 、 注 意 深 く 聞 い て も ら

う と 、 テ ン ポ や 強 弱 、 そ し て
ｂ
お ん テ イ を 変 え な が ら 、 交 響 曲 全 体 を 通 じ て 使 わ れ て い る 。 楽 曲 分 析 の 解 説 な ど に も 、 こ こ ま で 同

じ モ チ ー フ を 繰 り 返 し 使 っ て い る こ と が 、 こ の 作 品 の 特 徴 で あ る と 述 べ ら れ て い る 。 そ し て そ の モ チ ー フ が 少 し ず つ ゆ ら ぎ な が ら

1

－
1
－
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問 １ 　 二 重 傍 線 部 ａ ～ ｄ の カ タ カ ナ の 部 分 を 漢 字 に 直 し た と き 、 そ の 漢 字 と 同 じ 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か

ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は １ ～ ４ 。

ａ 　 ケ ン ち ょ １

①① 　 子 ど も た ち が ケ ン ぜ ん に 育 つ 。

②② 　 食 費 を ケ ン や く し て 貯 金 す る 。

③③ 　 ケ ン び き ょ う で 微 生 物 を 観 察 す る 。

④④ 　 会 話 で ケ ン じ ょ う 語 を 使 う 。

ｂ 　 お ん テ イ ２

①① 　 あ る テ イ ど の 余 裕 を も つ 。

②② 　 重 要 な 問 題 を テ イ き す る 。

③③ 　 テ イ り ゅ う じ ょ で バ ス を 待 つ 。

④④ 　 講 和 条 約 を テ イ け つ す る 。

ｃ 　 て い ギ ３

①① 　 社 会 人 と し て の ギ む を 果 た す 。

②② 　 も ギ テ ス ト を 受 け る 。

③③ 　 ギ し ょ う 罪 で 告 発 さ れ る 。

④④ 　 三 角 じ ょ う ギ を 使 用 す る 。

ｄ 　 か い シ ャ ク ４

①① 　 し ゅ く シ ャ ク し て コ ピ ー す る 。

②② 　 じ シ ャ ク で 鉄 を 引 き つ け る 。

③③ 　 貴 族 が シ ャ ク い を 授 け ら れ る 。

④④ 　 軽 い え シ ャ ク を し て 席 に 座 る 。

－
4
－

点 で あ る 。 つ ま り 、 知 能 を 他 者 や 環 境 と の 相 互 作 用 と し て 考 察 す る 立 場 で あ る 。 少 な く と も 、 我 々 が 人 、 動 物 、 昆 虫 、 ロ ボ ッ ト な

ど の 観 察 対 象 に 「 知 」 を 感 じ る か ど う か に お い て は 、 意 識 的 で あ れ 、 無 意 識 的 で あ れ 、 こ の 相 対 的 な 視 点 に 立 っ て い る と 感 じ る 。

例 え ば 、 川 の な か で 、 あ る 動 き を し て い る 物 体 が あ る と す る 。 そ の 動 き だ け で は 、 そ れ が 生 物 か 水 流 に 漂 う 木 片 か は わ か ら な い 。

Ｃ 、 よ く 見 る と 、 そ の 物 体 の 前 に は 別 の 小 さ な 魚 が い て 、 こ の 物 体 は そ れ を 追 跡 し て い る の だ と 推 測 さ れ た 。 こ の 相 互 作 用 を

見 た こ と で 、 我 々 は 、 こ の 物 体 が 追 跡 す る た め に 情 報 処 理 を す る 知 的 能 力 の 可 能 性 を 感 じ る だ ろ う 。 イ ル カ の 知 能 に つ い て も よ く

取 り 上 げ ら れ る が 、 Ｙ に お い て の こ と で あ る 。 あ る 状 況 で の イ ル カ の 鳴 き 声 を 録 音 し て

ス ピ ー カ ー か ら 流 す シ ス テ ム を 作 っ て ロ ボ ッ ト に 搭 載 し て も 、 そ れ が 実 際 に 使 わ れ る 場 面 で 他 の イ ル カ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に

役 立 っ て い な い よ う で あ れ ば 、 そ の シ ス テ ム に 知 能 が あ る と は 、 我 々 は 感 じ な い だ ろ う 。

　 Ｄ 、 知 能 を 相 対 的 に 捉 え る と い う こ と は 、 個 の 属 性 の 部 分 を 無 視 す る わ け で は な い が 、 環 境 や 他 者 と の 関 係 性 に お い て 考 え

る と い う こ と で あ る 。 こ の 視 点 を と る と 、 予 測 も 特 に 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と に な る 。 我 々 が 知 能 を 測 ろ う と す る 対 象 に 対 し て は 、

無 意 識 的 で あ る か も し れ な い が 、 さ ま ざ ま な 予 測 を し て い る 。 昆 虫 を 見 れ ば 、 そ れ ま で の 知 見 か ら 飛 ぶ こ と が で き る か も し れ な い

と は 予 測 す る が 、 言 語 を 話 す と は 予 測 し な い 。 そ の 昆 虫 に 手 を か ざ し た 時 に 、 激 し く 動 き 出 せ ば 、 我 々 は 「 逃 げ る 」 と い う 行 為 と�

ｄ
か い シ ャ ク し 、 さ ら に 踏 み 込 ん で 昆 虫 も 「 恐 怖 心 」 を 持 つ の か も し れ な い と 連 想 す る 。 予 測 し た よ り も 捕 ま え る の が 難 し け れ ば 、

そ こ に は よ り 「 知 」 を 感 じ る だ ろ う 。 し か し 、
⑶
い き な り 日 本 語 を 話 し 始 め た と し た ら 、 「 知 」 を 感 じ る と い う よ り は 、 何 か 別 の 仕

掛 け や 超 自 然 現 象 の 結 果 で あ る か 、 夢 を 見 て い る の だ と 疑 う だ ろ う 。

（ 大 平 徹 『 予 測 学 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 及 び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

－
3
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問 ４ 　 傍 線 部 ⑴ 「 中 原 中 也 の 詩 『 骨 』 」 と あ る が 、 筆 者 は 、 中 原 中 也 の 「 骨 」 や 宮 沢 賢 治 の 「 雨 ニ モ マ ケ ズ 」 が 人 々 に 強 い 印 象 や

感 動 を 与 え る の は な ぜ だ と 考 え て い る か 。 そ の 理 由 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク

せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は ９ 。

①① 　 二 つ の 詩 は 、 何 を 言 っ て い る の か が 誰 で も す ぐ に 理 解 で き る よ う な 簡 単 な 言 葉 で 書 か れ て い る た め 、 ふ だ ん は 詩 を 読 ま

な い 人 で も さ ま ざ ま な 予 測 が で き る と と も に 、 そ う し た 予 測 を 裏 切 る よ う な 内 容 に な っ て い る か ら 。

②② 　 二 つ の 詩 は 、 人 の 死 と 関 わ る 「 骨 」 や 、 周 り か ら 褒 め ら れ る こ と も 苦 に さ れ る こ と も な い よ う な 「 木 偶 の 坊 」 の よ う に 、

日 常 の 会 話 で は ほ と ん ど 触 れ ら れ な い 斬 新 な も の を 詩 の 題 材 と し て 取 り 上 げ て い る か ら 。

③③ 　 二 つ の 詩 は 、 通 常 の 言 葉 を 使 っ て 通 常 の 会 話 に は な い よ う な 言 い 回 し を し た り 、 ふ つ う は な り た い と 思 わ な い よ う な 存

在 に な り た い な ど と 言 っ た り し て い る よ う に 、 人 々 の 予 測 を 超 え る よ う な も の と な っ て い る か ら 。

④④ 　 二 つ の 詩 は 、 世 の 中 の 人 々 が 日 常 会 話 で 使 っ て い る よ う な あ り ふ れ た 言 葉 で 書 か れ て い る た め 、 そ れ を 読 ん だ 人 は 知 ら

ず 知 ら ず の う ち に 親 近 感 を 抱 き 、 そ の 内 容 に 共 感 し て し ま う よ う な 形 に な っ て い る か ら 。

－
6
－

問 ２ 　 二 重 傍 線 部 ア ～ ウ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は ５ ～ ７ 。

ア 　 腑 に 落 ち る ５

①① 　 驚 く

②② 　 思 い 出 す

③③ 　 納 得 で き る

④④ 　 意 外 に 思 う

イ 　 憧 憬 ６

①① 　 思 い 出

②② 　 同 情

③③ 　 あ こ が れ

④④ 　 恥 ず か し さ

ウ 　 変 幻 自 在 ７

①① 　 一 風 変 わ っ て い る

②② 　 変 わ り ば え の し な い

③③ 　 と て も 個 性 的 な

④④ 　 さ ま ざ ま に 変 化 す る

問 ３ 　 Ａ ～ Ｄ に 入 る 言 葉 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は ８ 。

①① 　 Ａ 　 す な わ ち� � Ｂ 　 ま た� � � Ｃ 　 し か し� � Ｄ 　 つ ま り

②② 　 Ａ 　 そ し て� � � Ｂ 　 ま た� � � Ｃ 　 さ ら に� � Ｄ 　 む し ろ

③③ 　 Ａ 　 す な わ ち� � Ｂ 　 例 え ば� � Ｃ 　 さ ら に� � Ｄ 　 む し ろ

④④ 　 Ａ 　 そ し て� � � Ｂ 　 例 え ば� � Ｃ 　 し か し� � Ｄ 　 つ ま り

－
5
－
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問 ７ 　 Ｙ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 12 。

①① 　 そ れ は イ ル カ が 何 ら か の 信 号 や 鳴 き 声 を 発 し て い れ ば 、 他 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 っ て い る こ と に な る と い う 考 え

方
②② 　 そ れ は イ ル カ が 発 す る 信 号 や 鳴 き 声 そ の も の で は な く 、 そ れ に よ り 他 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 っ て い る 可 能 性 が 高

い と い う 事 実

③③ 　 そ れ は イ ル カ が 発 す る 信 号 や 鳴 き 声 が 特 殊 な こ と か ら 、 イ ル カ は 他 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 っ て い る か も し れ な い

と い う 推 測

④④ 　 そ れ は イ ル カ が 信 号 や 鳴 き 声 を 発 し て い な く て も 、 何 ら か の 方 法 で 他 者 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 っ て い る は ず だ と い

う 思 い 込 み

－
8
－

問 ５ 　 傍 線 部 ⑵ 「 ベ ー ト ー ベ ン の 代 表 作 『 運 命 』 」 と あ る が 、 こ の 作 品 に は ど の よ う な 特 徴 が あ る の か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ

わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 10 。

①① 　 一 つ の 強 烈 な モ チ ー フ が 全 く 変 わ る こ と な く 作 品 全 体 で 繰 り 返 さ れ 、 そ れ を 聞 く 人 は 何 度 も 予 測 を 裏 切 ら れ 続 け る よ う

な 構 造 に な っ て い る 。

②② 　 同 じ モ チ ー フ を 基 調 と し て 予 測 し や す い 範 囲 の 上 で の 「 ゆ ら ぎ 」 が 作 品 全 体 で 繰 り 返 さ れ 、 そ れ を 聞 く 人 の 無 意 識 の 予

測 が 裏 切 ら れ 続 け る よ う な 構 造 に な っ て い る 。

③③ 　 人 々 の 予 測 を 超 え る 大 き な 「 ゆ ら ぎ 」 が 繰 り 返 さ れ る が 、 そ れ を 聞 く 人 は 自 分 の 予 測 が 裏 切 ら れ 続 け て い る に も か か わ

ら ず そ の こ と に 気 づ か な い 構 造 に な っ て い る 。

④④ 　 冒 頭 か ら さ ま ざ ま な 「 ゆ ら ぎ 」 が 繰 り 返 さ れ る が 、 初 め て 聞 く 人 に は 不 可 解 で あ っ て も 、 聞 き 慣 れ て く れ ば 予 測 の 範 囲

に 取 り 込 ま れ て い く よ う な 構 造 に な っ て い る 。

問 ６ 　 Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 11 。

①① 　 予 測 を 単 に 裏 切 れ ば 、 感 動 や 強 い 印 象 に つ な が る か と い え ば そ う で も な い

②② 　 予 測 は 人 に よ っ て 異 な る た め 、 感 動 や 強 い 印 象 を 共 有 す る こ と は で き な い

③③ 　 予 測 は 一 瞬 で は な く 裏 切 り 続 け な け れ ば 強 い 感 動 や 印 象 に は つ な が ら な い

④④ 　 予 測 を 裏 切 れ ば 裏 切 る ほ ど 、 多 く の 人 に 強 い 感 動 や 印 象 を 与 え や す く な る

－
7
－
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問 ９ 　 こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 14 。

①① 　 あ る 観 察 対 象 に 「 知 能 」 が あ る か ど う か と い っ た こ と は 、 ふ つ う チ ュ ー リ ン グ ・ テ ス ト の よ う な 方 法 で 判 断 し て い る が 、

個 の 属 性 の 部 分 を 無 視 し た そ う し た 方 法 に は 多 く の 問 題 点 が あ る た め 、 そ う し た 方 法 で は な く 相 対 的 な 視 点 、 す な わ ち 環

境 や 他 者 と の 関 係 性 か ら 「 知 能 」 に つ い て 考 え て い く べ き で あ る 。

②② 　 人 間 以 外 の 動 物 や 昆 虫 、 ロ ボ ッ ト な ど に 「 知 能 」 が あ る か ど う か を 判 断 す る と き 、 人 間 は 無 意 識 の う ち に 予 測 を し て し

ま う が 、 そ う し た 予 測 は 裏 切 ら れ て し ま う こ と が 多 い た め 、 「 知 能 」 の 有 無 を 判 断 し よ う と す る と き に は 、 対 象 と な る も

の を よ く 観 察 し 相 対 的 な 視 点 か ら 考 え る こ と が 大 切 で あ る 。

③③ 　 一 般 的 に あ る 観 察 対 象 が 持 っ て い る 「 知 能 」 と い う も の は 大 き さ や 重 さ な ど と 同 じ よ う な 個 の 属 性 の 一 つ だ と 考 え ら れ

て い る が 、 「 知 能 」 が あ る か ど う か を 判 断 す る と き に は 、 そ う し た こ と だ け で は な く 、 そ の 対 象 が 行 動 す る と き に 何 ら か

の 推 測 を し て い る か ど う か と い っ た こ と を 考 慮 す る こ と が 必 要 で あ る 。

④④ 　 あ る 観 察 対 象 に 「 知 能 」 が あ る か ど う か を 判 断 す る と き に は 個 の 属 性 で 判 断 す る の が 一 般 的 で あ る が 、 「 知 能 」 の 有 無

は そ う し た 属 性 が あ る か ど う か な ど と い っ た こ と と は 別 に 、 そ れ ら が 周 囲 の 環 境 や 他 者 と ど の よ う に 関 わ っ て い る の か と

い っ た 相 対 的 な 視 点 か ら 考 え て み る と い っ た 方 法 も 有 効 だ と 思 わ れ る 。

－
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－

問 ８ 　 傍 線 部 ⑶ 「 い き な り 日 本 語 を 話 し 始 め た と し た ら 、 『 知 』 を 感 じ る と い う よ り は 、 何 か 別 の 仕 掛 け や 超 自 然 現 象 の 結 果 で あ

る か 、 夢 を 見 て い る の だ と 疑 う だ ろ う 」 と あ る が 、 こ の よ う な こ と か ら 人 間 の 「 知 」 の 感 じ 方 に つ い て ど の よ う な こ と が わ か

る か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 13 。

①① 　 人 間 は あ る 対 象 の 知 能 を 測 ろ う と す る と き に さ ま ざ ま な 予 測 を す る が 、 そ う し た 予 測 に は そ れ ま で の 知 見 な ど に 基 づ く

範 囲 と い う も の が あ る と い う こ と 。

②② 　 人 間 は 、 昆 虫 が い き な り 話 し 始 め る な ど と い っ た よ う に 自 分 の 予 測 が 大 き く 裏 切 ら れ る と 、 人 間 以 外 の 「 知 」 を 無 意 識

的 に 否 定 し よ う と し て し ま う と い う こ と 。

③③ 　 人 間 は そ れ ま で の 知 見 に 基 づ い て 推 測 し 「 知 」 を 感 じ て い る が 、 あ る 行 為 に つ い て ど の よ う に 感 じ る か は 人 に よ っ て そ

れ ぞ れ 異 な っ て い る と い う こ と 。

④④ 　 人 間 は 、 「 知 」 と い う も の は 人 間 固 有 の も の で あ っ て 、 動 物 や 昆 虫 、 ロ ボ ッ ト な ど が 「 知 」 を 持 つ こ と は で き な い と 考

え て い る と い う こ と 。

－
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は 黙 想 と な り 祈
き

禱
と う

と な る 。 小 鳥 た ち は 時 に 頭 上 を 舞 い 、 肩 に と ま り 、 ま た 一 段 と 高 ら か な さ え ず り を 聞 か せ な が ら 、 小 父 さ ん に 祝

福 を 与 え る 。

　 職 員 室 に 残 る 先 生 た ち は 自 分 の 仕 事 に 手 一 杯 で 、 小 父 さ ん の 姿 を 認 め て も ほ と ん ど 気 に 留 め な い 。 「 あ っ 、 あ の 人 、 ま た 来 て る 」

と さ え 思 わ な い 。 鳥 小 屋 に 小 鳥 が い る の と 同 じ く ら い 当 た り 前 の 風 景 と し て 、 小 父 さ ん を 眺 め て い る 。

　 そ れ で も 園 長 先 生 だ け は 作 業 が 終 わ る 頃 を 見 計 ら い 、 ジ ャ ン グ ル ジ ム と ブ ラ ン コ の 間 を 通 り 、 鳥 小 屋 へ 近 づ い て 二 言 三 言 、 声 を

掛 け て き た 。

「 い つ も 、 あ り が と う ご ざ い ま す 」

　 白 髪 を 綺
き

麗
れ い

に セ ッ ト し 、 品 よ く お
ｂ
け シ ョ ウ を し 、 ぽ っ て り と し た 体 を 柔 ら か い 生 地 の ワ ン ピ ー ス で 包 ん だ 園 長 先 生 は 、 彼 が 鳥

小 屋 の 世 話 を 申 し 出 た 最 初 の 時 か ら ず っ と 変 わ ら ず 、 Ⅱ で あ っ た 。

「 い え 、 ま あ … … 」

　 そ れ に 引 き 換 え 彼 は 、 元 来 の 性 質 か ら ど う し て も 愛 想 よ く 世 間 話 を す る と い う こ と が で き ず 、 つ い 作 業 の 残 り に 手 間 取 っ て い る

振 り を し て 、 口 ご も っ て し ま う の だ っ た 。

「 昨 日 、 サ ザ ナ ミ の 一 羽 が 止 ま り 木 で 随 分 体 を 膨 ら ま せ て い た ん で す よ 」

「 今 日 は 、 皆 変 わ り な い よ う で す 」

「 そ れ は 良 か っ た わ 」

「 は い 」

「 来 週 あ た り 、 寒 波 が 来 る っ て テ レ ビ で 言 っ て ま し た ね 」

「 そ う で す か 」

「 保 温 ヒ ー タ ー 、 い つ 頃 か ら 入 れ て や っ た 方 が い い か し ら 」

「 様 子 を 見 て 、 私 が セ ッ ト し に 参 り ま す 」

「 そ う し て 下 さ れ ば 安 心 」

　
⑵
二 人 は 小 鳥 の 話 し か し な か っ た 。

－
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ７ ） に 答 え よ 。

　 小 鳥 の 小
お

父
じ

さ ん が そ う 呼 ば れ る よ う に な っ た の は 、 鳥 籠 の メ ジ ロ と は 関 係 の な い い き さ つ か ら だ っ た 。 メ ジ ロ を 飼 う よ う に な る

ず っ と 以 前 、 彼 は 近 所 の 幼 稚 園 の 小 鳥 た ち を 、 二 十 年 近 く に 亘
わ た

っ て 世 話 し て い た 時 期 が あ っ た 。
⑴
誰 に 頼 ま れ た わ け で も な い 、 全

く の 奉 仕 活 動 だ っ た 。 そ の 間 に い つ し か 、 彼 は 小 鳥 の 小 父 さ ん に な っ て い た 。

　 彼 が 幼 稚 園 の 鳥 小 屋 に 姿 を 見 せ る の は 、 園 児 た ち が 登 園 し て く る 前 か 帰 っ た あ と 、 あ る い は 休 み の 日 と 決 ま っ て い た 。 子 供 が 苦

手 だ っ た の だ 。

　 彼 の 仕 事 ぶ り に は 単 な る 片 手 間 の 手 伝 い と い う 域 を 超 え る 、 修 行 に も 似 た 厳 格 さ が あ っ た 。 ま ず 、 物 置 か ら バ ケ ツ や デ ッ キ ブ ラ

シ や 塵
ち り

取 り や 、 さ ま ざ ま な 用 具 を 運 び 出 す 。 使 い 古 さ れ た も の ば か り だ が 、 す べ て に 気
き

持
も ち

よ く 手 入 れ が 行 き 届 い て い る 。 鳥 小 屋 は

二 つ あ り 、 小 さ な 方 に は つ が い の 烏
う

骨
こ っ

鶏
け い

が 、 大 き な 禽
き ん

舎
し ゃ

に は 愛 玩 用 の 小 鳥 た ち が 飼 わ れ て い る 。 作 業 は 必 ず 烏 骨 鶏 か ら は じ ま る 。

後 回 し に さ れ る と 、 つ が い が ひ が み 、 「 ギ ー ギ ー 」 奇 声 を 発 し て う る さ い か ら だ 。

　 寝 床 の 藁
わ ら

を 干 す 、 フ ン を 始 末 す る 、 水 入 れ を 洗 う 、 餌 を 取 り 替 え る 。 手 順 は す っ か り 体 に 馴
な

染
じ

み 、 一 つ 一 つ の 動 作 は
ａ
む ダ な く

つ な が り 合 い 、 流 れ て ゆ く 。 手 順 を 覚 え て い る の は 烏 骨 鶏 も 同 じ で 、 小 屋 の 扉 が 開 く と 同 時 に 二 羽 は 小 父 さ ん の 足 元 を す り 抜 け 、

砂 浴 び な ど し な が ら し ば ら く 園 庭 を 散 歩 し 、 新 鮮 な 餌 が 補 給 さ れ る
ア
頃 合 い を 見 計 ら っ て 再 び 小 屋 に 戻 っ て く る 。 声 を 出 し た り 合

図 を 送 っ た り し な く と も 、 小 父 さ ん と つ が い は 互 い の 呼 吸 を 感 じ 取 っ て い る 。

　 も う 片 方 の 禽 舎 は も っ と 無 邪 気 だ 。 小 鳥 た ち は ひ っ き り な し に さ え ず り 、 飛 び 回 り 、 尾 羽 を 振 り 、 金 網 を 突
つ つ

い て 彼 を 歓 迎 す る 。

セ キ セ イ イ ン コ 、 サ ザ ナ ミ イ ン コ 、 オ カ メ イ ン コ 、 桜 文 鳥 、 シ ナ モ ン 文 鳥 、 十
じ ゅ う

姉
し

妹
ま つ

。 寿 命 で 死 ん だ り 、 相 性 の 問 題 が 起 き た り し て

種 類 や 数 は 折 々 変 化 す る 。 Ⅰ 彼 は 小 鳥 の 選 定 、 購 入 に つ い て は 何 の 権 限 も 持 っ て い な い 。 小 父 さ ん は た だ の 世 話 人 に 過 ぎ な い 。

　 餌 箱 も 水 入 れ も 箱 巣 も 、 小 父 さ ん は こ れ 以 上 や り よ う が な い と い う ほ ど 洗 い 清 め る 。 デ ッ キ ブ ラ シ で 床 を こ す り は じ め れ ば 、 も

う 終 わ り が こ な い の で は な い か と 園 長 先 生 を 心 配 さ せ る ほ ど だ 。 園 児 た ち の い な い 園 庭 に 、 ブ ラ シ の 音 と 流 れ る 水 音 だ け が 響 き 、

そ の リ ズ ム に 調 和 す る よ う に 、 小 鳥 た ち の 歌 が 重 な り 合 う 。 彼 は 背 中 を 丸 め 、 た だ ひ た す ら 足 元 だ け に 視 線 を 落 と し 、 ズ ボ ン の 裾

が 濡
ぬ

れ て も 顔 に 飛
し ぶ き
沫 が 散 っ て も 気 に し な い 。 息 は 静 か で 、 目 は 澄 ん で い る 。 最
も

早
は や

汚 れ を 落 と す 目 的 は ど こ か に 去 り 、 い つ し か そ れ

2

－
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問 １ 　 二 重 傍 線 部 ａ ～ ｄ の カ タ カ ナ の 部 分 に 使 用 す る 漢 字 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ

一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 15 ～ 18 。

ａ 　 む ダ 15

①① 　 打� � ②② 　 堕� � ③③ 　 駄� � ④④ 　 妥

ｂ 　 け シ ョ ウ 16

①① 　 床� � ②② 　 症� � ③③ 　 性� � ④④ 　 粧

ｃ 　 タ ン ね ん 17

①① 　 丹� � ②② 　 単� � ③③ 　 嘆� � ④④ 　 担

ｄ 　 コ ク も つ 18

①① 　 穫� � ②② 　 獲� � ③③ 　 稼� � ④④ 　 穀

問 ２ 　 二 重 傍 線 部 ア ～ ウ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 19 ～ 21 。

ア 　 頃 合 い を 見 計 ら っ て 19

①① 　 直 前 に な る と

②② 　 す ば や く 気 配 を 感 じ 取 っ て

③③ 　 ち ょ う ど よ い タ イ ミ ン グ を 考 え て

④④ 　 し ば ら く 様 子 を 見 た あ と で

	 	 	 	 イ 　 労 い 20

	 	 	 	 	 ①① 　 感 心 す る

	 	 	 	 	 ②② 　 い た わ る

	 	 	 	 	 ③③ 　 と て も 驚 く

	 	 	 	 	 ④④ 　 激 励 す る

	 	 ウ 　 利 発 そ う な 21

	 	 	 ①① 　 賢 そ う な

	 	 	 ②② 　 か わ い ら し い

	 	 	 ③③ 　 眠 そ う な

	 	 	 ④④ 　 ず る が し こ い
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「 先 週 、 烏 骨 鶏 が 卵 を 産 ん だ で し ょ う ？ 」

「 は い 」

「 そ れ で 作 っ た お や つ の プ リ ン が あ る ん だ け ど 、 召 し 上 が っ て い き ま せ ん か 」

　 何 度 誘 っ て も 彼 は 応 じ な い と よ く 知 っ て い な が ら 、 そ れ で も 園 長 先 生 は ど う に か し て
イ
労

ね ぎ ら
い の 気 持 を 表 そ う と し た 。

「 Ｘ 」

　 い け な い 、 つ い 長 居 し て し ま っ た 、 と で も い う よ う に 、 彼 は 慌 て て 帰 り 支 度 を は じ め る 。

「 そ う ？ 　 じ ゃ あ 、 持 っ て 帰 っ て 下 さ い ね 。 ほ ん の 一 個 で 申 し 訳 な い け ど 」

　 幼 稚 園 の シ ン ボ ル マ ー ク 、 カ ナ リ ア が プ リ ン ト さ れ た 連 絡 袋 に 、 園 長 先 生 は プ リ ン を 入 れ て く れ た 。

「 あ っ 、 ど う も … … 」

　 や は り 彼 は 小 さ な 声 で し か お 礼 が 言 え ず 、 た だ カ ナ リ ア の マ ー ク を 見 つ め る ば か り だ っ た 。 そ れ は 鮮 や か な 黄 色 を し た カ ナ リ ア

で 、 小 枝 に と ま り 、
ウ
利 発 そ う な 丸 い 瞳 で 遠 く の 空 を 見 つ め て い た 。

　 小 鳥 の 小 父 さ ん が 手 入 れ す る 鳥 小 屋 は 、 な ぜ こ ん な に も 完 璧 な の だ ろ う と 、 遠 ざ か っ て ゆ く 小 父 さ ん の 後
う し ろ

姿
す が た
と 鳥 小 屋 を 交 互 に 見

や り な が ら 園 長 先 生 は つ ぶ や く 。 彼 の 背 中 は か 弱 く 、 ジ ャ ン パ ー は く た び れ 、 足 取 り は あ ん な に も 頼 り な げ な の に 、 鳥 小 屋 は ど こ

か ら 見 て も 隙 が な い 。 ど ん な 俊 敏 な 猫 も 蛇 も 侵 入 で き な い よ う 金 網 は
ｃ
タ ン ね ん に 補 修 さ れ 、 小 鳥 の 足 指 に 合 わ せ て 削 ら れ た 止 ま

り 木 は 宙 を 真 っ 直
す

ぐ に 横 切 り 、 た っ ぷ り と 補 給 さ れ た 餌 は 、
ｄ
コ ク も つ の 種 子 一 粒 一 粒 が つ や や か に 光 っ て い る 。 ほ ん の 数 分 も す

れ ば た ち ま ち 小 鳥 た ち は 殻 を ま き 散 ら し 、 フ ン を 落 と す の だ が 、 そ ん な も の で は 容 易 に 汚 さ れ な い す が す が し さ が そ こ に は 満 ち て

い る 。

　 そ の 姿 が 裏 門 の 向 こ う へ 消 え て 見 え な く な る ま で 、 園 長 先 生 は 小 鳥 の 小 父 さ ん を 見 送 る 。 小 父 さ ん は 一 度 も 振 り 返 ら な い 。

（ 小 川 洋 子 『 こ と り 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 及 び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

－
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問 ５ 　 傍 線 部 ⑵ 「 二 人 は 小 鳥 の 話 し か し な か っ た 」 と あ る が 、 そ の 理 由 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一

つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 25 。

①① 　 小 鳥 の 小 父 さ ん は 小 鳥 の 話 を す る こ と が 好 き な だ け で あ り 、 一 方 の 園 長 先 生 も 小 父 さ ん が 世 話 を し て い る 小 鳥 以 外 の こ

と に は そ れ ほ ど 興 味 関 心 が な か っ た か ら 。

②② 　 園 長 先 生 は 小 鳥 の 小 父 さ ん の こ と を 気 に か け 折 を 見 て 話 し か け よ う と し て い る が 、 小 鳥 の 小 父 さ ん は 小 鳥 以 外 の こ と に

つ い て 話 を す る の が 苦 手 だ っ た か ら 。

③③ 　 自 分 は た だ の 小 鳥 の 世 話 人 に 過 ぎ な い と い う 立 場 を よ く 理 解 し て い た 小 鳥 の 小 父 さ ん は 、 自 分 の 仕 事 以 外 の 話 を す る こ

と を で き る だ け 控 え て い た か ら 。

④④ 　 園 長 先 生 は 小 鳥 の 小 父 さ ん と 小 鳥 の こ と だ け で な く い ろ い ろ な 話 を し た い と 思 っ て い た が 、 小 父 さ ん は そ う し た 園 長 先

生 の こ と を 煩 わ し く 思 っ て い た か ら 。

問 ６ 　 Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 26 。

①① 　 つ ま ら な い 話 を 長 々 と し て し ま っ て 申 し わ け あ り ま せ ん … …

②② 　 い や 、 で も 、 ゆ っ く り は し て い ら れ ま せ ん の で … …

③③ 　 そ う で す か 、 そ れ で は お 言 葉 に 甘 え さ せ て い た だ き ま す … …

④④ 　 ま だ 仕 事 が 終 わ っ て な い の で 、 そ の あ と で ゆ っ く り い た だ き ま す … …
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問 ３ 　 Ⅰ ・ Ⅱ に 入 る 最 も ふ さ わ し い 言 葉 を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 22 ・ 23 。

Ⅰ 22

①① 　 だ か ら

②② 　 つ ま り

③③ 　 な ぜ な ら

④④ 　 し か し

Ⅱ 23

①① 　 高 飛 車 な 人

②② 　 礼 儀 正 し い 人

③③ 　 気 難 し い 人

④④ 　 差 し 出 が ま し い 人

問 ４ 　 傍 線 部 ⑴ 「 誰 に 頼 ま れ た わ け で も な い 、 全 く の 奉 仕 活 動 だ っ た 」 と あ る が 、 こ の よ う な 小 鳥 の 小 父 さ ん の 仕 事 に つ い て の 説

明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 24 。

①① 　 小 鳥 の 小 父 さ ん に と っ て 小 鳥 の 世 話 を す る こ と は 修 行 の 一 つ で あ っ た た め 、 一 生 懸 命 仕 事 を す る の は 当 た り 前 の こ と で

あ っ た が 、 園 長 先 生 を は じ め と す る 幼 稚 園 の 先 生 た ち は も う 少 し 気 軽 な 気 持 ち で や っ て ほ し い と 思 っ て い た 。

②② 　 全 く の 奉 仕 活 動 だ っ た に も か か わ ら ず 小 鳥 の 小 父 さ ん の 仕 事 ぶ り は 片 手 間 の 手 伝 い の 域 を 超 え て い た が 、 幼 稚 園 の 先 生

た ち は 小 鳥 の 世 話 は 小 父 さ ん が 自 分 か ら 申 し 出 た こ と な の だ か ら そ れ く ら い の こ と を す る の は 当 た り 前 だ と 考 え て い た 。

③③ 　 小 鳥 の 小 父 さ ん の 仕 事 ぶ り は 徹 底 し て い て 、 小 鳥 た ち も 小 父 さ ん の 仕 事 を 歓 迎 し て い る 様 子 で あ っ た が 、 幼 稚 園 の ほ と

ん ど の 先 生 た ち は そ う し た 小 父 さ ん の 姿 を 当 た り 前 の 風 景 と し か と ら え て い な か っ た 。

④④ 　 小 鳥 の 小 父 さ ん が 毎 日 小 鳥 の 世 話 を す る よ う に な っ て 二 十 年 近 く が 経
た

つ が 、 当 初 は 小 父 さ ん と 一 緒 に 小 鳥 の 世 話 を し て

い た 幼 稚 園 の 先 生 た ち は 、 今 で は 園 長 先 生 と 小 父 さ ん に そ れ を 任 せ 、 自 分 た ち は で き る だ け 関 わ ら な い よ う に し て い た 。

－
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問 ７ 　 こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 27 。

①① 　 小 鳥 の 小 父 さ ん は 長 年 に わ た っ て 小 鳥 の 世 話 を 完 璧 に や っ て き た が 、 そ う し た 小 父 さ ん も 歳
と し

を 重 ね 、 疲 れ 切 っ た 様 子 で

帰 っ て ゆ く 様 子 を 見 た 園 長 先 生 は 、 こ れ か ら も こ れ ま で と 同 じ よ う に 小 鳥 の 世 話 を し て ほ し い が 、 そ う し た こ と も 難 し い

だ ろ う と 思 っ て い た 。

②② 　 小 鳥 の 小 父 さ ん は こ れ ま で 、 時 に は や り す ぎ で は な い か と 心 配 さ れ る ほ ど 完 璧 に 小 鳥 の 世 話 を し て き た が 、 そ う し た 小

父 さ ん に 対 し て 園 長 先 生 は あ り が た い と 感 謝 す る 一 方 で 、 面 倒 な 仕 事 を 小 父 さ ん 一 人 に 押 し つ け て き た こ と を 申 し わ け な

い こ と だ と 後 悔 し て い た 。

③③ 　 小 鳥 の 小 父 さ ん の 仕 事 は ど こ か ら 見 て も 隙 が な い ほ ど 完 璧 で あ っ た が 、 そ の 一 方 で 、 小 父 さ ん が ど ん な に 完 璧 に 仕 事 を

し て も 小 鳥 た ち は す ぐ に そ れ を 台 な し に し て し ま う た め 、 園 長 先 生 は 小 父 さ ん に 感 謝 し な が ら も そ う し た 完 璧 さ は 無 意 味

な こ と だ と 感 じ て い た 。

④④ 　 小 鳥 の 小 父 さ ん は 、 か 弱 い 後 姿 や く た び れ た 服 装 、 頼 り な げ な 足 取 り な ど か ら は 全 く 想 像 で き な い よ う な 完 璧 な 仕 事 を

す る 人 で あ っ た が 、 園 長 先 生 は 小 父 さ ん が な ぜ そ こ ま で 仕 事 を し て く れ る の か と 不 思 議 に 思 い な が ら も 深 い 感 謝 の 念 を 抱

い て い た 。

－
17
－



2027 JIN-AI UNIVERSITY

33 https://www.jindai.ac.jp/

学
部
共
通  

国
語

一
般
選
抜
前
期
試
験
問
題

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

国
語

　
ア
随 所 に 、 見 え て い な か っ た シ ー ン や 、 聞 こ え て い な か っ た セ リ フ が い っ ぱ い あ っ た 。 無 邪 気 な ヒ ロ イ ン 、 ジ ェ ル ソ ミ ー ナ を 演 じ

る ジ ュ リ エ ッ タ ・ マ シ ー ナ の
ａ
ハ ク し ん の 演 技 に 、 胸 が 張 り 裂 け そ う に な っ た 。 自 分 が 捨 て た 女 の 死 を 知 っ て 、 夜 の 浜 辺 で 身 を 震

わ せ
イ
慟

ど う

哭
こ く

す る 老 い た ザ ン パ ノ は 、 も は や た だ の 残 酷 な 男 で は な か っ た 。 「 人 間 て 悲 し い 」 と 思 っ た 。 ダ ラ ダ ラ と
ｂ
ナ ミ ダ が 止 ま ら

な か っ た 。

　 フ ェ リ ー ニ の 『 道 』 は 、 見 る た び に 「 別 も の 」 に な っ た 。 見 る た び に 深 く な っ て い っ た 。

　 世 の 中 に は 、 「 す ぐ わ か る も の 」 と 、 「 す ぐ に は わ か ら な い も の 」 の 二 種 類 が あ る 。 す ぐ わ か る も の は 、 一 度 通 り 過 ぎ れ ば そ れ で

い い 。 け れ ど 、 す ぐ に わ か ら な い も の は 、 フ ェ リ ー ニ の 『 道 』 の よ う に 、 何 度 か 行 っ た り 来 た り す る う ち に 、 後 に な っ て 少 し ず つ

じ わ じ わ と わ か り だ し 、 「 別 も の 」 に 変 わ っ て い く 。 そ し て 、 わ か る た び に 、 自 分 が 見 て い た の は 、 全 体 の 中 の ほ ん の 断 片 に す ぎ

な か っ た こ と に 気 づ く 。

「 お 茶 」 っ て 、 そ う い う も の な の だ 。

　 二 十 歳 の と き 、 私 は 「 お 茶 」 を た だ の 行 儀 作 法 と し か 思 っ て い な か っ た 。
ウ
鋳 型 に は め ら れ る よ う で 、 い い 気 持 ち が し な か っ た 。

そ れ に 、 や っ て も や っ て も 、 何 を し て い る の か わ か ら な い 。 一 つ の こ と が な か な か 覚 え ら れ な い の に 、 そ の 日 そ の 時 の 気 候 や 天 気

に 合 わ せ て 、 道 具 の 組 み 合 わ せ や 手 順 が 変 化 す る 。 季 節 が 変 わ れ ば 、 部 屋 全 体 の 大 胆 な 模 様 替 え が 起 こ る 。 そ う い う 茶 室 の サ イ ク

ル を 、 何 年 も 何 年 も 、 Ⅰ 体 で 繰 り 返 し た 。

　 す る と 、 あ る 日 突 然 、 雨 が 生 ぬ る く 匂 い 始 め た 。 「 あ 、 夕 立 が 来 る 」 と 、 思 っ た 。

　 庭 木 を 叩
た た

く 雨
あ ま

粒 が 、 今 ま で と は ち が う 音 に 聞 こ え た 。 そ の 直 後 、 あ た り に ム ウ ッ と 土 の 匂 い が た ち こ め た 。

　 そ れ ま で は 、 雨 は 「 空 か ら 落 ち て く る 水 」 で し か な く 、 匂 い な ど な か っ た 。 土 の 匂 い も し な か っ た 。 私 は 、 ガ ラ ス 瓶 の 中 か ら 外

を 眺 め て い る よ う な も の だ っ た 。 そ の ガ ラ ス の 覆 い が 取 れ て 、 季 節 が 「 匂 い 」 や 「 音 」 と い う 五 感 に う っ た え 始 め た 。 自 分 は 、 生

ま れ た 水 辺 の 匂 い を 嗅 ぎ 分 け る 一 匹 の カ エ ル の よ う な 季 節 の 生 き も の な の だ と い う こ と を 思 い 出 し た 。

　 毎 年 、 四 月 の 上 旬 に は ち ゃ ん と 桜 が 満 開 に な り 、 六 月 半 ば こ ろ か ら 約 束 ど お り 雨 が 降 り 出 す 。 そ ん な 当 た り 前 の こ と に 、 三 十 歳

近 く な っ て 気 づ き 愕
が く

然
ぜ ん

と し た 。

－
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ７ ） に 答 え よ 。

　 毎 週 土 曜 日 の 午 後 、 私 は 歩 い て 十 分 ほ ど の と こ ろ に あ る 一 軒 の 家 に 向 か う 。 そ の 家 は 古 く て 、 入 り 口 に は 大 き な ヤ ツ デ の 鉢 植 え

が 置 い て あ る 。 カ ラ カ ラ と 戸 を 開 け る と 、 玄 関 の た た き に は 水 が 打 っ て あ っ て 、 ス ー ッ と 炭 の 匂 い が す る 。 庭 の 方 か ら は 、 チ ョ ロ

チ ョ ロ と か す か に 水 音 が 聞 こ え る 。

　 私 は 、 庭 に 面 し た 静 か な 部 屋 に 入 り 、 畳 に 座 っ て 、 お 湯 を わ か し 、 お 茶 を 点
た

て 、 そ れ を 飲 む 。 た だ そ れ だ け を 繰 り 返 す 。

　 そ ん な 週 一 回 の お 茶 の 稽 古 を 、 大 学 生 の こ ろ か ら 二 十 五 年 間 続 け て き た 。

　 今 で も し ょ っ ち ゅ う 手 順 を 間 違 え る 。 「 な ぜ こ ん な こ と を す る ん だ ろ う 」 と 、 わ け の わ か ら な い こ と が い っ ぱ い あ る 。 足 が し び

れ る 。 作 法 は や や こ し い 。 い つ ま で や れ ば 、 す べ て が す っ き り わ か る よ う に な る の か 、 見 当 も つ か な い 。

「 ね え 、 お 茶 っ て 、 何 が お も し ろ い の ？ 　 な ん で そ ん な に 長 く 続 け て い る の ？ 」

　 こ う 、 友 達 か ら 聞 か れ る こ と が あ る 。

　
⑴
小 学 校 五 年 生 の 時 、 親 に 連 れ ら れ て 、 フ

（ 注 ）
ェ リ ー ニ 監 督 の 『 道 』 と い う 映 画 を 見 た 。 貧 し い 旅 芸 人 の 話 で 、 と に か く 暗 い 。 私 は

さ っ ぱ り 意 味 が わ か ら ず 、

「 こ ん な 映 画 の ど こ が 名 作 な ん だ ろ う 。 デ ィ ズ ニ ー の 方 が よ か っ た の に 」

　 と 、 思 っ た 。 と こ ろ が 、 十 年 後 、 大 学 生 に な っ て 、 再 び 映 画 を 見 て 衝 撃 を 受 け た 。 「 ジ ェ ル ソ ミ ー ナ の テ ー マ 」 に は 聞 き 覚 え が

あ っ た が 、 内 容 は 初 め て 見 た も 同 然 だ っ た 。

「 『 道 』 っ て 、 こ う い う 映 画 だ っ た の か ！ 」

　 胸 か き む し ら れ て 、 映 画 館 の 暗 闇 で 、 ボ ロ ボ ロ 泣 い た 。

　 そ れ か ら 、 私 も 恋 を し 、 失 恋 の 痛 手 を 負 っ た 。 仕 事 探 し に つ ま ず き な が ら 、 自 分 の 居 場 所 を さ が し 続 け た 。 平 凡 な が ら も 十 数 年

が 過 ぎ た 。 三 十 代 半 ば に な っ て 、 ま た 『 道 』 を 見 た 。

「 あ れ ？ 　 こ ん な シ ー ン 、 あ っ た っ け ？ 」

3

－
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て い る の か さ っ ぱ り わ け が わ か ら な い 。 あ る 日 を 境 に 突 然 、 視 野 が 広 が る と こ ろ が 、 人 生 と 重 な る の だ 。

　 す ぐ に は わ か ら な い 代 わ り に 、 小 さ な コ ッ プ 、 大 き な コ ッ プ 、 特 大 の コ ッ プ の 水 が あ ふ れ 、 世 界 が 広 が る 瞬 間 の 醍
だ い

醐
ご

味
み

を 、 何 度

も 何 度 も 味 わ わ せ て く れ る 。

（ 森 下 典 子 『 日 日 是 好 日 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 及 び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

（ 注 ） 　 フ ェ リ ー ニ 監 督 … … イ タ リ ア の 映 画 監 督 。

－
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⑵
前 は 、 季 節 に は 、 「 暑 い 季 節 」 と 「 寒 い 季 節 」 の 二 種 類 し か な か っ た 。 そ れ が ど ん ど ん 細 か く な っ て い っ た 。 春 は 、 最 初 に ぼ け

が 咲 き 、 梅 、 桃 、 そ れ か ら 桜 が 咲 い た 。 葉 桜 に な っ た こ ろ 、 藤 の 房 が 香 り 、 満 開 の つ つ じ が 終 わ る と 、 空 気 が む っ と し 始 め 、 梅 雨

の は し り の 雨 が 降 る 。 梅 の 実 が ふ く ら ん で 、 水 辺 で 菖
し ょ う ぶ
蒲 が 咲 き 、 紫
あ じ さ い

陽 花 が 咲 い て 、 く ち な し が 甘 く 匂 う 。 紫 陽 花 が 終 わ る と 、 梅 雨

も 上 が っ て 、 「 さ く ら ん ぼ 」 や 「 桃 の 実 」 が 出 回 る 。 季 節 は 折 り 重 な る よ う に や っ て き て 、 空 白 と い う も の が な か っ た 。

「 春 夏 秋 冬 」 の 四 季 は 、 古 い 暦 で は 、 二 十 四 に 分 か れ て い る 。 け れ ど 、 私 に と っ て み れ ば 実 際 は 、 お 茶 に 通 う 毎 週 毎 回 が Ⅱ

だ っ た 。

　 ど し ゃ ぶ り の 日 だ っ た 。 雨 の 音 に ひ た す ら 聴 き 入 っ て い る と 、 突 然 、 部 屋 が 消 え た よ う な 気 が し た 。 私 は ど し ゃ ぶ り の 中 に い た 。

雨 を 聴 く う ち に 、 や が て 私 が 雨 そ の も の に な っ て 、 先 生 の 家 の 庭 木 に 降 っ て い た 。

（ 「 生 き て る 」 っ て 、 こ う い う こ と だ っ た の か ！ ）

　 ザ ワ ザ ワ ッ と 鳥 肌 が 立 っ た 。

　 お 茶 を 続 け て い る う ち 、 そ ん な 瞬 間 が 、 定 額 預 金 の 満 期 の よ う に 時 々 や っ て き た 。 何 か 特 別 な こ と を し た わ け で は な い 。 ど こ に

で も あ る 二 十 代 の 人 生 を 生 き 、 平 凡 に 三 十 代 を 生 き 、 四 十 代 を 暮 ら し て き た 。

　 そ の 間 に 、 自 分 で も 気 づ か な い う ち に 、 一 滴 一 滴 、 コ ッ プ に 水 が た ま っ て い た の だ 。 コ ッ プ が い っ ぱ い に な る ま で は 、 な ん の 変

化 も 起 こ ら な い 。 や が て い っ ぱ い に な っ て 、 表 面
ｃ
チ ョ ウ り ょ く で 盛 り 上 が っ た 水 面 に 、 あ る 日 あ る 時 、
ｄ
き ん コ ウ を や ぶ る 一 滴 が

落 ち る 。 そ の と た ん 、 一 気 に 水 が コ ッ プ の 縁 を 流 れ 落 ち た の だ 。

　 も ち ろ ん 、 お 茶 を 習 っ て い な く た っ て 、 私 た ち は 、 段 階 的 に 目 覚 め を 経 験 し て い く 。 た と え ば 、 父 親 に な っ た 男 性 が 、

「 Ｘ 」

　 な ど と 口 に す る 。

「 病 気 を き っ か け に 、 身 の ま わ り の 何 で も な い あ り ふ れ た こ と が 、 も の す ご く 愛
い と

お し く 感 じ ら れ る よ う に な っ た 」

　 と い う 人 も い る 。

　 人 は 時 間 の 流 れ の 中 で 目 を 開 き 、 自 分 の 成 長 を 折 々 に 発 見 し て い く の だ 。

　 だ け ど 、 余 分 な も の を 削
そ

ぎ 落 と し 、 「 自 分 で は 見 え な い 自 分 の 成 長 」 を 実 感 さ せ て く れ る の が 「 お 茶 」 だ 。 最 初 は 自 分 が 何 を し

－
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問 ２ 　 二 重 傍 線 部 ア ～ ウ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 32 ～ 34 。

ア 　 随 所 に 32

①① 　 あ ち こ ち に

②② 　 細 か な 部 分 に

③③ 　 大 事 な と こ ろ に

④④ 　 思 い が け な い と こ ろ に

イ 　 慟 哭 す る 33

①① 　 大 声 で 泣 く

②② 　 小 さ く つ ぶ や く

③③ 　 深 く 反 省 す る

④④ 　 慌 て ふ た め く

ウ 　 鋳 型 に は め ら れ る 34

①① 　 厳 し く し つ け ら れ る

②② 　 意 地 の 悪 い こ と を さ れ る

③③ 　 決 ま っ た 形 に 押 し 込 め ら れ る

④④ 　 つ ま ら な い こ と を 繰 り 返 す

問 ３ 　 Ⅰ ・ Ⅱ に 入 る 最 も ふ さ わ し い 言 葉 を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 35 ・ 36 。

Ⅰ 35

①① 　 ソ ワ ソ ワ し な が ら

②② 　 ワ ク ワ ク し な が ら

③③ 　 ニ コ ニ コ し な が ら

④④ 　 モ ヤ モ ヤ し な が ら

Ⅱ 36

①① 　 一 つ の 世 界

②② 　 苦 痛 の 連 続

③③ 　 ち が う 季 節

④④ 　 あ ら た な 挑 戦

－
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問 １ 　 二 重 傍 線 部 ａ ～ ｄ の カ タ カ ナ の 部 分 を 漢 字 に 直 し た と き 、 そ の 漢 字 と 同 じ 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か

ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 28 ～ 31 。

ａ 　 ハ ク し ん 28

①① 　 ハ ク り 多 売 で 利 益 を 上 げ る 。

②② 　 医 療 費 が 家 計 を あ っ パ ク す る 。

③③ 　 壁 の 塗 料 が ハ ク ら く す る 。

④④ 　 こ の 宿 は い っ パ ク 一 万 円 で あ る 。

ｂ 　 ナ ミ ダ 29

①① 　 野 球 の 走 者 が に ル イ に 進 む 。

②② 　 財 政 赤 字 が ル イ せ き す る 。

③③ 　 手 紙 を 読 ん で か ん ル イ に む せ ぶ 。

④④ 　 必 要 な し ょ ル イ を そ ろ え る 。

ｃ 　 表 面 チ ョ ウ り ょ く 30

①① 　 海 外 し ゅ っ チ ョ ウ か ら 戻 る 。

②② 　 中 央 し ょ う チ ョ ウ で 働 く 。

③③ 　 昔 の 日 記 チ ョ ウ を 読 み 返 す 。

④④ 　 最 近 の 社 会 の ふ う チ ョ ウ を 嘆 く 。

ｄ 　 き ん コ ウ 31

①① 　 議 論 が へ い コ ウ 線 を た ど る 。

②② 　 大 都 市 の き ん コ ウ が 発 展 す る 。

③③ 　 へ い コ ウ 感 覚 を 養 う 運 動 を す る 。

④④ 　 首 位 コ ウ ぼ う 戦 が 激 し く な る 。

－
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問 ５ 　 傍 線 部 ⑵ 「 前 は 、 季 節 に は 、 『 暑 い 季 節 』 と 『 寒 い 季 節 』 の 二 種 類 し か な か っ た 。 そ れ が ど ん ど ん 細 か く な っ て い っ た 」 と

あ る が 、 季 節 が 「 ど ん ど ん 細 か く な っ て い っ た 」 の は な ぜ か 。 そ の 理 由 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か

ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 38 。

①① 　 お 茶 の 稽 古 で は 行 儀 作 法 だ け で な く 風 物 詩 な ど も 体 系 的 に 学 ん で い く た め 、 「 私 」 の よ う に お 茶 を 学 ぶ 人 は 自 然 に 対 す

る 感 受 性 が 豊 か に な っ て い く か ら 。

②② 　 「 私 」 は 二 十 五 年 も 前 の 大 学 生 の こ ろ か ら お 茶 の 稽 古 に 通 い 始 め た が 、 そ の 当 時 と 現 在 と で は 「 私 」 を 取 り 巻 く 自 然 環

境 が 大 き く 変 わ っ て し ま っ た か ら 。

③③ 　 子 ど も は ふ つ う 自 然 の 変 化 と い う も の に 無 関 心 で あ る が 、 子 ど も か ら 大 人 へ と 成 長 し て い く に し た が っ て そ う し た も の

に 興 味 関 心 を 持 つ よ う に な っ て い く か ら 。

④④ 　 「 お 茶 」 と い う も の は 自 然 の 変 化 と 深 い 関 わ り が あ り 、 そ う し た お 茶 の 稽 古 を 長 年 に わ た っ て 続 け て い く う ち に 「 私 」

は 自 然 の 変 化 に 敏 感 に な っ て い っ た か ら 。 －
26
－

問 ４ 　 傍 線 部 ⑴ 「 小 学 校 五 年 生 の 時 、 親 に 連 れ ら れ て 、 フ ェ リ ー ニ 監 督 の 『 道 』 と い う 映 画 を 見 た 」 と あ る が 、 「 私 」 は こ の 映 画

を 取 り 上 げ て ど の よ う な こ と を 言 お う と し て い る の か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ

選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 37 。

①① 　 世 の 中 に は 「 す ぐ わ か る も の 」 と 「 す ぐ に は わ か ら な い も の 」 の 二 種 類 が あ る が 、 こ の 映 画 の よ う に す ぐ に は わ か ら な

い も の の ほ う が 将 来 役 に 立 つ こ と が 多 い と い う こ と 。

②② 　 世 の 中 に は こ の 映 画 の よ う に 、 初 め の う ち は よ く わ か ら な く て も 、 繰 り 返 し 見 た り 経 験 し た り し て い く う ち に 少 し ず つ

わ か る よ う に な っ て い く も の が あ る と い う こ と 。

③③ 　 世 の 中 に は さ ま ざ ま な 苦 し み や 悲 し み が 満 ち て い る が 、 子 ど も の こ ろ か ら 優 れ た 映 画 を 見 る こ と に よ っ て 人 は 成 長 し 、

そ う し た 困 難 を 乗 り 越 え て い く こ と が で き る と い う こ と 。

④④ 　 世 の 中 に は 物 事 を す ぐ に わ か る 人 と 、 「 私 」 の よ う に す ぐ に は わ か ら な い 人 が い る が 、 ど ん な 人 で も た い て い は 時 間 が

経
た

て ば わ か ら な い も の が わ か る よ う に な る と い う こ と 。 －
25
－
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学
部
共
通  

国
語

問 ７ 　 こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 40 。

①① 　 大 学 生 の こ ろ か ら 二 十 年 以 上 も 「 お 茶 」 の 稽 古 を 続 け 、 三 十 歳 近 く に な っ て よ う や く 自 分 が 成 長 し て い る と い う こ と に

気 づ い た 「 私 」 は 、 も し お 茶 の 稽 古 を 続 け て い な か っ た ら 、 自 分 は 世 の 中 の 多 く の 人 た ち と 同 じ よ う に 「 自 分 の 成 長 」 と

い う も の に 気 づ く こ と は な か っ た だ ろ う と 思 っ て い る 。

②② 　 長 年 「 お 茶 」 の 稽 古 を 続 け て き た に も か か わ ら ず し ば し ば 手 順 を 間 違 え て し ま う 「 私 」 は 、 自 分 が い つ ま で も 成 長 し な

い こ と に 悩 ん で い た が 、 自 分 が 何 を し て い る の か さ っ ぱ り わ け が わ か ら な い と こ ろ が お 茶 の お も し ろ さ だ と 気 づ く と 、 そ

う し た こ と に 気 づ け る よ う に な っ た こ と こ そ が 成 長 な の だ と 思 っ て い る 。

③③ 　 「 お 茶 」 の 稽 古 を 続 け る な か で 、 あ る 日 突 然 、 そ れ ま で 気 づ か な か っ た 季 節 の 匂 い や 音 を 感 じ 取 る こ と が で き る よ う に

な っ た り 「 生 き て る 」 こ と を 実 感 し た り し た 「 私 」 は 、 「 お 茶 」 と い う も の は 、 そ の よ う な 「 自 分 で は 見 え な い 自 分 の 成

長 」 を 実 感 さ せ 、 世 界 を 広 げ て く れ る も の だ と 思 っ て い る 。

④④ 　 「 お 茶 」 の 稽 古 を 続 け て い く う ち に 、 そ れ ま で 何 と も 思 っ て い な か っ た 身 の ま わ り の 何 で も な い あ り ふ れ た こ と に 愛 お

し さ を 感 じ る こ と が で き る よ う に な っ た 「 私 」 は 、 「 お 茶 」 を 習 う と い う こ と は 、 一 滴 一 滴 コ ッ プ に 水 が た ま っ て い く よ

う に 人 の 心 を 少 し ず つ 豊 か に し て い く 「 定 額 預 金 」 の よ う な も の だ と 思 っ て い る 。

－
28
－

問 ６ 　 Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 39 。

①① 　 私 に は 二 人 の 子 ど も が い ま す が 、 楽 し そ う に 遊 ん で い る 子 ど も た ち を 見 て い る と 、 自 分 が 子 ど も だ っ た こ ろ の こ と を 懐

か し く 思 い 出 し ま す

②② 　 お や じ が 昔 、 お 前 に も い つ か わ か る 、 と 言 っ て た け ど 、 自 分 が 子 ど も を 持 っ て み て 、 あ ぁ 、 こ う い う こ と だ っ た の か と

わ か り ま し た

③③ 　 幼 い 子 ど も の 世 話 は ほ ん と う に 大 変 で 愚 痴 を 言 い た く な る こ と も し ば し ば で す が 、 そ ん な 子 で も 元 気 に 育 っ て ほ し い と

願 っ て い ま す

④④ 　 子 ど も の こ ろ の 私 は 、 ず っ と 子 ど も の ま ま で い た い と 思 っ て い ま し た が 、 ふ と 気 が つ く と 自 分 も い つ の ま に か 子 を 持 つ

「 親 」 に な っ て い ま し た

－
27
－
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x 
に
つ
い
て
の
不
等
式

 2
a
x
＋
4a
2 ＞
1－

x　
…
…
①①
に
つ
い
て
，
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

た
だ
し
，

a
は
定
数
と
す
る
。

⑴
　

a
＝
2の
と
き
，
不
等
式
①①
の
解
を
求
め
な
さ
い
。

⑵
　

a
＜
－
1 2

 の
と
き
，
不
等
式
①①
の
解
を

a
を
用
い
て
求
め
な
さ
い
。

⑶
　
不
等
式
①①
の
解
が

x
＜
10
の
と
き
，

a
の
値
を
求
め
な
さ
い
。

　
A
グ
ル
ー
プ
4人
，
B
グ
ル
ー
プ
4人
の
合
計
8人
で
試
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
，

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
　A
グ
ル
ー
プ
の
得
点
の
平
均
点
が
7点
，
標
準
偏
差
が
1点
，

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
　B
グ
ル
ー
プ
の
得
点
の
平
均
点
が
6点
，
標
準
偏
差
が
2点

で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
，
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴
　
8人
全
員
の
得
点
の
平
均
点
を
求
め
な
さ
い
。

⑵
　
A
グ
ル
ー
プ
の
得
点
を

a
，

b，
c，

d
（
点
），
B
グ
ル
ー
プ
の
得
点
を

e，
f，

g，
h
（
点
）
と
し
て
，

　
各
得
点
の
2 
乗
の
平
均
値
を
そ
れ
ぞ
れ

A
＝

 a
2 ＋

b2
＋

c2
＋

d
2

4
 ，

B
＝

 e2
＋

f
2 ＋

g2
＋

h
2

4

 
と
お
く
と
き
，

A
，

B
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
な
さ
い
。

⑶
　
8人
全
員
の
得
点
の
分
散
を
求
め
な
さ
い
。

2 3

－
2
－

数
　
学
　
Ⅰ
・
Ａ

　
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴
　
（
2x
）3
× （－

y 2
）3 を

計
算
し
な
さ
い
。

⑵
　（
9x
2 ＋

y2
）（
3x
＋

y）（
3x
－

y）
を
展
開
し
な
さ
い
。

⑶
　

x，
y
は
実
数
と
す
る
。

　
　

x
＝
2y
で
あ
る
こ
と
は
，

x2
＝
4y
2 で
あ
る
た
め
の

 
ⅰ

 。

　
　

x
≦
1か
つ

y
≦
1 
で
あ
る
こ
と
は
，

x
＋

y 
≦
2か
つ

xy
≦
1で
あ
る
た
め
の

 
ⅱ

 。

　
　

ⅰ
 ，

ⅱ
 に
当
て
は
ま
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1つ
ず
つ
選
び
， 

①①
～
④④
の
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
，
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
選
ん
で
も
よ
い
。

①①
　
必
要
十
分
条
件
で
あ
る

②②
　
必
要
条
件
で
あ
る
が
，
十
分
条
件
で
は
な
い

③③
　
十
分
条
件
で
あ
る
が
，
必
要
条
件
で
は
な
い

④④
　
必
要
条
件
で
も
十
分
条
件
で
も
な
い

⑷
　
集
合

A
，

B
を

A
＝

{ 
x 

|－
7＜

x
≦
20
，

x
は
実
数

} 
，

B
＝

{ 
x 

|－
30
≦

x
＜
15
，

x
は
整
数

}と
す
る
。

 
集
合

A
∩

B
の
要
素
の
う
ち
，
最
大
の
も
の
と
最
小
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
な
さ
い
。

⑸
　
次
の
10
個
の
値
か
ら
な
る
デ
ー
タ

　
10
，
19
，
50
，
52
，
56
，
59
，
61
，
64
，
75
，
87

 
に
お
い
て
，
デ
ー
タ
の
第
1四
分
位
数
お
よ
び
第
3四
分
位
数
か
ら
四
分
位
範
囲
を
求
め
な
さ
い
。
ま
た
，

外
れ
値
の
デ
ー
タ
の
個
数
を
求
め
な
さ
い
。
た
だ
し
，
外
れ
値
と
は
，
第
1四
分
位
数
か
ら
小
さ
い
方
（
ま

た
は
第
3四
分
位
数
か
ら
大
き
い
方
）
へ
，
四
分
位
範
囲
の
1.
5倍
以
上
離
れ
て
い
る
値
と
す
る
。

1

－
1
－
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1個
の
さ
い
こ
ろ
を
投
げ
る
試
行
を
繰
り
返
す
。
1，
2，
3，
4の
目
が
出
た
ら
A
と
記
録
し
，
5，
6の
目
が

出
た
ら
B
と
記
録
し
て
，
A
，
B
ど
ち
ら
か
を
3回
記
録
し
た
ら
試
行
を
終
了
す
る
。
こ
の
と
き
，
次
の
問
い

に
答
え
な
さ
い
。

⑴
　
こ
の
試
行
が
ち
ょ
う
ど
3回
で
終
了
す
る
確
率
を
求
め
な
さ
い
。

⑵
　
こ
の
試
行
が
ち
ょ
う
ど
4回
で
終
了
し
，
か
つ
，
A
を
3回
記
録
す
る
確
率
を
求
め
な
さ
い
。

⑶
　
こ
の
試
行
が
ち
ょ
う
ど
5回
で
終
了
す
る
確
率
を
求
め
な
さ
い
。

　
右
の
図
に
お
い
て
，
円
周
上
に
4点
A
，
B
，
C
，
D
が
あ
り
，

点
P
は
線
分
A
B
と
線
分
C
D
の
交
点
と
し
，
P
A
＝
3，
P
B
＝
4，

PC
＝
2と
す
る
。

co
s ∠
A
P
C
＝
3 4
で
あ
る
と
き
，
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴
　
P
D
の
長
さ
を
求
め
な
さ
い
。

⑵
　
A
C
と
B
D
の
長
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
な
さ
い
。

⑶
　
四
角
形
A
C
B
D
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

4

2

3 P

B

C

D

A

4

5

－
3
－
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入 試 問 題 （ 健 康 栄 養 学 科 ）
健
康
栄
養
学
科  

生
物
基
礎

B ▢
�生
体
内
で
行
わ
れ
る
化
学
反
応
の
全
体
を
代
謝
と
い
う
。
代
謝
で
は
酵
素
が （
ｄ
）触
媒
と
し
て
働
く
こ
と
で
，

様
々
な
化
学
反
応
が
円
滑
に
，
秩
序
だ
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
，
代
謝
で
は
， （
ｅ
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
け

渡
し
が
行
わ
れ
る
。
生
物
が
行
う
代
謝
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
光
合
成
で
は
，

エ
�エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
し
て
A
T
Pを
合
成
し
，
合
成
し
た
A
T
Pの
�
オ

�エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
有
機
物
を
合
成
す

る
。
呼
吸
で
は
，
酸
素
を
用
い
て
有
機
物
を
分
解
し
，
有
機
物
か
ら
取
り
出
し
た
�
カ

�エ
ネ
ル
ギ
ー

を
用
い
て
A
T
Pを
合
成
す
る
。

問
４　
下
線
部
（
ｄ
）
に
関
し
て
，
触
媒
と
は
何
か
，
30
字
程
度
で
答
え
よ
。

問
５　
下
線
部
（
ｅ
）
に
関
し
て
，
す
べ
て
の
生
物
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
け
渡
し
に
A
T
Pと
い
う
物
質
を
用

い
る
。
次
の
図
１
は
，
A
T
Pの
構
造
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
（
ⅰ
）・
（
ⅱ
）
に
答
え
よ
。

（
ⅰ
）��
図
１
中
の
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
の
名
称
を
答
え
よ
。

（
ⅱ
）��
図
１
中
の
a～
ｄ
の
う
ち
，
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ン
酸
結
合
と
呼
ば
れ
る
結
合
を
す
べ
て
選
び
，
記
号
で

答
え
よ
。

問
6　
文
章
中
の
空
欄
�
エ

�～
�
カ

�に
当
て
は
ま
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
③③
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
，
同
じ
も
の
を
繰
り
返
し
選
ん
で
も
よ
い
。

①①
　
熱
　
　
　
②②
　
光
　
　
　
③③
　
化
学

A
B

C
C

C

a
b

c
d

図
１

－
2
－

生
　
物
　
基
　
礎

次
の
文
章
Ａ ▢
と
Ｂ ▢
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問
1～

6）
に
答
え
よ
。

A ▢
�生
物
の
細
胞
は
，
そ
の
構
造
の
特
徴
に
よ
っ
て
， （
ａ
）原
核
細
胞
と
真
核
細
胞
に
分
け
ら
れ
る
。
原
核
細
胞

と
真
核
細
胞
の
最
大
の
違
い
は
核
の
有
無
で
あ
り
， （
ｂ
）原
核
細
胞
に
は
核
が
な
く
，
真
核
細
胞
に
は
核
が

あ
る
。
ま
た
， （
ｃ
）核
の
有
無
の
ほ
か
に
も
，
原
核
細
胞
と
真
核
細
胞
で
は
，
い
く
つ
か
の
構
造
体
の
有
無

に
違
い
が
あ
る
。

問
1　
下
線
部
（
ａ
）
に
関
し
て
，
原
核
細
胞
と
真
核
細
胞
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次

の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
か
ら
だ
が
原
核
細
胞
か
ら
で
き
て
い
る
生
物
を
原
核
生
物
と
い
い
，
す
べ
て
多
細
胞
生
物
で
あ
る
。

②②
　
か
ら
だ
が
真
核
細
胞
か
ら
で
き
て
い
る
生
物
を
真
核
生
物
と
い
い
，
す
べ
て
単
細
胞
生
物
で
あ
る
。

③③
　
一
般
に
，
原
核
細
胞
は
真
核
細
胞
よ
り
も
大
き
い
。

④④
　
真
核
生
物
は
，
原
核
生
物
か
ら
進
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

問
２　
下
線
部
（
ｂ
）
に
関
し
て
，
次
の
（
ⅰ
）・
（
ⅱ
）
に
答
え
よ
。

（
ⅰ
）��
真
核
細
胞
の
D
N
A
は
核
の
内
部
に
あ
る
が
，
原
核
細
胞
の
D
N
A
は
，
細
胞
内
を
満
た
し
て
い
る
液
状

の
部
分
に
存
在
す
る
。
こ
の
液
状
の
部
分
を
何
と
い
う
か
。
語
句
を
答
え
よ
。

（
ⅱ
）��
真
核
細
胞
に
お
い
て
，
核
以
外
の
部
分
を
何
と
い
う
か
。
語
句
を
答
え
よ
。

問
３　
下
線
部
（
ｃ
）
に
関
し
て
，
イ
シ
ク
ラ
ゲ
，
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
，
マ
ウ
ス
の
細
胞
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
３
種

類
の
細
胞
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
，
細
胞
内
の
構
造
体
の
有
無
を
調
べ
て
表
１
に
ま
と
め
た
。
〇
は
存
在
す
る
こ
と

を
，
×
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
表
す
。
表
１
に
つ
い
て
，
次
の
（
ⅰ
）・
（
ⅱ
）
に
答
え
よ
。

D
N
A

葉
緑
体

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

細
胞
壁

細
胞
Ａ

〇
×

ア
×

細
胞
Ｂ

〇
〇

〇
イ

細
胞
Ｃ

〇
×

ウ
〇

表
１

（
ⅰ
）��
イ
シ
ク
ラ
ゲ
の
細
胞
は
表
１
中
の
細
胞
Ａ
～
Ｃ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
。
Ａ
～
Ｃ
か
ら
一
つ
選
び
，
記
号

で
答
え
よ
。

（
ⅱ
）��
表
１
中
の
空
欄
�
ア

�～
�
ウ

�に
つ
い
て
，
存
在
の
有
無
を
，
〇
あ
る
い
は
×
で
答
え
よ
。

1

－
1
－



2027 JIN-AI UNIVERSITY

41 https://www.jindai.ac.jp/

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期
試
験
問
題

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
75

健
康
栄
養
学
科  

生
物
基
礎

問
３　
下
線
部
（
ｂ
）
に
関
し
て
，
次
の
（
ⅰ
）・
（
ⅱ
）
に
答
え
よ
。

（
ⅰ
）��
窒
素
に
は
，
軽
い
窒
素
（
14
N
）
と
重
い
窒
素
（
15
N
）
が
あ
る
。
窒
素
源
と
し
て
15
N
だ
け
を
含
む
培
地

で
大
腸
菌
を
何
世
代
も
培
養
す
る
と
，
D
N
A
に
含
ま
れ
る
窒
素
が
15
N
に
置
き
換
わ
る
。
D
N
A
の
２
本
鎖

の
窒
素
が
す
べ
て
15
N
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
D
N
A
を
「
重
い
D
N
A
」
と
す
る
（
図
１
左
）。
一
方
，
窒

素
が
す
べ
て
14
N
で
あ
る
D
N
A
を
「
軽
い
D
N
A
」
と
す
る
（
図
１
右
）。
重
い
D
N
A
を
も
つ
大
腸
菌
を
，

窒
素
源
と
し
て
14
N
だ
け
を
含
む
培
地
に
移
し
て
培
養
し
た
。
１
回
分
裂
後
の
大
腸
菌
に
は
，
重
い
D
N
A

と
軽
い
D
N
A
の
中
間
の
重
さ
の
D
N
A
だ
け
が
含
ま
れ
て
い
た
（
図
１
中
央
）。
窒
素
源
と
し
て
14
N
�だ
け

を
含
む
培
地
に
移
し
て
２
回
分
裂
後
と
３
回
分
裂
後
の
大
腸
菌
か
ら
D
N
A
を
抽
出
し
て
重
さ
を
調
べ
る

と
，「
重
い
D
N
A
」：
「
中
間
の
重
さ
の
D
N
A
」：
「
軽
い
D
N
A
」
の
比
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
最
も
適

当
な
も
の
を
，
下
の
①①
～
⑩⑩
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

�
�

①①
　
1：
0：
0�
�
�
�
②②
　
0：
1：
0�
�
�
�
③③
　
0：
0：
1

④④
　
1：
1：
0�
�
�
�
⑤⑤
　
1：
0：
1�
�
�
�
⑥⑥
　
0：
1：
1

⑦⑦
　
0：
1：
3�
�
�
�
⑧⑧
　
1：
0：
3�
�
�
�
⑨⑨
　
3：
1：
0

⑩⑩
　
3：
0：
1

（
ⅱ
）��
（
ⅰ
）
の
よ
う
な
D
N
A
の
複
製
方
法
を
何
と
い
う
か
。
語
句
を
答
え
よ
。

中
間
の
重
さ
の

D
N
A

₁₄ N
₁₅ N

重
い
D
N
A

₁₅ N
₁₅ N

軽
い
D
N
A

₁₄ N
₁₄ N

図
１

－
4
－

次
の
文
章
Ａ ▢
と
Ｂ ▢
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問
1～

５）
に
答
え
よ
。

A ▢
�生
物
の
遺
伝
子
の
本
体
は
，
D
N
A
と
い
う
物
質
で
あ
る
。
D
N
A
は
，
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
と
よ
ば
れ
る
基
本
単

位
が
多
数
連
な
っ
て
で
き
た
長
い
鎖
が
２
本
，
塩
基
の
部
分
で
向
か
い
合
う
よ
う
に
し
て
結
合
し
，
そ
の
全

体
が
ね
じ
れ
て
�
ア

�と
い
う
立
体
構
造
を
と
る
。
生
物
の
個
体
の
形
成
お
よ
び
生
存
に
必
要
な
全
遺

伝
情
報
の
１
セ
ッ
ト
を
�

イ
�と
い
う
。
ヒ
ト
の
場
合
，
卵
や
精
子
に
含
ま
れ
る
全
D
N
A
が
�

イ
�で
あ
り
，
こ
れ
ら
は （
ａ
）2
3本
の
染
色
体
に
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
。
新
し
い
細
胞
を
つ
く
り

だ
す
過
程
で
あ
る
体
細
胞
分
裂
で
は
，
分
裂
前
に （
ｂ
）D
N
A
を
正
確
に
複
製
し
，
分
裂
に
よ
っ
て
そ
れ
を
２

個
の
細
胞
に
均
等
に
分
配
す
る
。
そ
の
た
め
，
体
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
て
も
，
細
胞
１
個
当
た
り
に
含
ま

れ
る
D
N
A
の
量
や
塩
基
配
列
は
変
化
し
な
い
。

問
1　
文
中
の
空
欄
�
ア

�と
�
イ

�に
当
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
よ
。

問
２　
下
線
部
（
ａ
）
に
関
し
て
，
ヒ
ト
の
染
色
体
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～

④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
卵
や
精
子
に
含
ま
れ
る
23
本
の
染
色
体
は
，
す
べ
て
同
じ
大
き
さ
で
あ
り
，
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る

D
N
A
の
量
は
す
べ
て
等
し
い
。

②②
　
体
細
胞
に
は
46
本
の
染
色
体
が
含
ま
れ
て
お
り
，
46
本
す
べ
て
は
異
な
る
形
で
異
な
る
大
き
さ
を
し
て

い
る
。

③③
　
染
色
体
は
D
N
A
と
脂
質
か
ら
な
り
，
酢
酸
カ
ー
ミ
ン
や
酢
酸
オ
ル
セ
イ
ン
に
よ
っ
て
赤
～
赤
紫
色
に

染
め
ら
れ
る
。

④④
　
分
裂
期
に
入
っ
た
ば
か
り
の
細
胞
を
観
察
す
る
と
，
染
色
体
の
本
数
は
ほ
と
ん
ど
判
別
で
き
な
い
が
，

中
期
に
観
察
さ
れ
る
染
色
体
と
同
じ
本
数
の
染
色
体
が
含
ま
れ
て
い
る
。

2

－
3
－
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入 試 問 題 （ 健 康 栄 養 学 科 ）
健
康
栄
養
学
科  

生
物
基
礎

問
５　
次
の
図
２
は
，
D
N
A
の
あ
る
領
域
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
る
様
子
を
模
式
的
に
表
し
た
も
の
で

あ
る
。
□
は
A
（
ア
デ
ニ
ン
），
U
（
ウ
ラ
シ
ル
），
G（
グ
ア
ニ
ン
），
C（
シ
ト
シ
ン
），
T
（
チ
ミ
ン
）
の
い

ず
れ
か
の
塩
基
を
表
し
て
い
る
。
図
２
中
の
�
カ

�～
�
ク

�に
入
る
塩
基
配
列
と
し
て
最
も
適
当

な
も
の
を
，
下
の
①①
～
⑩⑩
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。
な
お
，
必
要
で
あ
れ
ば
，
表
１
を

利
用
す
る
こ
と
。

①①
　
U
GG
�
�
�
②②
　
A
CC
�
�
�
③③
　
T
CC
�
�
�
④④
　
A
CA
��
�
⑤⑤
　
T
GT

⑥⑥
　
U
GU
�
�
�
⑦⑦
　
T
GA
�
�
�
⑧⑧
　
U
GA
�
�
�
⑨⑨
　
A
CU
�
�
�
⑩⑩
　
A
CT

D
N
A

m
RN
A

tR
N
A

T
G

A
A

A
C

A
A

Cカ

キ
ク

ト
レ
オ
ニ
ン

ト
レ
オ
ニ
ン

トリ
プト
フ
ァン

ウ

図
２

－
6
－

B ▢
�生
物
の
形
質
は
，
お
も
に
遺
伝
子
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
遺
伝
子
と
し
て
働
く
の
は
D
N
A
の
一
部
で
あ
り
，

そ
の
塩
基
配
列
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
の
�
ウ

�配
列
を
指
定
し
て
い
る
。
遺
伝
子
か
ら
タ
ン
パ
ク
質

が
合
成
さ
れ
る
過
程
に
は
，
転
写
と
翻
訳
と
い
う
二
つ
の
過
程
が
あ
る
。
転
写
の
過
程
で
は
，
D
N
A
の
塩

基
配
列
が
ｍ
RN
A
の
塩
基
配
列
に
写
し
取
ら
れ
る
。
m
RN
A
の
塩
基
は
３
個
１
組
の
ト
リ
プ
レ
ッ
ト
で
遺

伝
暗
号
と
な
っ
て
お
り
，
こ
の
塩
基
３
個
の
配
列
を
�

エ
�と
い
う
。
表
１
は
�

エ
�と
�

ウ
�の
対
応
を
示
し
た
遺
伝
暗
号
表
で
あ
る
。
翻
訳
の
過
程
で
は
，

エ
�に
相
補
的
な
塩
基
３

個
の
配
列
で
あ
る
�
オ

�を
も
つ
tR
N
A
が
特
定
の
�
ウ

�を
ｍ
RN
A
ま
で
運
び
，
こ
れ
が
次
々

と
つ
な
が
る
こ
と
で
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
る
。

２
番
目
の
塩
基

U
C

A
G

１ 番 目 の 塩 基

U

U
U
U
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
U
C
U

セ
リ
ン

U
A
U
チ
ロ
シ
ン

U
G
U
シ
ス
テ
イ
ン

U

３ 番 目 の 塩 基

U
U
C

U
C
C

U
A
C

U
G
C

C
U
U
A
ロ
イ
シ
ン

U
C
A

U
A
A
（
終
止
）

U
G
A
（
終
止
）

A
U
U
G

U
C
G

U
A
G

U
G
G
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン

G

C

C
U
U

ロ
イ
シ
ン

C
C
U

プ
ロ
リ
ン

C
A
U
ヒ
ス
チ
ジ
ン

C
G
U

ア
ル
ギ
ニ
ン

U
C
U
C

C
C
C

C
A
C

C
G
C

C
C
U
A

C
C
A

C
A
A
グ
ル
タ
ミ
ン

C
G
A

A
C
U
G

C
C
G

C
A
G

C
G
G

G

A

A
U
U
イ
ソ
ロ
イ
シ
ン

A
C
U

ト
レ
オ
ニ
ン

A
A
U
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン

A
G
U
セ
リ
ン

U
A
U
C

A
C
C

A
A
C

A
G
C

C
A
U
A

A
C
A

A
A
A
リ
シ
ン

A
G
A
ア
ル
ギ
ニ
ン

A
A
U
G
メ
チ
オ
ニ
ン（
開
始
）
A
C
G

A
A
G

A
G
G

G

G

G
U
U

バ
リ
ン

G
C
U

ア
ラ
ニ
ン

G
A
U
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸

G
G
U

グ
リ
シ
ン

U
G
U
C

G
C
C

G
A
C

G
G
C

C
G
U
A

G
C
A

G
A
A
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

G
G
A

A
G
U
G

G
C
G

G
A
G

G
G
G

G

表
１

問
４　
文
中
の
空
欄
�
ウ

�～
�
オ

�に
当
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
よ
。

－
5
－
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科  

生
物
基
礎

（
Ⅰ
）��
文
中
の
空
欄
�
ア

�と
�
イ

�に
当
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
よ
。

（
Ⅱ
）��
実
験
３
で
生
じ
た
繊
維
状
の
物
質
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，

番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
ア
ル
ブ
ミ
ン
　
　
　
②②
　
グ
ロ
ブ
リ
ン
　
　
　
③③
　
フ
ィ
ブ
リ
ン
　
　
　
④④
　
カ
タ
ラ
ー
ゼ

（
Ⅲ
）��
実
験
１
～
４
の
結
果
か
ら
推
測
さ
れ
る
，
採
取
し
た
血
液
に
お
い
て
沈
殿
が
形
成
さ
れ
る
し
く
み
を
50

～
60
字
で
説
明
せ
よ
。
解
答
に
際
し
て
は
，「
物
質
X
」「
血
し
ょ
う
」「
血
球
」「
繊
維
状
の
物
質
」
と
い

う
語
を
必
ず
用
い
る
こ
と
。

－
8
－

次
の
文
章
Ａ ▢
と
Ｂ ▢
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問
1～

５）
に
答
え
よ
。

A ▢
�ヒ
ト
の
血
液
は
，
体
内
を
循
環
し
，
栄
養
分
や
酸
素
， （
ａ
）ホ
ル
モ
ン
な
ど
を
全
身
に
運
ぶ
。
通
常
，
血
液

は
血
管
内
を
よ
ど
み
な
く
流
れ
て
い
く
が
，
血
管
に
傷
が
つ
い
た
と
き
な
ど
に
は
， （
ｂ
）血
液
凝
固
反
応
が

起
こ
る
。

問
1　
下
線
部
（
ａ
）
に
関
し
て
，
次
の
（
Ⅰ
）
～
（
Ⅲ
）
の
ホ
ル
モ
ン
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①①

～
⑥⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

（
Ⅰ
）��
す
い
臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
Ａ
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
，
血
糖
濃
度
を
上
昇
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン

（
Ⅱ
）��
す
い
臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
Ｂ
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
，
血
糖
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン

（
Ⅲ
）��
腎
臓
に
働
き
か
け
，
水
分
の
再
吸
収
を
促
進
す
る
ホ
ル
モ
ン

①①
　
チ
ロ
キ
シ
ン
�
�
�
�
②②
　
成
長
ホ
ル
モ
ン
�
�
�
③③
　
イ
ン
ス
リ
ン

④④
　
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
�
�
�
⑤⑤
　
グ
ル
カ
ゴ
ン
�
�
�
�
⑥⑥
　
バ
ソ
プ
レ
シ
ン

問
２　
下
線
部
（
ｂ
）
に
関
し
て
，
採
取
し
た
血
液
を
試
験
管
に
入
れ
て
室
温
で
静
置
す
る
と
，
血
液
凝
固
と
同

様
の
反
応
が
起
こ
り
，
沈
殿
が
生
じ
る
。
こ
の
反
応
に
は
，
血
し
ょ
う
中
に
含
ま
れ
る
，
あ
る
物
質
（
物
質
X

と
す
る
）
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
物
質
X
が
沈
殿
の
形
成
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

か
を
調
べ
る
た
め
に
，
ブ
タ
の
血
液
を
用
い
て
以
下
の
よ
う
な
実
験
を
行
っ
た
。
こ
の
実
験
に
関
し
て
，
次
の

ペ
ー
ジ
の
（
Ⅰ
）・
（
Ⅱ
）・
（
Ⅲ
）
に
答
え
よ
。
た
だ
し
，
ブ
タ
の
血
液
凝
固
の
し
く
み
は
ヒ
ト
と
同
じ
で
あ
り
，

い
ず
れ
の
実
験
も
室
温
で
行
っ
た
。

【
実
験
】

実
験
１
．
�ブ
タ
の
血
液
を
採
取
し
て
，
試
験
管
に
入
れ
て
静
置
す
る
と
，

ア
�と
い
う
赤
い
塊
の
沈
殿
と
，

イ
�と
い
う
黄
色
が
か
っ
た
上
澄
み
に
分
離
し
た
。

実
験
２
．
�ブ
タ
の
血
液
を
採
取
し
て
，物
質
X
だ
け
を
除
去
し
た
（
以
下
，こ
の
処
理
後
の
血
液
を
「
処
理
血
液
」

と
す
る
）。
処
理
血
液
を
試
験
管
に
入
れ
て
静
置
す
る
と
，
血
液
に
変
化
は
見
ら
れ
ず
，
沈
殿
と
上

澄
み
に
分
離
し
な
か
っ
た
。

実
験
３
．
�処
理
血
液
を
血
球
と
血
し
ょ
う
に
人
為
的
に
分
離
し
た
。
こ
の
血
球
に
物
質
X
を
加
え
て
も
特
に
変

化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
，
こ
の
血
し
ょ
う
に
物
質
X
を
加
え
る
と
，
繊
維
状
の
物
質
が
生
じ

た
が
，
沈
殿
は
生
じ
な
か
っ
た
。

実
験
４
．
�実
験
３
で
生
じ
た
繊
維
状
の
物
質
を
取
り
出
し
て
別
の
試
験
管
に
移
し
，
実
験
３
で
得
た
血
球
を
混

合
す
る
と
，
実
験
１
と
同
じ
沈
殿
が
生
じ
た
。
沈
殿
が
生
じ
た
あ
と
の
上
澄
み
に
は
繊
維
状
の
物
質

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

3
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入 試 問 題 （ 健 康 栄 養 学 科 ）
健
康
栄
養
学
科  

生
物
基
礎

次
の
文
章
Ａ ▢
と
Ｂ ▢
を
読
み
，
下
の
問
い
（
問
1～

7）
に
答
え
よ
。

A ▢
�あ
る
地
域
に
成
立
す
る
植
生
と
，
そ
こ
に
生
育
す
る
動
物
な
ど
を
あ
わ
せ
た
生
物
の
集
ま
り
を
バ
イ
オ
ー
ム

と
い
う
。
バ
イ
オ
ー
ム
は
お
も
に
植
生
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
。
年
平
均
気
温
と
年
降
水
量
が
似
た
地
域
に

は
，似
た
バ
イ
オ
ー
ム
が
成
立
す
る
。
次
の
図
１
は
，年
平
均
気
温
お
よ
び
年
降
水
量
と
成
立
す
る
バ
イ
オ
ー

ム
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
，
ツ
ン
ド
ラ
と
砂
漠
は
荒
原
，
ス
テ
ッ
プ
と
サ
バ
ン
ナ
は
草

原
，
そ
の
他
は
森
林
の
バ
イ
オ
ー
ム
で
あ
る
。

� 問
1　
図
１
中
の
A
と
Bの
バ
イ
オ
ー
ム
に
つ
い
て
，
そ
の
名
称
と
特
徴
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
名
称
と

特
徴
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

名
称

①①
　
熱
帯
多
雨
林
�
�
�
②②
　
夏
緑
樹
林
�
�
�
③③
　
針
葉
樹
林

④④
　
照
葉
樹
林
�
�
�
�
⑤⑤
　
雨
緑
樹
林

特
徴

①①
　
多
く
は
常
緑
で
，
細
い
葉
を
つ
け
る
高
木
が
優
占
す
る
。
階
層
構
造
が
比
較
的
単
純
で
，
構
成
す
る

樹
種
が
少
な
い
。

②②
　
乾
季
に
落
葉
す
る
広
葉
樹
が
優
占
す
る
。
代
表
的
な
樹
種
は
，
チ
ー
ク
な
ど
で
あ
る
。

③③
　
広
葉
樹
が
優
占
し
て
お
り
，
夏
と
冬
で
林
床
の
照
度
が
大
き
く
変
わ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
，
ブ
ナ

や
ミ
ズ
ナ
ラ
が
代
表
的
な
樹
種
で
あ
る
。

④④
　
光
沢
の
あ
る
葉
を
も
つ
常
緑
広
葉
樹
が
優
占
す
る
。
代
表
的
な
樹
種
は
，
カ
シ
類
や
シ
イ
類
な
ど
で

あ
る
。

⑤⑤
　
年
間
を
通
じ
て
植
物
の
生
育
に
適
し
た
気
候
で
あ
り
，
構
成
す
る
植
物
の
種
が
非
常
に
多
い
。

4

年   降   水   量

年
 平
 均
 気
 温
（
℃
）

45
00

40
00

35
00

30
00

25
00

20
00

15
00

10
00 50
0 0 －
15
－
10
－
5

0
5

10
15

20
25

30

（
m
m
）

亜
熱
帯
多
雨
林

硬
葉
樹
林

ツ
ン
ド
ラ

ス
テ
ッ
プ
サ
バ
ン
ナ 砂
漠

A
B

図
１

－
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B ▢
�ヒ
ト
で
み
ら
れ
る
免
疫
応
答
は
，
大
き
く
自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
（
適
応
免
疫
）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う

ち
獲
得
免
疫
は
，
お
も
に
リ
ン
パ
球
が
働
く
防
御
機
構
で
，
体
液
性
免
疫
と
細
胞
性
免
疫
の
二
つ
の
し
く
み

が
あ
る
。
体
液
性
免
疫
で
は
，

ウ
�か
ら
の
抗
原
提
示
を
受
け
た
�
エ

�が
，
同
じ
抗
原
を
認
識

し
た
�
オ

�を
活
性
化
し
，
形
質
細
胞
（
抗
体
産
生
細
胞
）
に
分
化
さ
せ
る
。 （
ｃ
）形
質
細
胞
が
抗
体
を

産
生
し
て
体
液
中
に
放
出
し
，
抗
体
と
抗
原
が
特
異
的
に
結
合
す
る
こ
と
で
抗
原
を
無
毒
化
す
る
。
細
胞
性

免
疫
で
は
，

ウ
�か
ら
の
抗
原
提
示
を
受
け
た
�
カ

�が
活
性
化
し
て
増
殖
し
，
ウ
イ
ル
ス
感
染

細
胞
な
ど
を
直
接
攻
撃
し
て
排
除
す
る
。 （
ｄ
）活
性
化
し
た
�
エ

�，
オ

�，
カ

�の
一
部

は
記
憶
細
胞
と
な
っ
て
残
る
。

問
３　
文
中
の
空
欄
�
ウ

�～
�
カ

�に
当
て
は
ま
る
語
句
を
答
え
よ
。

問
４　
下
線
部
（
ｃ
）
に
関
し
て
，
抗
体
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち

か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
１
個
の
形
質
細
胞
が
つ
く
る
抗
体
は
，
す
べ
て
同
一
の
抗
原
に
結
合
す
る
。

②②
　
抗
体
は
，
免
疫
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
。

③③
　
抗
体
は
，
毒
素
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
，
か
ら
だ
に
病
気
を
引
き
起
こ
す
も
の
に
対
し
て
つ
く
ら
れ
，
花
粉

な
ど
の
無
害
な
物
質
に
対
し
て
は
つ
く
ら
れ
な
い
。

④④
　
自
身
の
か
ら
だ
を
攻
撃
す
る
抗
体
が
つ
く
ら
れ
る
病
気
を
，
エ
イ
ズ
（
A
ID
S）
と
い
う
。

問
５　
下
線
部
（
ｄ
）
に
関
し
て
，
記
憶
細
胞
と
免
疫
応
答
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
，
次

の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
体
内
に
特
定
の
抗
原
に
対
す
る
記
憶
細
胞
が
あ
る
と
，
同
じ
抗
原
が
再
び
侵
入
し
た
と
き
に
，
す
み
や

か
に
強
い
免
疫
応
答
が
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
な
免
疫
応
答
を
，
二
次
応
答
と
い
う
。

②②
　
体
内
に
特
定
の
抗
原
に
対
す
る
記
憶
細
胞
が
あ
る
と
，
同
じ
抗
原
が
侵
入
し
て
も
す
み
や
か
に
排
除
で

き
る
た
め
，
そ
の
抗
原
が
原
因
と
な
る
病
気
を
発
症
し
に
く
く
な
っ
た
り
，
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
り
す
る
。

③③
　
健
康
な
ヒ
ト
に
特
定
の
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
て
，
記
憶
細
胞
を
つ
く
ら
せ
，
病
気
を

予
防
し
た
り
重
症
化
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
を
，
予
防
接
種
と
い
う
。

④④
　
多
く
の
場
合
，
特
定
の
感
染
症
の
病
原
体
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や
毒
素
を
他
の
動
物
に
接
種
し
て
，
そ
の

動
物
の
体
内
で
つ
く
ら
れ
た
抗
体
を
精
製
し
た
も
の
が
，
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

－
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健
康
栄
養
学
科  

生
物
基
礎

B ▢
�あ
る
地
域
に
生
息
す
る
生
物
の
集
団
と
，
そ
れ
を
取
り
ま
く
非
生
物
的
環
境
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
と

ら
え
た
も
の
を
生
態
系
と
い
う
。
生
態
系
の
内
部
で
は
， （
ａ
）生
物
ど
う
し
や
生
物
と
非
生
物
的
環
境
の
間

で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
て
お
り
，
そ
れ
ら
の
複
雑
な
相
互
作
用
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ

て
い
る
。
図
２
は
，
あ
る
河
川
に
有
機
物
を
含
む
汚
水
が
流
入
し
た
際
の
，
何
種
類
か
の
生
物
の
個
体
数
の

変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
汚
水
の
流
入
地
点
（
↑
で
示
す
）
か
ら
下
流
に
向
か
う
に
つ
れ
， （
ｂ
）大
量

の
水
に
よ
る
希
釈
，
泥
や
岩
な
ど
へ
の
吸
着
，
細
菌
な
ど
の
微
生
物
に
よ
る
有
機
物
の
分
解
，
藻
類
な
ど
に

よ
る
無
機
塩
類
（
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
）
の
吸
収
な
ど
の
働
き
が
段
階
的
に
起
こ
り
，
水
質
が
や
が

て
元
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
図
か
ら
読
み
取
れ
る
。

多 少

汚
水
流
入

細
菌

ゾ
ウ
リ
ム
シ
な
ど

藻
類

（
上
流
）

（
下
流
）

個 体 数

図
２

問
４　
図
２
に
関
し
て
，
同
じ
河
川
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
流
域
に
お
け
る
溶
存
酸
素
と
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ

ン
の
濃
度
は
，
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。
な
お
，
図
中
の
↑
は
汚
水
流
入
地
点
を
示
す
。

多 少

多 少

多 少

多 少

濃 度 濃 度

濃 度 濃 度

（
上
流
）

（
下
流
）

（
上
流
）

（
下
流
）

（
上
流
）

（
下
流
）

（
上
流
）

（
下
流
）

①①
②②

③③
④④

－
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問
２　
同
一
の
地
域
に
お
い
て
も
，
標
高
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
ー
ム
は
変
化
す
る
。
標
高
に
よ
る
バ
イ
オ
ー
ム
の
変

化
に
つ
い
て
，
次
の
（
ⅰ
）・
（
ⅱ
）
に
答
え
よ
。

（
ⅰ
）��
標
高
が
高
く
な
る
と
，
森
林
が
成
立
し
な
く
な
る
。
森
林
が
見
ら
れ
な
く
な
る
境
界
を
何
と
い
う
か
。

語
句
を
答
え
よ
。

（
ⅱ
）��
日
本
の
中
部
地
方
の
山
で
，（
ⅰ
）
の
標
高
を
超
え
る
地
帯
で
見
ら
れ
る
植
生
に
お
い
て
，
代
表
的
な

植
物
種
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
コ
メ
ツ
ガ
�
�
�
②②
　
シ
ラ
ビ
ソ
�
�
�
�
③③
　
ハ
イ
マ
ツ

④④
　
ヘ
ゴ
�
�
�
�
�
⑤⑤
　
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

問
３　
森
林
の
バ
イ
オ
ー
ム
は
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
文
章
は
森
林
が
形
成
さ
れ
，

安
定
し
て
い
く
ま
で
の
遷
移
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
文
章
中
の
波
下
線
ⓐ
～
ⓕ
の
う
ち
，
誤
り
を
含

む
も
の
を
二
つ
選
び
，
記
号
で
答
え
よ
（
順
不
同
）。

溶
岩
台
地
の
よ
う
な
，
土
壌
が
な
い
場
所
で
始
ま
る
遷
移
を
ⓐ
一
次
遷
移
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境

に
最
初
に
侵
入
す
る
植
物
を
ⓑ
極
相
植
物
と
い
い
，
ⓒ
地
衣
類
や
コ
ケ
植
物
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

ら
が
侵
入
す
る
と
，
植
物
の
枯
死
体
な
ど
が
増
え
て
土
壌
の
形
成
が
進
む
。
土
壌
が
発
達
し
て
い
く
と
，
ス
ス

キ
な
ど
の
草
本
が
生
育
す
る
よ
う
に
な
り
，
草
原
が
形
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
土
壌
形
成
が
進
む
と
，
陽
樹
の
低

木
林
を
経
て
，
や
が
て
陽
樹
の
高
木
林
（
陽
樹
林
）
と
な
る
。
高
木
林
の
林
床
で
は
，
陽
樹
の
幼
木
は
育
た
な

い
。
こ
れ
は
，
林
床
の
光
環
境
で
は
，
ⓓ
陽
樹
の
光
補
償
点
を
下
回
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
，
陽
樹
に
代
わ
っ

て
，
ⓔ
光
補
償
点
が
高
く
，
薄
暗
い
環
境
で
も
生
育
可
能
な
陰
樹
の
幼
木
が
育
つ
。
こ
の
幼
木
が
成
長
す
る
と
，

陽
樹
と
陰
樹
の
高
木
が
共
存
す
る
時
期
を
経
て
，
陰
樹
林
に
移
り
変
わ
る
。
陰
樹
林
の
林
床
で
は
陰
樹
の
幼
木

が
育
つ
た
め
，
こ
れ
以
降
は
安
定
し
て
陰
樹
林
が
継
続
す
る
。
安
定
し
た
陰
樹
林
に
お
い
て
，
台
風
な
ど
で
森

林
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
る
と
，
ⓕ
部
分
的
に
陽
樹
が
育
つ
こ
と
も
あ
る
。

〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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73

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
75

入 試 問 題 （ 健 康 栄 養 学 科 ）
健
康
栄
養
学
科  

生
物
基
礎

問
５　
下
線
部
（
ａ
）
に
関
し
て
，
生
態
系
内
で
み
ら
れ
る
生
物
や
非
生
物
的
環
境
の
働
き
に
つ
い
て
，
作
用
お

よ
び
環
境
形
成
作
用
で
あ
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
雑
木
林
で
は
，
人
間
の
手
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
植
生
の
遷
移
が
止
ま
る
。

②②
　
気
温
が
上
昇
す
る
と
植
物
の
光
合
成
が
活
発
に
な
る
。

③③
　
植
物
が
活
発
に
光
合
成
を
す
る
こ
と
で
，
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
低
下
す
る
。

④④
　
藻
類
を
食
べ
る
ウ
ニ
を
ラ
ッ
コ
が
捕
食
す
る
こ
と
で
，
藻
類
の
個
体
数
が
維
持
さ
れ
る
。

⑤⑤
　
岩
場
に
藻
類
が
生
息
す
る
こ
と
で
，
藻
類
に
産
卵
す
る
魚
が
集
ま
る
。

問
6　
下
線
部
（
ｂ
）
に
関
し
て
，こ
の
よ
う
な
働
き
で
水
質
が
元
に
戻
る
作
用
を
何
と
い
う
か
。
語
句
を
答
え
よ
。

問
7　
池
や
湖
な
ど
で
は
，
汚
水
の
流
入
に
よ
り
，
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
異
常
に
増
殖
す
る
場
合
が
あ
る
。
池

や
湖
な
ど
の
淡
水
域
に
お
い
て
，
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
に
よ
っ
て
水
面
が
変
色
す
る
現
象
を
何
と

い
う
か
。
語
句
を
答
え
よ
。

－
13
－
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学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期
試
験
問
題

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
75

健
康
栄
養
学
科 

化
学
基
礎

問
5　
１
気
圧
の
も
と
，
一
定
の
熱
量
で
氷
を
加
熱
し
て
い
く
と
き
の
，
加
熱
時
間
と
温
度
の
関
係
を
表
す
グ
ラ

フ
の
概
形
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。
�

①①
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
②②
　

③③
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
④④
　

温
度

〔
℃
〕

加
熱
時
間

温
度

〔
℃
〕

加
熱
時
間

温
度

〔
℃
〕

加
熱
時
間

温
度

〔
℃
〕

加
熱
時
間

－
2
－

化
　
学
　
基
　
礎

必
要
な
ら
ば
，
以
下
の
数
値
を
用
い
よ
。

原
子
量
　
H
：
1.0
　
　
N
：
14
　
　
O
：
16
　
　
N
a：
23
　
　
Cl
：
35
.5　
　
Ca
：
40
　
　
A
g：
10
8

ア
ボ
ガ
ド
ロ
定
数
　
6.0
×
10
23
�/
m
ol
　

0℃
，
1.0
13
×
10
5 �P
a（
標
準
状
態
）
に
お
け
る
気
体
１
m
ol
の
体
積
　
22
.4
L

な
お
，
体
積
の
単
位
リ
ッ
ト
ル
は
L
と
表
記
す
る
。

次
の
問
い
（
問
1～

5）
に
答
え
よ
。

問
1　
純
物
質
で
あ
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
空
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
②②
　
硝
酸
�
�
�
�
�
�
�
�
�
③③
　
石
油

④④
　
二
酸
化
炭
素
�
�
�
�
�
�
�
⑤⑤
　
岩
石

問
2　
共
有
結
合
の
結
晶
で
あ
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。
�

①①
　
石
英
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
②②
　
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
�
�
�
�
③③
　
一
酸
化
炭
素

④④
　
亜
鉛
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑤⑤
　
ヨ
ウ
素

問
3　
1.5
×
10
23
�個
の
窒
素
分
子
N
2の
質
量
は
何
gか
。
有
効
数
字
２
桁
で
求
め
よ
。

問
4　
互
い
に
同
位
体
の
関
係
で
あ
る
も
の
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
斜
方
硫
黄
と
単
斜
硫
黄
�
�
�
②②
　
銅
と
酸
化
銅（
Ⅱ
）�
�
�
�
③③
　
酸
素
と
硫
黄

④④
　
重
水
素
と
三
重
水
素
�
�
�
�
⑤⑤
　
塩
化
水
素
と
塩
酸

1

－
1
－
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学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
75

入 試 問 題 （ 健 康 栄 養 学 科 ）
健
康
栄
養
学
科  

化
学
基
礎

B�
�
0.1
00
m
ol
/L
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
Ca
Cl
2水
溶
液
（
密
度
�1
.01
g/
cm

3 ）
20
0
m
Lに
0.1
00
m
ol
/L
の
硝

酸
銀
A
gN
O
3水
溶
液
を
加
え
る
と
，
塩
化
銀
A
gC
lの
白
色
沈
殿
が
生
じ
た
。
こ
の
と
き
の
変
化
は
次
の
化

学
反
応
式
で
示
さ
れ
る
。
な
お
，
生
成
し
た
A
gC
lは
す
べ
て
沈
殿
す
る
も
の
と
す
る
。

Ca
Cl
2＋
2A
gN
O
3
→
2A
gC
l＋
Ca（
N
O
3）
2

問
4　
下
線
部
に
関
し
て
，
こ
の
水
溶
液
の
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
は
何
％
か
。
有
効
数
字
３
桁
で
求
め
よ
。

問
5　
こ
の
操
作
で
硝
酸
銀
水
溶
液
を
10
0
m
L加
え
た
と
き
の
反
応
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
文
中
の
（
ア
）

～
（
エ
），
（
カ
）
に
あ
て
は
ま
る
数
を
有
効
数
字
３
桁
で
記
せ
。
ま
た
，（
オ
）
は
あ
て
は
ま
る
も
の
を
①①
，

②②
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。
た
だ
し
，
水
溶
液
の
混
合
や
反
応
に
よ
る
水
溶
液
の
体
積
へ
の

影
響
は
な
い
も
の
と
す
る
。

硝
酸
銀
水
溶
液
を
加
え
る
前
の
水
溶
液
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
は
（
　
ア
　
）
m
ol
，
後
か
ら
加
え
た
硝
酸
銀
は
�

（
　
イ
　
）
m
ol
な
の
で
，
す
べ
て
反
応
す
る
こ
と
で
塩
化
銀
が
（
　
ウ
　
）
m
ol
，
す
な
わ
ち
（
　
エ
　
）
g�
生

じ
る
。
ま
た
，
反
応
し
な
か
っ
た
（
オ
　
①①
　
銀
イ
オ
ン
　
　
②②
　
塩
化
物
イ
オ
ン
）
が
（
　
カ
　
）
m
ol
/L
の

濃
度
で
水
溶
液
中
に
残
る
。

－
4
－

次
の
文
A
と
B
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（
問
1～

5）
に
答
え
よ
。

A�
�
次
の
表
は
周
期
表
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
1　
表
中
の
（
ア
）
～
（
ウ
）
に
あ
て
は
ま
る
元
素
記
号
を
記
せ
。

問
2　
Be
や
M
gの
よ
う
な
２
族
元
素
の
名
称
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
ハ
ロ
ゲ
ン
�
�
�
�
②②
　
貴
ガ
ス
�
�
�
�
③③
　
ア
ル
カ
リ
金
属
�
�
�
�
④④
　
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属

問
3　
原
子
番
号
と
電
気
陰
性
度
の
関
係
を
表
す
グ
ラ
フ
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答

え
よ
。

①①
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
②②
　

③③
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
④④
　

⑤⑤
　

2

1

1

族
周
期

2

2

3

3

4

4

H Li N
a K

H
e

N
e

A
r

K
r

Be M
g

（
ウ
）
Sc

T
i
V
Cr
M
n
Fe

Co
N
i
Cu

Zn

B

（
イ
）

Ga

C Si Ge

N P A
s

O S Se

（
ア
）

Cl Br

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

原
子
番
号

5
10

15
25

20

原
子
番
号

5
10
15

25
20

35
30

原
子
番
号

5
10
15

25
20

35
30

原
子
番
号

5
10
15

25
20

35
30

原
子
番
号

5
10

15
25

20

－
3
－
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学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期
試
験
問
題

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
75

健
康
栄
養
学
科 

化
学
基
礎

次
の
文
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（
問
1～

5）
に
答
え
よ
。

過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
K
M
nO

4と
過
酸
化
水
素
H
2O
2が
反
応
す
る
と
き
，
H
2O
2は
（
　
ア
　
）
剤
と
し

て
は
た
ら
く
。
硫
酸
で
酸
性
に
し
た
水
溶
液
中
に
お
け
る
こ
の
と
き
の
変
化
を
，
電
子
を
含
む
イ
オ
ン
反
応
式

で
表
す
と
，
そ
れ
ぞ
れ
，
次
の
式
ⅰ
，
ⅱ
と
な
る
。

�
�
�
�
�
�
M
nO

4－
＋
8H

＋
＋
5e
－
→
M
n2
＋
＋
4H

2O
��
…
ⅰ

�
�
�
�
�
�
H
2O
2
→
O
2＋
2H

＋
＋
2e
－
��
…
ⅱ

こ
の
と
き
，
M
nの
酸
化
数
は
（
　
イ
　
）
か
ら
（
　
ウ
　
）
に
変
化
す
る
。

上
記
の
酸
化
還
元
反
応
を
利
用
し
た
，
以
下
の
滴
定
実
験
を
行
っ
た
。

【
実
験
】�　
1.0
×
10
－
2
m
ol
/L
の
H
2O
2水
溶
液
20
m
Lを
正
確
に
ホ
ー
ル
ピ
ペ
ッ
ト
で
コ
ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー

に
は
か
り
取
り
，
希
硫
酸
を
加
え
た
の
ち
，
濃
度
不
明
の
K
M
nO

4水
溶
液
を
滴
下
し
た
と
こ
ろ
，

終
点
ま
で
に
要
し
た
水
溶
液
は
5.0
m
Lで
あ
っ
た
。

問
1　
文
中
の
（
ア
）
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
，（
イ
），
（
ウ
）
に
あ
て
は
ま
る
酸
化
数
を
記
せ
。

問
2　
次
の
反
応
①①
～
③③
の
う
ち
，
酸
化
還
元
反
応
で
あ
る
も
の
を
す
べ
て
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
2A
l＋
6H
Cl
→
2A
lC
l 3＋
3H

2

②②
　
2K

2C
rO

4＋
2H
Cl
→
K
2C
r 2
O
7＋
2K
Cl
＋
H
2O

③③
　
2K
I＋
Cl
2
→
2K
Cl
＋
I 2

問
3　
下
線
部
に
関
し
て
，
次
の
文
中
の
（
エ
）
～
（
カ
）
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
，
下
の
①①
～
⑥⑥
の
う
ち
か
ら

一
つ
ず
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

K
M
nO

4水
溶
液
を
5.0
m
L滴
下
す
る
ま
で
は
M
nO

4－
が
H
2O
2と
す
べ
て
反
応
す
る
の
で
，水
溶
液
は
（
　
エ
　
）

色
で
あ
る
。
終
点
の
5.0
m
Lを
超
え
る
と
，
水
溶
液
中
に
（
　
オ
　
）
が
残
る
の
で
，（
　
カ
　
）
色
に
な
る
。

①①
　
M
nO

4－
��
�
�
�
②②
　
H
2O
2�
�
�
�
③③
　
黄

④④
　
赤
紫
�
�
�
�
�
⑤⑤
　
青
紫
�
�
�
�
⑥⑥
　
無

問
4　
【
実
験
】
に
関
し
て
，
滴
定
に
用
い
た
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
モ
ル
濃
度
は
何
m
ol
/L
か
。

有
効
数
字
２
桁
で
求
め
よ
。

4

－
6
－

次
の
文
を
読
み
，
以
下
の
問
い
（
問
1～

6）
に
答
え
よ
。

0.1
0
m
ol
/L
の
塩
酸
10
m
Lを
コ
ニ
カ
ル
ビ
ー
カ
ー
に
と
り
，
適
切
な
指
示
薬
を
加
え
た
。
こ
れ
に
，

（
　
ア
　
）
を
用
い
て
濃
度
未
知
の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
N
aO
H
水
溶
液
を
滴
下
し
た
と
こ
ろ
，
滴
下
量
が

20
m
Lに
な
っ
た
と
こ
ろ
で
中
和
点
に
達
し
た
。

問
1　
下
線
部
に
関
す
る
記
述
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答

え
よ
。

①①
　
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
は
使
え
る
が
，
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
は
使
え
な
い
。

②②
　
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
は
使
え
る
が
，
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
は
使
え
な
い
。

③③
　
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
，
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
の
ど
ち
ら
を
使
っ
て
も
よ
い
。

④④
　
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
，
メ
チ
ル
オ
レ
ン
ジ
の
ど
ち
ら
も
使
え
な
い
。

問
2　
文
中
の
（
ア
）
に
あ
て
は
ま
る
ガ
ラ
ス
器
具
の
名
称
を
記
せ
。

問
3　
0.1
0
m
ol
/L
の
塩
酸
を
10
0倍
に
希
釈
し
た
と
き
の
pH
は
い
く
ら
か
。
小
数
第
１
位
ま
で
求
め
よ
。
た
だ

し
，
強
酸
は
水
溶
液
中
で
完
全
に
電
離
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

問
4　
滴
定
に
用
い
た
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
モ
ル
濃
度
は
何
m
ol
/L
か
。
有
効
数
字
２
桁
で
求
め
よ
。

問
5　
水
溶
液
が
酸
性
を
示
す
も
の
を
，
次
の
①①
～
⑤⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番
号
で
答
え
よ
。

①①
　
N
aH
CO

3��
�
�
�
�
�
�
�
②②
　
N
H
4C
l��
�
�
�
�
�
�
�
③③
　
Ca
Cl（
O
H
）

④④
　
CH

3C
O
O
K
��
�
�
�
�
�
�
⑤⑤
　
N
a 2
SO

4

問
6　
次
の
Ａ
，
Ｂ
の
化
学
反
応
式
に
つ
い
て
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
番

号
で
答
え
よ
。

�
Ａ
　
CH

3C
O
O
N
a＋
H
Cl
→
CH

3C
O
O
H
＋
N
aC
l

�
Ｂ
　
N
aC
l＋
N
H
3＋
H
2O
→
N
aO
H
＋
N
H
4C
l

①①
　
Ａ
，
Ｂ
と
も
に
自
発
的
に
反
応
が
お
こ
る
。
�
�
②②
　
Ａ
の
み
自
発
的
に
反
応
が
お
こ
る
。

③③
　
Ｂ
の
み
自
発
的
に
反
応
が
お
こ
る
。
�
�
�
�
�
④④
　
ど
ち
ら
も
自
発
的
に
は
反
応
は
起
こ
ら
な
い
。

3

－
5
－
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学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
73

学
部
共
通  

生
物
基
礎

一
般
選
抜
前
期

解答

ページへ
75

入 試 問 題 （ 健 康 栄 養 学 科 ）
健
康
栄
養
学
科  

化
学
基
礎

問
5　
【
実
験
】
に
関
し
て
，
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
，
滴
定
の
終
点
を
超
え
て
10
�m
Lま
で
滴
下

す
る
。
こ
の
と
き
，
水
溶
液
中
の
マ
ン
ガ
ン（
Ⅱ
）イ
オ
ン
M
n2
＋
の
物
質
量
〔
m
ol
〕
と
滴
下
量
〔
m
L〕
の
関

係
を
表
す
グ
ラ
フ
は
次
の
図
の
破
線
で
表
さ
れ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
，
水
溶
液
中
の
過
マ
ン
ガ
ン
酸
イ
オ
ン

M
nO

4－
の
物
質
量
〔
m
ol
〕
と
滴
下
量
〔
m
L〕
の
関
係
を
，
解
答
用
紙
の
方
眼
に
実
線
で
記
し
，
縦
軸
の
目

盛
に
必
要
な
数
値
を
補
っ
て
グ
ラ
フ
を
完
成
さ
せ
よ
。
た
だ
し
，
M
n2
＋
と
M
nO

4－
の
反
応
は
起
こ
ら
な
い
も

の
と
す
る
。

K
M
nO

4
水
溶
液
の
滴
下
量〔
m
L〕

00
5.0

10
.0

物 質 量
〔
m
ol
〕

－
7
－
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学
基
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入 試 問 題 （ 学 部 共 通 ）

52

学
部
共
通  

英
語

解答

ページへ
76

一
般
選
抜
後
期

学
部
共
通  

英
語

問
8

 T
he

 r
es

ul
ts

 o
f 

th
e 

ex
pe

ri
m

en
t 

8
 th

e 
id

ea
 t

ha
t 

th
e 

ne
w

 t
ra

in
in

g 
m

et
ho

d 
im

pr
ov

es
 

ad
ul

t m
em

or
y.

①①
　

de
liv

er
 to
　
　
②②
　

fit
 w

ith
　
　
③③
　

ph
as

e 
ou

t　
　
④④
　

re
fr

ai
n 

fr
om

－
2
－

英
　
語

　
次
の
問
い
（
問
1～
8）
の

 
1

 ～
 

8
 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
下
の

①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

問
1

 T
he

se
 fe

st
iv

al
s 

an
d 

ev
en

ts
, w

hi
ch

 a
re

 
1

 to
 o

ur
 to

w
n,

 m
ak

e 
it 

a 
jo

yf
ul

 p
la

ce
 to

 v
is

it.

①①
　

aw
kw

ar
d　
　
②②
　

in
no

ce
nt
　
　
③③
　

un
iq

ue
　
　
④④
　

pu
nc

tu
al

問
2

 O
ne

 o
f t

he
 m

aj
or

 
2

 fr
om

 th
e 

ci
ty

’ s
 c

iti
ze

ns
 is

 th
e 

la
ck

 o
f p

ar
ki

ng
 s

pa
ce

s.
  T

he
 m

ay
or

 

ha
s 

de
ci

de
d 

to
 a

dd
re

ss
 th

is
 is

su
e.

①①
　

cr
iti

ci
sm

s　
　
②②
　

ad
va

nt
ag

es
　
　
③③
　

sc
he

m
es
　
　
④④
　

sy
m

pt
om

s

問
3

 A
 fe

w
 d

ay
s 

3
 n

ev
er

 lo
ng

 e
no

ug
h 

to
 e

xp
er

ie
nc

e 
al

l t
he

 a
ttr

ac
tio

ns
 in

 th
is

 a
m

us
em

en
t 

pa
rk

. 

①①
　

is
　
　
②②
　

ar
en

’ t　
　
③③
　

be
　
　
④④
　

be
in

g

問
4

 L
uc

y,
 I 

fo
un

d 
a 

m
at

h 
te

xt
bo

ok
 in

 th
e 

co
m

pu
te

r 
ro

om
 y

es
te

rd
ay

.  
It

 h
as

 y
ou

r 
na

m
e 

on
 it

.  
It

’ s
 

yo
ur

s,
 

4
 ?

①①
　

is
 it
　
　
②②
　

is
n’

t i
t　
　
③③
　

is
 th

is
　
　
④④
　

is
n’

t t
hi

s

問
5

 T
he

 d
oo

rb
el

l 
ra

ng
 w

hi
le

 I
 w

as
 w

as
hi

ng
 d

is
he

s.
  

I 
ra

n 
to

 t
he

 d
oo

r, 
le

av
in

g 
th

e 
w

at
er

  

5
 .

①①
　

ru
ns
　
　
②②
　

ra
n　
　
③③
　

ru
nn

in
g　
　
④④
　

w
ill

 r
un

問
6

 T
o 

st
ay

 s
af

e 
on

lin
e,

 a
vo

id
 c

om
m

on
 p

as
sw

or
ds

 th
at

 c
an

 
6

 e
as

ily
, l

ik
e 

“ p
as

sw
or

d”
 o

r 

“ 1
23

45
6.

”

①①
　

gu
es

s　
　
②②
　

be
 g

ue
ss

ed
　
　
③③
　

be
 g

ue
ss

in
g　
　
④④
　

ha
ve

 g
ue

ss
ed

問
7

 D
es

pi
te

 c
ha

ng
in

g 
fa

sh
io

n 
tr

en
ds

, M
ar

ia
 a

lw
ay

s 
7

 h
er

 ti
m

el
es

s 
an

d 
cl

as
si

c 
st

yl
e.

①①
　

la
ys

 o
ff
　
　
②②
　

pu
ts

 a
si

de
　
　
③③
　

ru
ns

 th
ro

ug
h　
　
④④
　

st
ic

ks
 to

1

－
1
－
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英
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般
選
抜
後
期
試
験
問
題

解答

ページへ
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一
般
選
抜
後
期

学
部
共
通  

英
語

問
3

 I
n 

a 
Fl

or
id

a※
 k

in
de

rg
ar

te
n 

cl
as

sr
oo

m
, t

ea
ch

er
 R

ob
in

 H
ug

he
s 

di
sc

ov
er

ed
 th

at
 m

os
t o

f h
er

 

pu
pi

ls
 h

ad
 n

ev
er

 s
ee

n 
sn

ow
.  

To
 h

el
p 

th
em

 u
nd

er
st

an
d,

 s
he

 a
sk

ed
 h

er
 s

is
te

r, 
A

m
be

r, 
w

ho
 

liv
es

 i
n 

K
en

tu
ck

y※
, 

to
 s

en
d 

sn
ow

 t
o 

he
r 

ki
nd

er
ga

rt
en

. 
 I

n 
Ja

nu
ar

y,
 a

ft
er

 a
bo

ut
 2

5 

ce
nt

im
et

er
s 

of
 s

no
w

, A
m

be
r 

m
ad

e 
a 

sm
al

l s
no

w
m

an
※

 n
am

ed
 “

Lu
ck

y”
 w

ith
 b

lu
eb

er
ri

es
 fo

r 

ey
es

 a
nd

 a
 c

ar
ro

t 
no

se
. 

 S
he

 p
ut

 L
uc

ky
 i

n 
a 

sp
ec

ia
l 

bo
x 

to
 k

ee
p 

hi
m

 c
ol

d 
an

d 
se

nt
 h

im
 

ne
ar

ly
 1

,3
00

 k
ilo

m
et

er
s 

to
 F

lo
ri

da
.  

Lu
ck

y 
ar

ri
ve

d 
in

 a
lm

os
t p

er
fe

ct
 s

ha
pe

.  
Si

nc
e 

th
en

, M
s.

 

H
ug

he
s 

ha
s 

be
en

 ta
ki

ng
 L

uc
ky

 o
ut

 o
f t

he
 c

af
et

er
ia

 fr
ee

ze
r 

ev
er

y 
da

y 
so

 th
at

 
11

 . 
 S

he
 

pl
an

s 
to

 m
el

t 
Lu

ck
y 

an
d 

us
e 

th
e 

w
at

er
 f

or
 a

 g
ar

de
ni

ng
 p

ro
je

ct
 a

t 
th

e 
sc

ho
ol

 w
he

n 
sp

ri
ng

 

co
m

es
.

注
　
※

 
Fl

or
id

a:
 フ
ロ
リ
ダ
（
米
国
南
東
端
の
州
）　
　

K
en

tu
ck

y:
 ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
（
米
国
中
東
部
の
州
）

 
 

 
 

sn
ow

m
an

: 雪
だ
る
ま

①①
　

th
e 

sn
ow

m
an

 m
ay

 n
ot

 m
el

t i
n 

th
e 

ga
rd

en
 u

nd
er

 th
e 

su
n

②②
　

th
e 

pu
pi

ls
 c

an
 w

or
k 

fo
r 

ho
ur

s 
to

 b
ui

ld
 a

 h
ug

e 
sn

ow
m

an

③③
　

he
r 

si
st

er
 w

ill
 m

ak
e 

an
ot

he
r 

sn
ow

m
an

 a
nd

 s
en

d 
it 

to
 h

er

④④
　

th
e 

ch
ild

re
n 

ca
n 

to
uc

h 
th

e 
sn

ow
m

an
 a

nd
 a

sk
 q

ue
st

io
ns

問
4

 S
ka

te
bo

ar
di

ng
※

 c
om

pe
tit

io
ns

 u
se

 s
pe

ci
al

 w
al

ls
 t

ha
t 

ar
e 

tw
is

te
d 

an
d 

tu
rn

ed
 a

nd
 

sk
at

eb
oa

rd
er

s 
ca

n 
do

 a
m

az
in

g 
tr

ic
ks

.  
It

’ s
 fu

n 
to

 s
ee

 h
ow

 s
ka

te
bo

ar
di

ng
 b

ec
am

e 
so

 p
op

ul
ar

.  

A
fte

r 
W

or
ld

 W
ar

 I
I, 

m
an

y 
ne

w
 h

om
es

 w
er

e 
bu

ilt
 i

n 
th

e 
U

.S
., 

es
pe

ci
al

ly
 i

n 
Lo

s 
A

ng
el

es
※

.  

A
lo

ng
 w

ith
 th

es
e 

ho
m

es
, m

an
y 

sw
im

m
in

g 
po

ol
s 

w
er

e 
bu

ilt
, t

oo
.  

In
 S

ou
th

er
n 

C
al

ifo
rn

ia
※

, a
 

po
pu

la
r 

ty
pe

 o
f p

oo
l w

as
 th

e 
“ k

id
ne

y※
-s

ha
pe

d 
po

ol
,”

 w
hi

ch
 lo

ok
s 

a 
bi

t l
ik

e 
a 

bo
dy

 o
rg

an
.  

In
 

th
e 

19
70

s,
 C

al
ifo

rn
ia

 h
ad

 a
 b

ig
 d

ro
ug

ht
※

, s
o 

th
e 

go
ve

rn
m

en
t 

to
ld

 p
eo

pl
e 

no
t 

to
 f

ill
 t

he
ir

 

sw
im

m
in

g 
po

ol
s 

to
 s

av
e 

w
at

er
.  

12
  M

an
y 

pe
op

le
 s

ta
rt

ed
 s

ka
te

bo
ar

di
ng

 t
he

re
, w

hi
ch

 

he
lp

ed
 th

e 
cu

ltu
re

 b
eg

in
 to

 e
xp

an
d.

注
　
※

 
sk

at
eb

oa
rd

: ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
（
に
乗
る
）　

 
 

 
 

Lo
s 

A
ng

el
es

: ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る
米
国
第
２
の
都
市
）

 
 

 
 

So
ut

he
rn

 C
al

ifo
rn

ia
: 南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
南
部
地
域
）

 
 

 
 

ki
dn

ey
: 腎
臓
　
　

dr
ou

gh
t: 
干
ば
つ

①①
　

H
ow

ev
er

, t
he

 w
at

er
 s

ho
rt

ag
e 

w
as

 s
ol

ve
d.

②②
　

A
s 

a 
re

su
lt,

 th
es

e 
po

ol
s 

w
er

e 
le

ft 
em

pt
y.

③③
　

T
hi

s 
w

ea
th

er
 w

as
 g

re
at

 fo
r 

ou
td

oo
r 

sp
or

ts
.

④④
　

T
hu

s,
 th

es
e 

po
ol

s 
be

ca
m

e 
a 

st
at

us
 s

ym
bo

l.

－
4
－

　
次
の
問
い
（
問
1～
4）
の

 
9

 ～
 

12
 に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
そ
れ
ぞ
れ
下
の

①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

問
1

 A
 : 

K
ev

in
, I

 n
ee

d 
yo

ur
 a

dv
ic

e.
  Y

ou
 to

ok
 P

ro
fe

ss
or

 B
ro

w
n’

s 
st

at
is

tic
s 

co
ur

se
 la

st
 y

ea
r, 

ri
gh

t?
  

I’ m
 in

te
re

st
ed

 in
 it

, b
ut

 I 
he

ar
d 

hi
s 

as
si

gn
m

en
ts

 a
re

 r
ea

lly
 to

ug
h.

 
B

 : 
T

he
y 

ar
e,

 b
ut

 h
is

 le
ct

ur
es

 a
re

 th
or

ou
gh

 a
nd

 h
e’

s 
a 

gr
ea

t t
ea

ch
er

.

 
A

 : 
Is

 it
 w

or
th

 th
e 

ch
al

le
ng

e?

 
B

 : 
D

ef
in

ite
ly

.  
In

 m
y 

op
in

io
n,

 h
is

 a
ss

ig
nm

en
ts

 a
re

 to
ug

h 
m

ai
nl

y 
be

ca
us

e 
th

ey
 r

eq
ui

re
 g

ro
up

 

w
or

k.
  I

 r
ec

om
m

en
d 

9
 .

 
A

 : 
T

ha
nk

s,
 I 

fe
el

 m
or

e 
po

si
tiv

e 
ab

ou
t s

ig
ni

ng
 u

p 
fo

r 
th

at
 c

ou
rs

e 
no

w
.

①①
　

st
ar

tin
g 

to
 w

or
k 

al
on

e,
 a

s 
it 

he
lp

s 
yo

u 
fo

cu
s 

be
tte

r

②②
　

re
ad

in
g 

m
or

e 
bo

ok
s 

an
d 

as
ki

ng
 th

e 
pr

of
es

so
r 

fo
r 

he
lp

③③
　

m
ak

in
g 

fr
ie

nd
s 

in
 th

e 
cl

as
s 

to
 w

or
k 

on
 a

ss
ig

nm
en

ts
 to

ge
th

er

④④
　

ta
ki

ng
 a

no
th

er
 s

ta
tis

tic
s 

co
ur

se
 b

y 
a 

di
ff

er
en

t p
ro

fe
ss

or

問
2

 A
 : 

H
as

 a
ny

on
e 

se
en

 S
ue

? 

 
B

 : 
I t

ri
ed

 c
al

lin
g 

he
r 

a 
fe

w
 m

in
ut

es
 a

go
, b

ut
 s

he
 d

id
n’

t a
ns

w
er

.

 
A

 : 
W

e 
ha

ve
 w

ai
te

d 
lo

ng
 e

no
ug

h.
  L

et
’ s

 g
o 

w
ith

ou
t h

er
.

 
B

 : 
Lo

ok
!  

Su
e 

is
 r

un
ni

ng
 to

w
ar

d 
us

 w
ith

 h
er

 c
os

tu
m

e 
on

.

 
A

 : 
10

①①
　

G
re

at
, n

ow
 w

e 
ca

n 
al

l g
o 

to
 th

e 
H

al
lo

w
ee

n 
pa

rt
y 

to
ge

th
er

.

②②
　

O
h,

 I 
to

ta
lly

 fo
rg

ot
 a

bo
ut

 h
er

.  
I h

op
e 

sh
e 

m
ak

es
 it

 to
 th

e 
pa

rt
y 

on
 ti

m
e.

③③
　

B
ut

 y
ou

 to
ld

 m
e 

yo
u’

d 
be

 m
ee

tin
g 

w
ith

 u
s 

he
re

 y
es

te
rd

ay
.

④④
　

M
ay

be
 w

e 
sh

ou
ld

 c
al

l h
er

 s
oo

n 
to

 m
ak

e 
su

re
.

2

－
3
－
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一
般
選
抜
後
期

学
部
共
通  

英
語

問
1

 空
欄

 （
　
ａ
　
）・
（
　
ｂ
　
） 
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
語（
句
）を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら

一
つ
ず
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

⒜
 

13
 
①①
　

at
 d

aw
n 

 
②②
　

fo
r 

sa
le

 
 

 
③③
　

in
 s

iz
e 

 
 
④④
　

w
ith

in
 r

ea
ch

⒝
 

14
 
①①
　

ge
nt

le
  

 
②②
　

re
gu

la
r 

 
 
③③
　

su
bt

le
  

 
④④
　

va
st

問
2

 下
線
部
🄐🄐
🄐
🄐🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐🄐








①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
， 

マ
ー
ク
せ
よ
。

🄐🄐
 

15
 
①①
　

ar
ea

 o
f a

 d
iff

er
en

t c
ol

or
 fr

om
 th

e 
re

st

 
 

 
 

 
 
②②
　

pl
ac

e 
re

se
rv

ed
 fo

r 
an

 in
di

vi
du

al

 
 

 
 

 
 
③③
　

ro
om

 w
he

re
 a

 le
ss

on
 w

ill
 ta

ke
 p

la
ce

 
 

 
 

 
 
④④
　

se
t o

f t
oo

ls
 fo

r 
m

ak
in

g 
co

ok
ie

s

🄑🄑
 

16
 
①①
　

de
ci

de
 w

he
th

er
 to

 jo
in

 th
e 

le
ss

on

 
 

 
 

 
 
②②
　

in
tr

od
uc

e 
yo

ur
se

lf 
to

 o
th

er
 p

ar
tic

ip
an

ts

 
 

 
 

 
 
③③
　

re
po

rt
 y

ou
’ v

e 
co

m
e 

to
 R

oo
m

 1
01

 
 

 
 

 
 
④④
　

st
ar

t a
 s

ho
rt

 to
ur

 o
f t

he
 fa

ct
or

y

問
3

 ４
月

28
日
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
し
た
い
場
合
の
予
約
可
能
期
間
を
次
の
よ
う
に
表
す
と
き
，
空
欄

 

（
　
ア
　
）・（
　
イ
　
） 
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
当
な
も
の
を
，
下
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。
な
お
，
満
席
に
な
っ
て
予
約
が
で
き
な
い
可
能
性
に
つ
い
て
は
考
え
る
必
要
は
な

い
。

 
 （
　
ア
　
） 
か
ら

 （
　
イ
　
） 
ま
で
予
約
が
可
能
で
あ
る
。

ア
 

17
 
①①
　
３
月

28
日
　
　
　
②②
　
３
月

31
日
　
　
　
③③
　
４
月
１
日
　
　
　
④④
　
４
月

21
日

イ
 

18
 
①①
　
４
月

21
日
　
　
　
②②
　
４
月

24
日
　
　
　
③③
　
４
月

27
日
　
　
　
④④
　
４
月

28
日

問
4

 ４
月

28
日
の
午
後
３
時
開
始
の
レ
ッ
ス
ン
に
現
時
点
で
何
人
が
予
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

19

①①
　
５
人
　
　
　
②②
　
７
人
　
　
　
③③
　

10
人
　
　
　
④④
　

12
人

－
6
－

　
次
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
，下
の
問
い
（
問
1～
5）
の

 
13

 ～
 

20
 

に
答
え
よ
。

3

Em
m

a’
s 

Sw
ee

ts
 F

ac
to

ry
C

O
O

K
IE

 D
E

C
O

R
AT

IN
G

 L
E

S
S

O
N

B
ak

e 
a 

bi
g 

he
ar

t-s
ha

pe
d 

co
ok

ie
, a

bo
ut

 1
4 

cm
 （
　

a　
）,

 a
nd

 d
ra

w
 

pi
ct

ur
es

 o
r 

w
ri

te
 m

es
sa

ge
s 

on
 it

 w
ith

 c
ol

or
fu

l c
ho

co
la

te
 p

en
s.

  

T
he

 c
ho

co
la

te
 p

en
 w

or
ks

 ju
st

 l
ik

e 
a （
　

b　
） 

pe
n.

  
Yo

ur
 m

om
 

w
ill

 lo
ve

 th
is

 s
pe

ci
al

 g
ift

 o
n 

M
ot

he
r’ s

 D
ay

!

C
ho

os
e 

a 
da

te
 a

nd
 t

im
e 

an
d 

cl
ic

k 

th
e 

bu
tto

n 
be

lo
w

 t
o 

se
e 

ho
w

 m
an

y 

🄐🄐
sp

ot
s 

ar
e 

le
ft.

A
pr

. 2
8 
▼
　

3:
00

 p
.m

. ▼
 

G
O

B
O

O
K

IN
G

 S
C

H
E

D
U

LE

Yo
u 

ca
n 

st
ar

t b
oo

ki
ng

 fr
om

 th
e 

fir
st

 d
ay

 o
f t

he
 m

on
th

. B
oo

ki
ng

s 
ca

n 
be

 m
ad

e 
up

 u
nt

il 
on

e 

da
y 

be
fo

re
 y

ou
r 

ar
ri

va
l.

D
E

TA
IL

S

Le
ss

on
 d

at
es

E
ve

ry
 d

ay
, e

xc
ep

t w
he

n 
th

e 
fa

ct
or

y 
is

 c
lo

se
d.

Le
ss

on
 le

ng
th

1 
ho

ur
 (

A
rr

iv
e 

15
 m

in
ut

es
 b

ef
or

e 
to

 🄑🄑
ch

ec
k 

in
.)

T
im

e 
op

ti
on

s
11

:0
0 

a.
m

./
 1

:0
0 

p.
m

./
 3

:0
0 

p.
m

.

P
la

ce
R

oo
m

 1
01

 o
n 

th
e 

gr
ou

nd
 fl

oo
r 

of
 th

e 
fa

ct
or

y

Le
ss

on
 fe

e
$1

0 
(E

ac
h 

pe
rs

on
 m

us
t p

ay
 fo

r 
th

ei
r 

ow
n 

sp
ot

; n
o 

sh
ar

in
g.

)

O
pt

io
n 

fe
e

$5
: G

ift
 w

ra
pp

in
g 

su
pp

lie
s 

an
d 

ca
rd

s 
(R

eq
ue

st
 o

n 
bo

ok
in

g.
)

P
ar

ti
ci

pa
nt

s 
pe

r 
le

ss
on

U
p 

to
 1

2 
pe

op
le

C
on

su
m

pt
io

n 
pe

ri
od

O
ne

 w
ee

k 
fr

om
 w

he
n 

th
e 

co
ok

ie
 w

as
 m

ad
e.

IM
P

O
R

TA
N

T
 N

O
T

IC
E

·
C

hi
ld

re
n 

un
de

r 
ju

ni
or

 h
ig

h 
ag

e 
ne

ed
 to

 c
om

e 
w

ith
 a

n 
ad

ul
t.

·
Pa

y 
th

e 
le

ss
on

 fe
e 

an
d 

op
tio

n 
fe

e 
at

 R
oo

m
 1

01
 b

ef
or

e 
th

e 
le

ss
on

 s
ta

rt
s.

Q
&

A
W

ha
t’s

 n
ew

O
ur

 p
ro

du
ct

s
Le

ss
o

ns

Ap
ril

Su
M

T
W

Th
F

S

30
31

1
2

3
4

5

6
7

8
9

10
11

12

13
14

15
16

17
18

19

20
21

22
23

24
25

26

27
28

29
30

1
2

3

5
 s

p
o

ts
 a

re
 le

ft
.  

H
ur

ry
!

－
5
－
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一
般
選
抜
後
期

学
部
共
通  

英
語

　
次
の
外
国
語
学
習
に
関
す
る
本
文
お
よ
び
資
料
を
読
ん
で
，下
の
問
い（
問
1～
4）
の

 
21

 ～
 

25
 

に
答
え
よ
。

C
at

eg
or

y 
I 

La
ng

ua
ge

s:
 2

4
-3

0
 w

ee
ks

Po
rt

ug
ue

se
Fr

en
ch

Sp
an

is
h

It
al

ia
n

C
at

eg
or

y 
II

 L
an

gu
ag

es
: 

A
pp

ro
xi

m
at

el
y 

3
6

 w
ee

ks

G
er

m
an

In
do

ne
si

an
M

al
ay

Sw
ah

ili

C
at

eg
or

y 
II

I 
La

ng
ua

ge
s:

 A
pp

ro
xi

m
at

el
y 

4
4

 w
ee

ks

U
rd

u
H

in
di

R
us

si
an

B
en

ga
li

C
at

eg
or

y 
IV

 L
an

gu
ag

es
: 

8
8

 w
ee

ks

A
ra

bi
c

Ja
pa

ne
se

K
or

ea
n

M
an

da
ri

n 
C

hi
ne

se

（
出
典

: U
.S

. D
ep

ar
tm

en
t o

f S
ta

te
）

Le
ar

ni
ng

 a
 fo

re
ig

n 
la

ng
ua

ge
 is

 d
iff

ic
ul

t n
ot

 ju
st

 b
ec

au
se

 e
ac

h 
la

ng
ua

ge
 is

 c
om

pl
ex

 in
 it

s 
ow

n 

w
ay

. 
 T

he
 m

ai
n 

ch
al

le
ng

e 
is

 t
ha

t 
it 

is
 d

iff
er

en
t 

fr
om

 y
ou

r 
la

ng
ua

ge
. 

 T
he

 U
S 

go
ve

rn
m

en
t 

ca
te

go
ri

ze
s 

th
e 

la
ng

ua
ge

s 
ta

ug
ht

 t
o 

U
S 

di
pl

om
at

s 
in

to
 f

ou
r 

gr
ou

ps
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

le
ve

l 
of

 

di
ff

ic
ul

ty
.  

T
he

 d
iff

ic
ul

ty
 w

as
 e

st
im

at
ed

 b
y 

th
e 

tim
e 

re
qu

ir
ed

 fo
r 

m
as

te
ry
※

, w
hi

ch
 r

an
ge

s 
fr

om
 2

4 

to
 8

8 
w

ee
ks

. 
 ⑴

T
he

 t
ab

le
 a

bo
ve

 s
ho

w
s 

th
e 

av
er

ag
e 

tim
e 

fo
r 

an
 E

ng
lis

h 
sp

ea
ke

r 
in

 f
ul

l-t
im

e 

le
ar

ni
ng

 to
 r

ea
ch

 “
G

en
er

al
 P

ro
fe

ss
io

na
l P

ro
fic

ie
nc

y※
”  

in
 1

6 
la

ng
ua

ge
s 

w
or

ld
w

id
e 

in
cl

ud
in

g 
th

e 

to
p 

10
 la

ng
ua

ge
s 

in
 s

ha
di

ng
, w

ith
 E

ng
lis

h 
ex

cl
ud

ed
.  
⑵

W
ha

t m
ak

es
 th

es
e 

la
ng

ua
ge

s 
di

ff
ic

ul
t f

or
 

na
tiv

e 
E

ng
lis

h 
sp

ea
ke

rs
?

M
an

y 
E

ng
lis

h 
sp

ea
ke

rs
 i

ni
tia

lly
 t

en
d 

to
 s

tr
ug

gl
e 

w
ith

 t
he

 w
ri

tin
g 

sy
st

em
, 

es
pe

ci
al

ly
 i

n 

la
ng

ua
ge

s 
no

t b
as

ed
 o

n 
th

e 
La

tin
※

 a
lp

ha
be

t. 
 C

hi
ne

se
, i

n 
pa

rt
ic

ul
ar

, i
s 

kn
ow

n 
fo

r 
its

 d
iff

ic
ul

ty
 in

 

th
is

 🄐🄐
re

sp
ec

t. 
 A

dd
iti

on
al

ly
, 

le
ar

ne
rs

 a
re

 s
ai

d 
to

 r
eq

ui
re

 a
ro

un
d 

2,
00

0 
ch

ar
ac

te
rs

 t
o 

re
ad

 a
 

ne
w

sp
ap

er
, a

lth
ou

gh
 th

ey
 w

ill
 s

til
l n

ee
d 

to
 u

se
 a

 d
ic

tio
na

ry
.  

A
no

th
er

 c
ha

lle
ng

e 
is

 th
e 

pr
es

en
ce

 o
f 

so
un

ds
 i

n 
th

e 
ne

w
 l

an
gu

ag
e 

th
at

 a
re

 a
bs

en
t 

in
 t

he
 l

ea
rn

er
s’

 n
at

iv
e 

la
ng

ua
ge

s.
  

Fo
r 

E
ng

lis
h 

sp
ea

ke
rs

, t
he

 c
lic

k 
so

un
ds

 in
 m

an
y 

A
fr

ic
an

 la
ng

ua
ge

s 
ar

e 
ex

am
pl

es
 o

f t
he

ir
 n

ew
 s

ou
nd

s.
 

T
he

 v
oc

ab
ul

ar
y 

re
se

m
bl

an
ce
※

 i
s 

al
so

 i
m

po
rt

an
t. 

 T
he

 w
or

ds
 i

n 
E

ur
op

ea
n 

la
ng

ua
ge

s 
of

te
n 

ha
ve

 s
im

ila
r 

ro
ot

s.
  F

or
 e

xa
m

pl
e,

 w
at

er
 in

 S
pa

ni
sh

 is
 “

ag
ua

,”
 w

hi
ch

 is
 s

im
ila

r 
to

 I
ta

lia
n 

“ a
cq

ua
”  

an
d 

E
ng

lis
h 

“ a
qu

at
ic

.”
  

Fi
na

lly
, 

gr
am

m
ar

 c
an

 b
e 

tr
ic

ky
※

, 
es

pe
ci

al
ly

 i
n 

la
ng

ua
ge

s 
lik

e 
A

ra
bi

c,
 

w
he

re
 w

or
ds

 c
an

 c
ha

ng
e 

at
 th

e 
be

gi
nn

in
g,

 m
id

dl
e,

 o
r 

en
d,

 b
as

ed
 o

n 
th

ei
r 

us
ag

e※
.

La
ng

ua
ge

 a
cq

ui
si

tio
n 

ch
al

le
ng

es
 r

es
ul

t f
ro

m
 th

e 
co

m
bi

na
tio

n 
of

 a
 la

ng
ua

ge
’ s

 w
ri

tin
g 

sy
st

em
, 

4

－
8
－

問
5

 あ
な
た
と
小
学
生
の
妹
（

12
歳
）
は
二
人
で
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
母
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
資
材
と
カ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
に
用
意
し
て
も
ら
う
場
合
，
合
計
で
い
く

ら
支
払
う
こ
と
に
な
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ

よ
。

20

①①
　

15
ド
ル
　
　
　
②②
　

20
ド
ル
　
　
　
③③
　

25
ド
ル
　
　
　
④④
　

30
ド
ル

－
7
－
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一
般
選
抜
後
期

学
部
共
通  

英
語

問
3

 下
線
部
⑵
に
つ
い
て
，
英
語
話
者
が
学
ぶ
言
語
と
，
そ
の
習
得
の
難
し
さ
を
も
た
ら
す
要
素
の
組
み

合
わ
せ
と
し
て
，
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①
～
④④
の

う
ち
か
ら
二
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。
た
だ
し
，
解
答
は
番
号
の
小
さ
い
順
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

 
23

・
24

①①
　
ア
フ
リ
カ
系
言
語

 ―
 音
声

②②
　
中
国
語

 ―
 文
字

③③
　
ア
ラ
ビ
ア
語

 ―
 文
字

④④
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
言
語

 ―
 文
法

問
4

 本
文
お
よ
び
資
料
の
結
論
の
一
つ
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
，
次
の
①①

～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

25

①①
　
あ
る
言
語
の
難
し
さ
は
，
学
習
者
の
適
性
や
学
習
歴
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
に
一
概
に
は
言
え
な

い
。

②②
　
日
本
人
は
新
し
い
言
語
を
学
ぶ
の
が
苦
手
な
の
で
，
特
別
な
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
だ
。

③③
　
米
国
人
に
と
っ
て
日
本
語
を
習
得
す
る
の
が
難
し
い
よ
う
に
，
日
本
人
に
と
っ
て
英
語
の
習
得
は

難
し
い
。

④④
　
米
国
政
府
は
，
表
に
記
載
さ
れ
た
言
語
の
中
で
最
も
難
し
い
の
は
日
本
語
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

－
10
－

so
un

ds
, 

vo
ca

bu
la

ry
, 

an
d 

gr
am

m
ar

, 
an

d 
th

es
e 

co
m

e 
in

 d
if

fe
re

nt
 p

ro
po

rt
io

ns
. 

 T
he

 U
S 

go
ve

rn
m

en
t l

is
ts

 J
ap

an
es

e 
as

 a
 “

su
pe

r-
ha

rd
 la

ng
ua

ge
,”

 b
ut

 in
 th

e 
sa

m
e 

w
ay

, E
ng

lis
h 

ca
n 

be
 h

ar
d 

fo
r 

Ja
pa

ne
se

 p
eo

pl
e 

to
 le

ar
n.

  T
hi

s 
is

 n
ot

 b
ec

au
se

 th
ey

 a
re

 b
ad

 a
t l

ea
rn

in
g 

ne
w

 la
ng

ua
ge

s.

注
　
※

 
m

as
te

ry
: 熟
達
　
　
　

G
en

er
al

 P
ro

fe
ss

io
na

l P
ro

fic
ie

nc
y:

 一
般
実
務
レ
ベ
ル

 
 

 
 

La
tin

: ラ
テ
ン
語
の
　
　
　

re
se

m
bl

an
ce

: 類
似
　
　
　

tr
ic

ky
: 扱
い
に
く
い
，
難
し
い

 
 

 
 

us
ag

e:
（
単
語
の
）
用
法

問
1

 下
線
部
🄐🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

21

①①
　

es
se

nt
ia

l b
eh

av
io

r

②②
　

in
te

re
st

in
g 

ch
oi

ce

③③
　

pa
rt

ic
ul

ar
 a

sp
ec

t

④④
　

un
iq

ue
 c

ha
lle

ng
e

問
2

 下
線
部
⑴
に
つ
い
て
，
習
得
の
難
易
度
の
高
い
順
に
表
し
て
い
るも

の
は
ど
れ
か
。
最
も
適
当
なも


の
を
，
次
の
表
の
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

22

（
難
）　

1　
　

2
3

　
　

4　
（
易
）

①①
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ロ
シ
ア
語

フ
ラ
ン
ス
語

ベ
ン
ガ
ル
語

②②
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

マ
レ
ー
語

イ
タ
リ
ア
語

日
本
語

③③
ス
ペ
イ
ン
語

ス
ワ
ヒ
リ
語

韓
国
語

ア
ラ
ビ
ア
語

④④
中
国
語
（
北
京
語
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

ド
イ
ツ
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

－
9
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問
1

 下
線
部
🄐🄐
🄐
🄐🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
🄐
①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
， 

マ
ー
ク
せ
よ
。

   

🄐🄐
 

26
 
①①
　

sa
tis

fie
d 

w
ith

 s
om

et
hi

ng
  

 
②②
　

as
ha

m
ed

 o
f s

om
et

hi
ng

 
 

 
 

 
 
③③
　

ab
so

rb
ed

 in
 s

om
et

hi
ng

  
 

 
④④
　

su
rp

ri
se

d 
at

 s
om

et
hi

ng
 

🄑🄑
 

27
 
①①
　

ex
pl

or
at

io
n 

m
is

si
on

  
 

 
 
②②
　

re
sc

ue
 te

am

 
 

 
 

 
 
③③
　

gr
ou

p 
of

 p
as

se
ng

er
s 

 
 

 
 
④④
　

m
ai

nt
en

an
ce

 a
ct

iv
ity

問
2

 空
欄

 （
　

a　
）・
（
　

b　
） 
に
入
れ
るのに


最
も
適
当
な
語
を，次の



①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

⒜
　

28
 
①①
　

en
co

ur
ag

ed
 

 
②②
　

fo
rc

ed
  

 
 

 
③③
　

he
lp

ed
  

 
 

 
④④
　

st
op

pe
d

⒝
　

29
 
①①
　

im
po

ss
ib

le
  

 
②②
　

un
na

tu
ra

l 
 

 
③③
　

un
ce

rt
ai

n 
 

 
④④
　

in
ev

ita
bl

e

問
3

 本
文
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
なものを，次の






①①
～
④④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
，
マ
ー
ク
せ
よ
。

30

①①
　

E
ar

ha
rt

 d
re

am
ed

 o
f b

ec
om

in
g 

th
e 

fir
st

 w
om

an
 p

ilo
t i

n 
th

e 
w

or
ld

 a
nd

 a
ch

ie
ve

d 
it 

in
 th

e 

U
SA

 in
 th

e 
19

30
s.

②②
　

E
ar

ha
rt

 w
as

 th
e 

fir
st

 w
om

an
 w

ho
 le

ar
ne

d 
to

 fl
y 

an
d 

en
co

ur
ag

ed
 m

an
y 

yo
un

g 
w

om
en

 to
 

fo
llo

w
 h

er
 e

xa
m

pl
e.

③③
　

E
ar

ha
rt

 h
ad

 a
 p

as
si

on
 fo

r 
fly

in
g 

an
d 

co
m

pl
et

ed
 a

 s
ol

o 
fli

gh
t a

cr
os

s 
th

e 
A

tla
nt

ic
 fo

r 
th

e 

fir
st

 ti
m

e 
as

 a
 w

om
an

.

④④
　

E
ar

ha
rt

 s
uc

ce
ed

ed
 in

 a
 s

ol
o 

ro
un

d-
th

e-
w

or
ld

 fl
ig

ht
 fo

r 
th

e 
fir

st
 ti

m
e 

as
 a

 w
om

an
, w

hi
ch

 

le
ft 

he
r 

na
m

e 
in

 h
is

to
ry

.

－
12
－

著
作
権
の
都
合
に
よ
り
、
W
eb
上
で
は
問
題
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

冊
子
版
で
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

資
料
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。



入 試 問 題 （ 学 部 共 通 ）

58

学
部
共
通  

国
語

解答

ページへ
76

一
般
選
抜
後
期

学
部
共
通  

国
語

　 一 部 の 研 究 で は 、 特 定 の 職 業 に 限 っ て み れ ば 、 そ れ な り に ウ ソ を 見 破 る こ と が で き る と さ れ て い ま す 。 た と え ば 、 Ｃ Ｉ Ａ の 職 員

や ウ ソ に 関 心 の あ る
ｂ
り ん シ ョ ウ 心 理 学 者 な ど は 、 ７ 割 程 度 の 正 答 率 で ウ ソ を 見 抜 く こ と が で き る よ う で す 。 た だ し 当 然 な が ら 、

こ う し た 特 殊 な 職 業 は 稀
ま れ

で す 。 多 く の 職 業 で は 、 偶 然 と 同 じ あ る い は 少 し ま し な 程 度 で し か 、 ウ ソ を 見 抜 く こ と は で き ま せ ん 。

「 自 分 は 百 発 百 中 で 恋 人 の 浮 気 を 見 破 っ て き た ん だ ！ 」 と い う 方 が お ら れ る か も し れ ま せ ん が 、 ウ ソ を 見 抜 く の は 決 し て 簡 単 な こ

と で は な い の で す 。

　 ど う し て 他 者 の ウ ソ を 見 抜 く の は 難 し い の で し ょ う か 。 ま ず 、 先 ほ ど 紹 介 し た よ う な 視 線 な ど は 、 ウ ソ を 見 抜 く た め の 有 効 な 手

が か り に は な ら な い わ け で す が 、 必 要 以 上 に こ う し た 手 が か り に 着 目 し て し ま う と 、 ウ ソ を 見 抜 く の は 難 し く な り ま す 。 実 際 、 手

が か り に 着 目 す る こ と で 、 む し ろ ウ ソ を 見 抜 け な く な る こ と を 示 し た 研 究 も あ り ま す 。

　 さ ら に 、 私 た ち は ウ ソ を 見 抜 く こ と を 妨 げ て し ま う バ イ ア ス を も っ て い る こ と が 知 ら れ て い ま す 。 一 般 的 に 、 私 た ち は 他 人 の

言 っ て い る こ と を 真 実 で あ る と 判 断 す る 傾 向 が 高 い こ と が 知 ら れ て い ま す 。
⑶
こ れ は 真 実 バ イ ア ス と よ ば れ ま す 。 当 た り 前 の よ う

な 話 で す が 、 た い て い の 場 合 、 私 た ち は 目 の 前 の 相 手 が 真 実 を 語 っ て い る と 想 定 し て い ま す 。 会 話 の 半 分 く ら い は ウ ソ で は な い

か ？ 　 と 疑 っ て い て は 、 仕 事 も 遊 び も
ア
ま ま な ら な い で し ょ う 。 つ ま り 、 私 た ち は 通 常 、 ウ ソ の 手 が か り を 積 極 的 に 探 そ う と は し

な い た め 、 結 果 と し て 他 者 の ウ ソ を 見 抜 く の が 難 し い と 考 え ら れ て い ま す 。

　 真 実 バ イ ア ス と は 逆 の ウ ソ バ イ ア ス も あ り ま す 。 Ｘ 。 警 察 官 な ど 、 日 ご ろ か ら ウ ソ に 対
た い

峙
じ

し な

け れ ば な ら な い 一 部 の 職 業 で 、 こ う し た バ イ ア ス が あ る こ と が 知 ら れ て い ま す 。 ウ ソ に 対 し て 敏 感 で は あ っ て も 、 真 実 を ウ ソ と 判

断 し て し ま っ て は 、 冤
え ん

罪
ざ い

な ど に も つ な が る 可 能 性 が あ る の で 、 ウ ソ を 正 し く 見 抜 け て い る と は 言 え ま せ ん 。 ウ ソ を ウ ソ と し て 見 抜

け る 正 確 性 だ け で は な く 、 真 実 を 真 実 と し て 見 抜 く 正 確 性 も 同 じ く ら い 重 要 で す 。

　 ウ ソ バ イ ア ス と 関 連 す る 現 象 と し て 、 私 た ち は ウ ソ を 見 抜 く 自 分 自 身 の 能 力 を 過 大 評 価 し て し ま う こ と も 知 ら れ て い ま す 。 エ

ラ ー ド の 研 究 で は 、 警 察 官 で あ っ て も 他 人 の ウ ソ を 見 抜 く こ と は 難 し い に も か か わ ら ず 、 彼 ら は 自 分 自 身 が ウ ソ を 上 手 に 見 抜 く こ

と が で き る と 考 え て い る こ と が 示 さ れ て い ま す 。 ウ ソ を 見 抜 く 能 力 に 関 わ る こ う し た 過 大 評 価 も 、 ウ ソ を 正 確 に 見 抜 く こ と を 妨 げ

る 一 因 に な る と 考 え ら れ ま す 。

　 現 実
ｃ
と う ヒ 効 果 も 、 ウ ソ が 気 づ か れ に く く な る 要 因 の ひ と つ で す 。 私 た ち は 真 実 を 知 り た い 一 方 で 、 そ の 内 容 や 状 況 に よ っ て

－
2
－

国 語

次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ９ ） に 答 え よ 。

　 ウ ソ を 見 抜 く 能 力 に 関 す る 研 究 は 、 心 理 学 の 実 験 と し て は 比 較 的 実 施 し や す い こ と 、 ま た 興 味 を 惹
ひ

く テ ー マ で も あ る こ と か ら 、

数 多 く 報 告 さ れ て い ま す 。 ウ ソ を 見 抜 く と き 、 私 た ち は ど ん な 情 報 を も と に 判 断 し て い る の で し ょ う か 。

　 も っ と も わ か り や す い の は 、 相 手 の 発 言 内 容 と 、 自 分 が 真 実 だ と 知 っ て い る 情 報 と が ず れ て い る 場 合 で 、 こ れ な ら 客 観 的 に ウ ソ

と 判 断 で き ま す 。 つ ま り 、 言 語 的 な 内 容 を も と に ウ ソ か ど う か を 判 断 す る や り 方 で す 。 た だ し こ れ は 、 自 分 が 確 か に 事 実 を 把 握 し

て い る 、 ま た 自 分 の 記 憶 に 間 違 い が な い と い っ た
ａ
ぜ ん テ イ が な け れ ば 、 う ま く 機 能 し ま せ ん 。 実 際 に は 、 い つ も 相 手 の 発 言 内 容

の ウ ラ を 取 る こ と が で き る と は 限 り ま せ ん 。

　 相 手 の 発 言 内 容 の 真 偽 が わ か ら な い 場 合 、 私 た ち は 相 手 の 発 言 内 容 以 外 の 、 非 言 語 的 な 手 が か り を 参 考 に し ま す 。 非 言 語 的 な 手

が か り に は さ ま ざ ま な も の が あ り ま す 。 Ａ 、 発 話 に 際 し て の 、 言 い よ ど み や 言 い 間 違 い 、 声 の 高 さ や 話 す 速 さ な ど で す 。 視 線

や ま ば た き な ど 、 顔 か ら 得 ら れ る 情 報 も あ り ま す 。 手 や 足 、 頭 の 動 き や 姿 勢 と い っ た 、 さ ま ざ ま な 体 の 動 き も 手 が か り と な り え ま

す 。
　 み な さ ん は 「
⑴

人 間 は ウ ソ を つ く と き に 右 上 を 見 る 」 と い っ た 話 を 、 一 度 は 聞 い た こ と が あ る の で は な い で し ょ う か 。 も し こ れ

が 本 当 な ら 、 相 手 が ウ ソ を つ い た と 明 確 に わ か る 、 ピ
（ 注 ）

ノ キ オ の 鼻 の よ う な 手 が か り に な り ま す 。 し か し 実 際 に は 、 視 線 を 含 め 、 そ

う い っ た 非 言 語 的 な 手 が か り を 用 い て も 、 ウ ソ が 簡 単 に 見 抜 け る わ け で は な い よ う で す 。

　
⑵
ボ ン ド と デ パ ウ ロ に よ る メ タ 分 析 を 紹 介 し ま し ょ う 。 メ タ 分 析 と は 、 複 数 の 研 究 を 統 合 し て 分 析 を 行 う も の で す 。 彼 ら は 個 別 の

研 究 に お い て 、 ど れ く ら い ウ ソ と 真 実 を 識 別 で き た か を 整 理 し て お り 、 も っ と も 高 い 正 答 率 の も の で 73 ％ で し た 。 一 番 う ま く い っ

た 研 究 で あ っ て も 、 ８ 割 に す ら 届 い て い な い の で す 。 そ し て も っ と も 正 答 率 の 低 い も の は 31 ％ で あ り 、 研 究 全 体 の 平 均 正 答 率 は 約

54 ％ で し た 。 Ｂ 、 コ イ ン を 投 げ て 裏 表 を 予 測 で き る 確 率 よ り も 少 し ま し な 程 度 に す ぎ な い わ け で す 。

1

－
1
－
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問 １ 　 二 重 傍 線 部 ａ ～ ｄ の カ タ カ ナ の 部 分 を 漢 字 に 直 し た と き 、 そ の 漢 字 と 同 じ 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か

ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は １ ～ ４ 。

ａ 　 ぜ ん テ イ １

①① 　 申 し 出 を テ イ ち ょ う に 断 る 。

②② 　 組 織 の 改 革 を テ イ げ ん す る 。

③③ 　 大 急 ぎ で テ イ さ い だ け を 整 え る 。

④④ 　 彼 女 は ご う テ イ に 住 ん で い る 。

ｂ 　 り ん シ ョ ウ ２

①① 　 不 正 の お ん シ ョ ウ を な く す 。

②② 　 シ ョ ウ ら い の 夢 に つ い て 語 る 。

③③ 　 都 市 ガ ス が ね ん シ ョ ウ す る 。

④④ 　 が っ シ ョ ウ コ ン ク ー ル に 出 場 す る 。

ｃ 　 と う ヒ ３

①① 　 貴 重 な 時 間 を ろ う ヒ す る 。

②② 　 働 き 過 ぎ て ヒ ろ う す る 。

③③ 　 屋 上 に ヒ ら い し ん を 設 置 す る 。

④④ 　 警 察 に ヒ が い 届 を 出 す 。

ｄ 　 ハ イ け い ４

①① 　 ハ イ す い の 陣 で 試 合 に 臨 む 。

②② 　 障 害 物 を ハ イ じ ょ す る 。

③③ 　 大 事 な 試 合 で く ハ イ を 喫 す る 。

④④ 　 バ ス 路 線 を ハ イ し す る 。

－
4
－

は 、 む し ろ 真 実 を 知 り た く な い と い う
イ
相 反 す る 欲 求 を も つ こ と が あ り ま す 。 自 分 が と て も 信 頼 し て い て 、 周 囲 の 同 僚 か ら も 頼 り

に さ れ て い る 上 司 が 、 少 し ば か り 経 理 上 の 不 正 を は た ら い て い る 疑 い が あ る 。 自 分 が 気 づ か な け れ ば 、 不 正 は 露 呈 し な い 。 Ｃ 、

露 呈 す る と 自 分 も 同 僚 も 困 っ て し ま う 。 経 理 の 書 類 を チ ェ ッ ク し よ う と 思 え ば で き る け れ ど 、 あ え て 見 な い よ う に す る 。 こ の よ う

に 、 ウ ソ が バ レ な い
ｄ
ハ イ け い に は 、 現 実 か ら 目 を 逸
そ

ら し た い と い う 思 惑 が は た ら く ケ ー ス が あ り ま す 。

　 こ れ ら の 要 因 は 、 い ず れ も ウ ソ を 見 抜 く 側 の 要 因 で す 。 こ う し た 複 数 の 要 因 が あ る う え に 、 Ｙ 。

最 近 の 研 究 か ら は 、 ウ ソ を つ く こ と が 上 手 だ と 思 っ て い る 人 ほ ど 、 シ ン プ ル な ウ ソ を つ き 、 真 実 の 中 に ウ ソ を 埋 め 込 み 、 も っ と も

ら し い 説 明 を 追 加 す る 戦 略 を 利 用 す る と 報 告 さ れ て い ま す 。 Ｄ 、 正 直 に 答 え る こ と で 、 か え っ て ウ ソ つ き と 疑 わ れ る よ う な 状

況 で は （ た と え ば 、 テ ス ト で ク ラ ス の 全 員 が ほ ぼ 50 点 し か 取 れ な か っ た の に 、 た ま た ま 自 分 だ け １ ０ ０ 点 を 取 れ た 場 合 ） 、 む し ろ

少 し ウ ソ を つ く こ と で 、 ウ ソ つ き と 思 わ れ る こ と を 防 ご う と す る こ と を 示 し た 研 究 も あ り ま す 。 こ う し た 要 因 が 複 合 的 に 関 与 す る

こ と を 考 え る と 、 ウ ソ を 見 抜 く の は ほ ぼ 不 可 能 で あ る よ う に も 思 え ま す 。

　 た だ し 、 こ う し た 研 究 成 果 に 基 づ い て 、 「 ウ ソ は バ レ な い も の だ 」 と い う 結 論 を 出 す の は 誤 り で す 。 ウ ソ が 一 度 き り で 終 わ る 場

合 は 、 バ レ ず に す む こ と も た く さ ん あ る で し ょ う が 、 日 常 生 活 で は 、 一 度 ウ ソ を つ い た ら 、 辻
つ じ

褄
つ ま

を 合 わ せ て い か な け れ ば な ら な い

こ と が た く さ ん 出 て き ま す 。 そ の 結 果 、 客 観 的 な 証 拠 と の 整 合 性 が と れ ず 、 怪 し ま れ る こ と も あ る で し ょ う 。 ウ ソ か ど う か を 判 断

さ れ る 機 会 に 繰 り 返 し 晒
さ ら

さ れ れ ば 、
ウ
否

い や

応
お う

な く ウ ソ が バ レ る 確 率 も 上 が っ て い き ま す 。 「 ど う せ バ レ な い だ ろ う 」 と ウ ソ を つ い て い

る と 、 い つ か 必 ず 手 痛 い し っ ぺ 返 し を 食 ら う も の 、 と 筆 者 は 考 え る よ う に し て い ま す 。

（ 阿 部 修 士 『 あ な た は こ う し て ウ ソ を つ く 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 及 び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

（ 注 ） 　� ピ ノ キ オ の 鼻 … … ピ ノ キ オ は 『 ピ ノ キ オ の 冒 険 』 と い う 物 語 の 登 場 人 物 。 人 間 の よ う に 動 く 木 彫 り の 人 形 で 、 ウ ソ を つ く

と 鼻 が 伸 び て し ま う 。

－
3
－
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問 ４ 　 傍 線 部 ⑴ 「 人 間 は ウ ソ を つ く と き に 右 上 を 見 る 」 と あ る が 、 筆 者 は こ の 話 に つ い て ど の よ う に 考 え て い る か 。 そ の 説 明 と し

て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は ９ 。

①① 　 「 人 間 は ウ ソ を つ く と き に 右 上 を 見 る 」 は 、 非 言 語 的 な 手 が か り の 一 つ で あ る 視 線 を 参 考 に し て ウ ソ を 見 抜 こ う と す る

も の で あ る が 、 他 の 非 言 語 的 な 手 が か り や 「 ピ ノ キ オ の 鼻 」 と 同 様 、 ウ ソ を 見 抜 く 手 が か り と し て は 不 十 分 で あ る 。

②② 　 「 人 間 は ウ ソ を つ く と き に 右 上 を 見 る 」 は 、 主 に 視 線 と い う 非 言 語 的 な 手 が か り を 参 考 に し て ウ ソ を 見 抜 こ う と す る も

の で あ る が 、 他 の 非 言 語 的 な 手 が か り と 同 様 、 「 ピ ノ キ オ の 鼻 」 の よ う な 有 効 な 手 が か り と は な ら な い 。

③③ 　 「 人 間 は ウ ソ を つ く と き に 右 上 を 見 る 」 は 、 視 線 を 参 考 に し て ウ ソ を 見 抜 こ う と す る も の で あ る が 、 言 語 的 な 内 容 や

「 ピ ノ キ オ の 鼻 」 よ り は 有 効 で あ る も の の 、 ウ ソ を 明 確 に 見 抜 く ほ ど の 手 が か り に は な り そ う も な い 。

④④ 　 「 人 間 は ウ ソ を つ く と き に 右 上 を 見 る 」 は 、 視 線 や ま ば た き な ど 顔 か ら 得 ら れ る 複 数 の 非 言 語 的 な 手 が か り を 参 考 に し

て ウ ソ を 見 抜 こ う と す る も の で あ る が 、 言 語 的 な 内 容 と 同 様 、 ウ ソ を 見 抜 く た め の 手 が か り に は な り 得 な い 。

－
6
－

問 ２ 　 二 重 傍 線 部 ア ～ ウ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は ５ ～ ７ 。

ア 　 ま ま な ら な い ５

①① 　 始 ま ら な い

②② 　 つ ま ら な い

③③ 　 自 由 に で き な い

④④ 　 続 け ら れ な い

イ 　 相 反 す る ６

①① 　 間 違 っ た

②② 　 自 分 勝 手 な

③③ 　 ば か ば か し い

④④ 　 矛 盾 す る

ウ 　 否 応 な く ７

①① 　 少 し ず つ

②② 　 あ っ と い う ま に

③③ 　 い つ の ま に か

④④ 　 ど う 思 っ て い よ う と

問 ３ 　 Ａ ～ Ｄ に 入 る 言 葉 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

　 　 マ ー ク 解 答 番 号 は ８ 。

①① 　 Ａ 　 た と え ば� � Ｂ 　 つ ま り� � � Ｃ 　 む し ろ� � Ｄ 　 ま た

②② 　 Ａ 　 お そ ら く� � Ｂ 　 つ ま り� � � Ｃ 　 だ か ら� � Ｄ 　 し か し

③③ 　 Ａ 　 た と え ば� � Ｂ 　 あ る い は� � Ｃ 　 だ か ら� � Ｄ 　 ま た

④④ 　 Ａ 　 お そ ら く� � Ｂ 　 あ る い は� � Ｃ 　 む し ろ� � Ｄ 　 し か し

－
5
－
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問 ６ 　 傍 線 部 ⑶ 「 こ れ は 真 実 バ イ ア ス と よ ば れ ま す 」 と あ る が 、 筆 者 は 「 真 実 バ イ ア ス 」 や 「 ウ ソ バ イ ア ス 」 を 取 り 上 げ て ど の よ

う な こ と を 言 お う と し て い る の か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。
� マ ー ク 解 答 番 号 は 11 。

①① 　 私 た ち が ウ ソ を 見 抜 く こ と が で き る よ う に な る た め に は 、 真 実 バ イ ア ス や ウ ソ バ イ ア ス を も た な い よ う に す る こ と が 必

要 だ と い う こ と 。

②② 　 私 た ち が も っ て い る バ イ ア ス に は ウ ソ を 見 抜 く こ と に 役 立 つ 働 き を す る も の と 、 ウ ソ を 見 抜 く こ と を 妨 げ る 働 き を す る

も の が あ る と い う こ と 。

③③ 　 私 た ち が ウ ソ を 簡 単 に 見 抜 く こ と が で き な い の は 、 ウ ソ を つ い て い る 人 だ け で な く ウ ソ を 見 抜 こ う と し て い る 人 に も 原

因 が あ る と い う こ と 。

④④ 　 私 た ち が 日 常 生 活 の 中 で 無 意 識 の う ち に ウ ソ を つ い て し ま う の は 、 真 実 バ イ ア ス や ウ ソ バ イ ア ス な ど と い っ た バ イ ア ス

の せ い で あ る と い う こ と 。

問 ７ 　 Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 12 。

①① 　 あ か ら さ ま な ウ ソ で あ っ て も 、 そ れ を 信 じ て し ま う バ イ ア ス の こ と で す

②② 　 相 手 の 発 言 を 、 必 要 以 上 に ウ ソ だ と 考 え て し ま う バ イ ア ス の こ と で す

③③ 　 手 が か り が な い の に 、 ウ ソ か 真 実 か を 判 断 し て し ま う バ イ ア ス の こ と で す

④④ 　 真 実 を ウ ソ だ と 、 ウ ソ を 真 実 だ と 思 い 込 ん で し ま う バ イ ア ス の こ と で す

－
8
－

問 ５ 　 傍 線 部 ⑵ 「 ボ ン ド と デ パ ウ ロ に よ る メ タ 分 析 を 紹 介 し ま し ょ う 」 と あ る が 、 こ の 部 分 で 「 メ タ 分 析 」 を 紹 介 す る こ と に は ど

の よ う な 意 味 や 効 果 が あ る の か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 10 。

①① 　 ウ ソ と 真 実 の 識 別 に 関 す る さ ま ざ ま な 研 究 を 紹 介 す る こ と で 、 ウ ソ を 見 抜 こ う と す る と き に は 一 つ で は な く 複 数 の 方 法

を 試 み る こ と の 大 切 さ を 強 調 し て い る 。

②② 　 ウ ソ と 真 実 を 識 別 す る 方 法 に は さ ま ざ ま な も の が あ る が 、 一 つ で は な く 複 数 の 方 法 を 組 み 合 わ せ る こ と で ウ ソ を 見 抜 く

確 率 が 高 く な っ て い く こ と を 証 明 し て い る 。

③③ 　 ウ ソ と 真 実 の 識 別 に 関 す る 研 究 結 果 は う ま く い っ た も の か ら う ま く い か な か っ た も の ま で さ ま ざ ま で あ る こ と を 示 し て 、

そ う し た 研 究 の 無 意 味 さ を 伝 え て い る 。

④④ 　 ウ ソ と 真 実 の 識 別 に 関 す る さ ま ざ ま な 研 究 結 果 を 具 体 的 な 数 値 と と も に 示 す こ と で 、 ウ ソ を 見 抜 く と い う こ と に 対 す る

筆 者 の 考 え 方 に 説 得 力 を 与 え て い る 。

－
7
－
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問 ９ 　 こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 14 。

①① 　 ウ ソ を 見 抜 く 手 が か り は そ れ ほ ど 有 効 で は な く 、 ま た ウ ソ を 見 抜 く こ と を 妨 げ る さ ま ざ ま な 要 因 も あ る こ と か ら 、 ウ ソ

を 見 抜 く こ と は 非 常 に 難 し い が 、 ウ ソ を つ い て ば か り い る と ウ ソ が バ レ る 可 能 性 が 高 く な り 、 い つ か そ の 報 い を 受 け る こ

と に な っ て し ま う 。

②② 　 ウ ソ を つ く と い つ か 必 ず 手 痛 い し っ ぺ 返 し が あ る た め ウ ソ を つ く こ と は や め た ほ う が よ い が 、 日 常 生 活 の 中 で ど う し て

も ウ ソ を つ か な け れ ば な ら な い 状 況 に な っ た と き に は 、 ウ ソ を 見 抜 く 手 が か り を 相 手 に 与 え な い よ う に 十 分 に 気 を つ け な

け れ ば な ら な い 。

③③ 　 相 手 の 発 言 内 容 の よ う な 言 語 的 手 が か り や 視 線 な ど の 非 言 語 的 な 手 が か り は ウ ソ を 見 抜 く た め の 情 報 と し て は 不 十 分 な

た め 一 度 き り の ウ ソ が バ レ る こ と は な い が 、 世 の 中 に は 警 察 官 の よ う に ウ ソ を 簡 単 に 見 破 る こ と が で き る 人 も 存 在 す る た

め 、 繰 り 返 し ウ ソ を つ く こ と を し て は な ら な い 。

④④ 　 他 人 の ウ ソ を 見 抜 く の は そ れ ほ ど 簡 単 な こ と で は な い が 、 人 間 は 日 常 生 活 の 中 で さ ま ざ ま な ウ ソ と 対 峙 し て い る う ち に

少 し ず つ ウ ソ を 見 抜 く こ と が で き る よ う に な っ て い く た め 、 「 ウ ソ は バ レ な い も の だ 」 な ど と 安 易 に 考 え 、 ウ ソ を つ く の

は よ く な い こ と で あ る 。

－
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－

問 ８ 　 Ｙ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 13 。

①① 　 ウ ソ は し ば し ば 、 真 実 の 中 に 何 く わ ぬ 形 で 、 目 立 た な い よ う に 紛 れ 込 ん で い ま す

②② 　 ウ ソ と い う も の は 通 常 、 い く つ も の ウ ソ が 重 な り 合 っ た 多 重 構 造 に な っ て い ま す

③③ 　 多 く の ウ ソ は 、 ウ ソ を つ い て い る 本 人 に す ら ウ ソ を つ い て い る 自 覚 が あ り ま せ ん

④④ 　 あ ま り に も 露 骨 な ウ ソ で 、 か え っ て ウ ソ だ と わ か ら な い も の も 少 な く あ り ま せ ん

－
9
－
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料 館 に 積 ま れ た も の を 見 て 、 そ こ に あ る い ろ ん な 事 情 を 読 み 解 く こ と は 楽 し か っ た 。 そ の と き 、 人 間 と い う も の に 興 味 が 持 て な い

の だ と 思 い こ ん で い た 未 名 子 は 、 で も 、 順 さ ん の 集 め た 資 料 を 見 る こ と で 、 自 分 の ま わ り に い る 人 た ち や 人 の 作 っ た 全 部 の も の が 、

ず っ と 先 に 生 き る 新 し い 人 た ち の 足 も と の ほ ん の ひ と 欠 片 に な る こ と も あ る の だ と 思 え た ら 、 自 分 は 案 外 Ⅰ と い う も の が 好 き

な の か も し れ な い と 考 え る こ と が で き た 。 未 名 子 は 中 学 、 高 校 生 の あ い だ 、 休 み の 日 や 学 校 に 行 け な か っ た 日 に は 自 習 道 具 を 持 ち

こ ん で 、 そ う し て 学 校 を 卒 業 し て か ら は 仕 事 の な い 昼 の 間 中 、 ず っ と 資 料 館 の 整 理 を 手 伝 っ て い た 。

　 順 さ ん の 資 料 館 に は 、 未 名 子 が 眺 め て い て 飽 き な い も の が た く さ ん あ っ た 。
⑵
た だ 、 い わ ゆ る 見 学 者 を 入 れ て 見 せ る 観 光 施 設 で

は な か っ た の で 、 資 料 館 は 無 収 入 だ っ た し 、 国 や 自 治 体 か ら 補 助 金 が 出 て い る と い う こ と も な か っ た 。 順 さ ん は 以 前 、 若 い こ ろ で

あ っ て も 、 良 く い っ て
イ
在 野 の 郷 土 史 家 だ っ た し 、 今 は 調 査 を 続 け る こ と が 難 し い ほ ど に 年 を と っ て い る 。 現 在 も う 成 人 し て い る

未 名 子 に し た っ て 、 学 芸 員 の 資 格 を 持 っ て い る わ け で も 、 研 究 者 と し て こ こ に 勤 務 し て い る わ け で も な い 。 在 野 の 郷 土 史 家 の ほ と

ん ど の 人 が そ う で あ る よ う に 、 こ の 仕 事 は 給 料 を 生 む よ う な も の で は な く 、 だ か ら 未 名 子 も 、 当 然 な が ら ほ か に 仕 事 を 持 っ て い る 。

　 補 助 金 の 申 請 は と て も 煩 雑 で
ｃ
キ て い が 細 か く 、 面 倒 な 手 順 を 経 な け れ ば い け な い 。 だ か ら 順 さ ん は そ う い っ た 手 続 き を 早 い う

ち か ら い っ さ い あ き ら め て い て 、 そ れ か ら 今 に 至 る ま で 、 こ の 資 料 館 は 周 囲 に 暮 ら す ほ か の 人 た ち か ら 見 る と た だ の 古 め か し く て

怪 し い 建 物 だ っ た 。 人 以 外 に も 、 た く さ ん の 生 き 物 の 死 の
ｄ
コ ン せ き が あ る 。 こ の 近 く に か つ て い た 、 今 は も う 死 に 絶 え た 動 物 の 、

で き が 良 い と は い え な い 剝 製 が 窓 か ら の ぞ い て 見 え る 、
ウ
不 穏 な 情 報 が 詰 ま っ て い る と こ ろ だ と 思 わ れ て い た 。

　 た だ 、 も し こ の 資 料 館 が 補 助 金 の 出 る 正 式 な 公 的 施 設 で 、 入 場 者 が 増 え る よ う 入 り 口 に そ の 時 々 の お す す め の 展 示 を 貼 り 紙 で 告

知 し た り 、 土 日 に や っ て く る 人 に わ か り や す く ギ ャ ラ リ ー ト ー ク や ガ イ ド ツ ア ー を し な け れ ば な ら な い と こ ろ だ っ た と し た ら 、 未

名 子 は こ ん な ふ う に 長 い こ と 手 伝 っ て は い な か っ た か も し れ な い と も 思 う 。 町 の 中 で 、 ほ と ん ど の 人 か ら 公 共 の 知 識 だ と 認 め ら れ

て い な い 、 ひ っ そ り と し た 情 報 の 置 き 場 所 だ っ た か ら こ そ 、 自 分 は こ こ に 逃 げ こ ん で き た ん だ ろ う と 未 名 子 は 考 え て い た 。

　 Ｘ 。 未 名 子 と 出 会 っ た こ ろ は ま だ と き ど き 街 に 出 た り 、 新 聞 を 読 ん で は な に や ら 人 間

の 所 業 に う っ す ら 腹 を 立 て た り 悲 し ん だ り も し て い た 順 さ ん は 、 未 名 子 や ま わ り の 人 た ち が 気 づ か な い く ら い ゆ っ く り と し た ス

ピ ー ド で 、 透 明 な な に か が 自 身 の 体 の 中 に し み こ ん で い く み た い に し て 、 感 情 だ け で な く い ろ い ろ な 機 能 を 鈍 ら せ て い き つ つ あ る 。

　 ア ー カ イ ブ を 整 理 し て い く 作 業 は 単 調 な う え 、 と り た て て Ⅱ を す る 必 要 が な い 。 未 名 子 は イ ン デ ッ ク ス を Ａ か ら Ｚ ま で な

－
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ７ ） に 答 え よ 。

　 未
み

名
な

子
こ

が 資 料 館 に 出 入 り し て 順
よ り

さ ん の 手 伝 い を す る よ う に な っ た の は 今 か ら 十 年 ほ ど 前 で 、 十 代 の 半 ば 、 ま だ 中 学 生 の こ ろ だ っ

た 。 未 名 子 の 父 親 が 、 あ ま り 人 づ き あ い が 得 意 で な く 学 校 を 休 み が ち だ っ た 未 名 子 を 連 れ て 県 内 の 別 の 場 所 か ら こ の 近 く へ 引 っ 越

し て き た と き 、 今 よ り ま だ ず い ぶ ん 元 気 だ っ た 順 さ ん は 、 も う す で に 古 ぼ け た こ の 資 料 館 で 、 未 名 子 が 現 在 や っ て い る よ う な 作 業

を し て い た 。 そ う し て 、 当 時 学 校 に も 行 か ず に こ の 資 料 館 の そ ば に
ア
よ る べ な く 立 ち 尽 く し て い た 未 名 子 に 、 館 内 に 入 っ て も い い

と い う 許 可 を く れ 、 小 さ な 人 骨 の 欠
か け ら

片 を 見 せ 、 掌
て の ひ ら

に 載 せ て 触 ら せ て く れ た の だ っ た 。

　 順 さ ん の 持 っ て い た 人 骨 は 、 資 料 館 の 近 く で
ａ
サ イ し ゅ う さ れ た も の だ っ た 。 こ の あ た り は 沖 縄 で も 古 代 の 人 間 が 集 落 を 作 っ て

い て 、 英
（ 注 ） え い

祖
そ

の 時 代 の ず っ と 前 か ら 重 要 な 場 所 と し て 栄 え て い た ら し い 。 た だ 、 ま だ 子 ど も だ っ た 未 名 子 が 見 る 限 り 、 こ の 骨 が も の

す ご く 古 い 化 石 の よ う な も の な の か 、 そ れ と も 戦 争 に よ っ て 死 ん だ 最 近 の 人 の も の な の か は 判 別 が つ か な か っ た 。 そ れ ど こ ろ か 、

未 名 子 は 順 さ ん に 細 部 を 説 明 さ れ な け れ ば 、 こ の 小 さ な 欠 片 が か つ て 人 間 の 一 部 だ っ た の だ と い う こ と す ら 、 理 解 で き な か っ た 。

そ ん な 未 名 子 に 順 さ ん は 、 こ の 小 さ な 塊 が ど う い う 理 由 で 自 分 の 手 に 渡 っ て き た か を て い ね い に 話 し て 聞 か せ て く れ た 。
⑴
順 さ ん

は 人 骨 の ほ か に も 、 今 ま で 未 名 子 が 見 た こ と の な い 奇 妙 な な に か を い く つ も 見 せ て く れ た 。 ど れ も こ の 地 域 に ゆ か り が あ っ て 、 ま

た 来 歴 の 説 明 が な け れ ば そ れ が い っ た い な ん な の か も わ か ら な い も の ば か り だ っ た 。 未 名 子 に と っ て こ の 建 物 に 詰 ま っ た す べ て が 、

順 さ ん の 物 語 な く し て は な ん の 役 に も 立 た な い 物 体 で し か な か っ た 。 紙 に ま と め ら れ た 情 報 群 に し て も 、 数 値 や そ の 集 合 が ど う い

う 意 味 を 持 っ て い る の か 、 約 束 ご と を き い て 紐
ひ も

づ け な け れ ば 、 た だ の イ ン ク の 模 様 で し か な い 。 い ま で も 未 名 子 は 、 こ こ に あ る 多

く に つ い て 、 イ ン デ ッ ク ス が あ っ て も な お 、 完 全 に は 把 握 で き て い な い 。

　 た だ 、 未 名 子 は 初 め て 資 料 館 に 来 た と き 、 建 物 に 詰 ま っ た も の を 集 め て き た 順 さ ん の こ と が と て も 好 き に な っ た 。 彼 女 の 大 切 な

宝 物 を 、 そ れ が 人 の 死 を 直 接 思 い お こ さ せ る も の だ と し て も 、 子 ど も で あ る 未 名 子 自 身 に 、 そ の 物 語 ご と き ち ん と 開 か れ た も の と

し て 見 せ て く れ る こ と が 嬉
う れ

し か っ た 。 未 名 子 の 通 っ て い た 学 校 で は す く な く と も 、 死 ん だ 人 間 の 一 部 ど こ ろ か 、 通 学 路 に あ る 犬 の

死 で さ え 、 子 ど も た ち の 目 か ら
ｂ
セ イ じ つ に 隠 し と お さ れ て い た 。

　 こ の 資 料 館 に 通 う よ う に な っ て か ら も 、 未 名 子 は 自 分 の い る 土 地 の 歴 史 や 文 化 に あ ま り 強 く 興 味 を 持 つ こ と は な か っ た 。 た だ 資

2

－
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問 １ 　 二 重 傍 線 部 ａ ～ ｄ の カ タ カ ナ の 部 分 に 使 用 す る 漢 字 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ

一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 15 ～ 18 。

ａ 　 サ イ し ゅ う 15

①① 　 菜 　 　 ②② 　 催 　 　 ③③ 　 採 　 　 ④④ 　 栽

ｂ 　 セ イ じ つ 16

①① 　 成 　 　 ②② 　 誠 　 　 ③③ 　 制 　 　 ④④ 　 清

ｃ 　 キ て い 17

①① 　 規 　 　 ②② 　 記 　 　 ③③ 　 企 　 　 ④④ 　 紀

ｄ 　 コ ン せ き 18

①① 　 懇 　 　 ②② 　 混 　 　 ③③ 　 恨 　 　 ④④ 　 痕

問 ２ 　 二 重 傍 線 部 ア ～ ウ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 19 ～ 21 。

ア 　 よ る べ な く 19

①① 　 い つ ま で も

②② 　 毎 日 の よ う に

③③ 　 わ ざ わ ざ

④④ 　 頼 る と こ ろ が な く

イ 　 在 野 の 20

①① 　 貧 し い

②② 　 素 人 の

③③ 　 公 職 で は な い

④④ 　 無 名 の

ウ 　 不 穏 な 21

①① 　 雑 多 な

②② 　 物 騒 な

③③ 　 よ く わ か ら な い

④④ 　 役 に 立 た な い

－
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－

ぞ っ て い き 、 終 わ れ ば ま た 逆 か ら な ぞ っ て 戻 る 。 言 葉 順 で 、 も し く は 地 域 で カ テ ゴ ラ イ ズ で き る タ グ を つ け 、 そ れ か ら 時 代 で 並 べ

な お す 。 デ ー タ は 修 復 の い ら な い も の も 多 か っ た け れ ど 、 そ れ で あ っ て も 一 見 意 味 の な い よ う な 、 数 年 前 に も 順 さ ん が 行 っ た で あ

ろ う そ の 行 為 を 繰 り か え し な ぞ っ て 確 認 し て い く こ と は 、 こ の 資 料 が 存 在 し つ づ け る た め に は と て も 重 要 な こ と だ っ た 。 そ う し て

数 年 後 に 同 じ 作 業 を 行 う こ と も 、 ま た 大 切 な の だ 、 と 未 名 子 は 考 え て い る 。 今 こ の 瞬 間 に こ の デ ー タ を 確 認 し た 、 と い う こ と に

よ っ て 資 料 の 強 度 は は っ き り 増 す 。 た と え そ れ が 『 変 化 な し 』 の ス タ ン プ を 押 す だ け だ っ た と し て も 。

（ 高 山 羽 根 子 『 首 里 の 馬 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 及 び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

（ 注 ） 　 英 祖 … … 十 三 世 紀 頃 に 琉
り ゅ う

球
き ゅ う
の 王 だ っ た と 伝 え ら れ る 人 物 。

－
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問 ５ 　 傍 線 部 ⑵ 「 た だ 、 い わ ゆ る 見 学 者 を 入 れ て 見 せ る 観 光 施 設 で は な か っ た の で 、 資 料 館 は 無 収 入 だ っ た し 、 国 や 自 治 体 か ら 補

助 金 が 出 て い る と い う こ と も な か っ た 」 と あ る が 、 こ の こ と に つ い て 未 名 子 は ど の よ う に 考 え て い た か 。 そ の 説 明 と し て 最 も

ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 25 。

①① 　 順 さ ん の 資 料 館 に は 貴 重 な も の が た く さ ん あ る に も か か わ ら ず そ れ ら が 人 目 に ほ と ん ど 触 れ な い こ と を も っ た い な い と

思 っ て い た 未 名 子 は 、 資 料 館 を 公 的 な 観 光 施 設 に 変 え 、 見 学 者 を 入 れ て 見 せ た ほ う が よ い と 考 え て い た 。

②② 　 順 さ ん は 補 助 金 の 申 請 は し て い な い も の の 、 資 料 館 を 観 光 施 設 に し て 自 分 の 宝 物 を た く さ ん の 人 に 見 せ た い と 思 っ て い

た が 、 未 名 子 は こ の 資 料 館 は 自 分 に と っ て 大 切 な 場 所 で あ る た め ず っ と そ の ま ま に し て お い て ほ し い と 考 え て い た 。

③③ 　 順 さ ん の 資 料 館 は 人 づ き あ い が 苦 手 だ っ た 未 名 子 に と っ て 逃 げ 場 所 の よ う な と こ ろ で あ っ た た め 、 も し 資 料 館 が 補 助 金

の 出 る 公 的 な 観 光 施 設 の よ う に な っ て い た ら 未 名 子 は こ こ に 長 く は い ら れ な か っ た だ ろ う と 考 え て い た 。

④④ 　 順 さ ん は 、 資 料 館 を 観 光 施 設 の よ う に し な い の は 補 助 金 の 申 請 な ど が 面 倒 だ か ら だ な ど と 言 っ て い た が 、 実 際 は 、 資 料

館 を た く さ ん の 人 が 集 ま る 場 所 に し て ほ し く な い と い う 未 名 子 の 思 い を く み 取 っ て く れ た か ら だ と 考 え て い た 。

問 ６ 　 Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 26 。

①① 　 順 さ ん は 、 未 名 子 が 成 長 し て い く に つ れ て ほ ん の ち ょ っ と ず つ 元 気 を な く し て い っ た

②② 　 年 を と っ た 順 さ ん は 、 現 在 で も な お 在 野 の 郷 土 史 家 と し て 精 力 的 に 調 査 を 続 け て い た

③③ 　 何 年 も 前 か ら 順 さ ん は い っ さ い の 仕 事 を 未 名 子 に 任 せ 、 自 分 は な に も し て い な か っ た

④④ 　 未 名 子 が 資 料 館 に 来 る よ う に な っ て ほ ど な く 、 順 さ ん は 資 料 館 の 仕 事 か ら 手 を 引 い た
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問 ３ 　 Ⅰ ・ Ⅱ に 入 る 最 も ふ さ わ し い 言 葉 を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

　 　 マ ー ク 解 答 番 号 は 22 ・ 23 。

Ⅰ 22

①① 　 学 校

②② 　 人 間

③③ 　 仕 事

④④ 　 資 料 館

Ⅱ 23

①① 　 同 じ こ と

②② 　 愉 快 な こ と

③③ 　 手 慣 れ た こ と

④④ 　 斬 新 な こ と

問 ４ 　 傍 線 部 ⑴ 「 順 さ ん は 人 骨 の ほ か に も 、 今 ま で 未 名 子 が 見 た こ と の な い 奇 妙 な な に か を い く つ も 見 せ て く れ た 」 と あ る が 、 未

名 子 は 順 さ ん が こ う し た こ と を し て く れ る こ と に つ い て ど の よ う に 思 っ て い た か 。 そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次

の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 24 。

①① 　 自 分 が 住 ん で い る 土 地 の 歴 史 や 文 化 に 興 味 を 持 ち 、 ど う し て も 資 料 館 に 入 っ て み た い と い う 願 い を 順 さ ん が 快 く 聞 き 入

れ て く れ た だ け で な く 、 資 料 館 に あ る 貴 重 な 資 料 を 自 由 に 見 せ て く れ た こ と に 未 名 子 は 深 く 感 謝 し て い た 。

②② 　 資 料 館 に 保 存 さ れ て い た も の は 人 骨 だ け で な く ど れ も み な 死 と 関 わ る よ う な も の ば か り で あ っ た た め 、 ま だ 中 学 生 だ っ

た 未 名 子 は な ん と も 言 い よ う の な い 不 安 を 感 じ 、 お か し な と こ ろ に 来 て し ま っ た と 後 悔 し て い た 。

③③ 　 順 さ ん が 資 料 館 に あ る も の に つ い て い ろ い ろ と 説 明 し て く れ る こ と は 嬉 し か っ た が 、 ま だ 中 学 生 だ っ た 未 名 子 に は そ の

内 容 が ほ と ん ど 理 解 で き な か っ た た め 、 順 さ ん に 対 し て 申 し わ け な い 気 持 ち に な っ て し ま っ た 。

④④ 　 資 料 館 に あ る さ ま ざ ま な 宝 物 を 、 そ れ が 死 と 関 わ る よ う な も の で あ っ た と し て も 隠 す こ と な く 見 せ て く れ た り 、 そ れ ら

が ど の よ う な も の な の か を わ か り や す く 話 し て 聞 か せ て く れ た り し た こ と に 未 名 子 は 喜 び を 感 じ て い た 。
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次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い （ 問 １ ～ ７ ） に 答 え よ 。

　 エ チ オ ピ ア で の 経 験 か ら 話 を 始 め よ う 。 最 初 に エ チ オ ピ ア を 訪 れ た の は 、 も う 二 十 年 近 く 前 の こ と だ 。 ほ と ん ど 海 外 に 出 た こ と

も な か っ た 二 十 歳 そ こ そ こ の こ ろ 。 十 カ 月 あ ま り の 滞 在 期 間 の 大 半 を エ チ オ ピ ア 人 に 囲 ま れ て 過 ご し た 。

　 そ れ ま で 、 自 分 は あ ま り 感 情 的 に な ら な い 人 間 だ と 思 っ て い た 。 人 と ぶ つ か る こ と も そ れ ほ ど な く 、 ど ち ら か と い え ば 冷 め た 少

年 だ っ た 。
⑴
そ れ が 、 エ チ オ ピ ア に い る と き は 、 ま る で 違 っ て い た 。

　 な に を や る に し て も 、 物 事 が す ん な り 運 ば な い 。 タ ク シ ー に 乗 る に も 、 物 を 買 う に も 、 値 段 の 交 渉 か ら 始 ま る 。 町 を 歩 け ば 、 子

ど も た ち に お ち ょ く ら れ 、 大 人 か ら は 質 問 攻 め に あ う 。 調 査 の た め に 役 所 を 訪 れ る と 、 「 今 日 は 人 が い な い か ら 明 日 来 い 」 と 何 日

も 引 き 延 ば さ れ る 。 「 こ こ じ ゃ な い 、 あ っ ち の 窓 口 だ 」 と 、 Ⅰ 。 話 が う ま く い っ た と 思 っ た ら 最 後 に 賄 賂 を 要 求 さ れ る … … 。

　 言 葉 の 通 じ に く さ も あ っ て 、
ａ
ケ ン め い に 身 振 り 手 振 り を 交 え て 話 し た り 、 大 声 を 出 し て
ア
激 高 し て し ま っ た り す る 自 分 が い た 。

　 村 で 過 ご し て い る あ い だ も 、 生 活 の す べ て が つ ね に 他 人 と の 関 わ り の な か に あ っ て 、 ひ と り の プ ラ イ ベ ー ト な 時 間 な ど 、 ほ と ん

ど な い 。 い い 意 味 で も 、 悪 い 意 味 で も 、 つ ね に あ る 種 の
ｂ
シ げ き に さ ら さ れ 続 け て い た 。 食 事 の と き は 、 い つ も み ん な で ひ と つ の

大 き な 皿 を 囲 み 、 「 も っ と 食 べ ろ 」 と 声 を か け あ い 、 互 い に 気 遣 い な が ら 食 べ て い た 。

　 村 に は ま だ 電 気 が な か っ た 。 食 後 は ラ ン プ の 灯
あ か

り の も と で 、 お じ い さ ん の 話 に 耳 を 傾 け 、 息 子 た ち と 腹 を 抱 え て 笑 い 転 げ た り 、

真 顔 で 驚 い た り と 、 に ぎ や か で 心 温 ま る 時 間 が あ っ た 。

　 村 の な か に ひ と り 「 外 国 人 」 が い る こ と で 、 い ろ ん な い ざ こ ざ が 起 き て 、 な ぜ こ ん な に う ま く い か な い ん だ と 、 涙 が 止 ま ら な い

日 も あ っ た 。

　 毎 朝 、 木 陰 に テ ー ブ ル を 出 し て 、 前 日 の 日 記 を つ け る の が 日 課 だ っ た 。 ふ と 見 上 げ る と 、 抜 け る よ う な 青 空 か ら 木 漏 れ 日 が さ し 、

小 鳥 の さ え ず り だ け が 聞 こ え る 。 さ わ や か な 風 に 梢
こ ず え

が 揺 れ る 。 お ば あ さ ん が 炒
い

る コ ー ヒ ー の い い 香 り が 漂 っ て く る 。 自 分 は な ん て

幸 せ な ん だ ろ う と 、 心 か ら う っ と り し た 。

　 腹 の 底 か ら 笑 っ た り 、 激 し く 憤 慨 し た り 、 幸 福 感 に 浸 っ た り 、 毎 日 が 喜 怒 哀 楽 に 満 ち た 時 間 だ っ た 。 顔 の 筋 肉 も 休 ま る こ と な く 、

つ ね に い ろ ん な 表 情 を 浮 か べ て い た 気 が す る 。

3
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問 ７ 　 こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 27 。

①① 　 中 学 生 の こ ろ か ら 、 順 さ ん の 資 料 館 で 資 料 の 整 理 と い う 単 調 な 作 業 を 続 け て き た 未 名 子 は 、 自 分 が や っ て き た 作 業 は 資

料 が 存 在 し つ づ け る た め に 重 要 で あ る と い う こ と は わ か っ て い た が 、 同 じ よ う な こ と を こ れ か ら も ず っ と や り つ づ け る こ

と が 自 分 に と っ て 本 当 に よ い こ と な の か ど う か 疑 問 を 感 じ て い た 。

②② 　 順 さ ん の 資 料 館 で さ ま ざ ま な 資 料 に 触 れ て い く う ち に 自 分 の い る 土 地 の 歴 史 や 文 化 に 強 い 興 味 を 持 つ よ う に な っ た 未 名

子 は 、 自 分 も い つ か 学 芸 員 の 資 格 を 取 得 し 、 資 料 の 整 理 の よ う な 単 調 な 作 業 だ け で な く 順 さ ん の よ う な 郷 土 史 家 と し て 地

域 に 貢 献 す る よ う な 仕 事 を し た い と 思 う よ う に な っ て い っ た 。

③③ 　 順 さ ん の 資 料 館 に は 、 順 さ ん が 長 年 に わ た っ て 集 め て き た た く さ ん の 資 料 が 保 存 さ れ て い た が 、 そ う し た 資 料 は た だ 保

存 し て い る だ け で は な ん の 役 に も 立 た な い 物 体 で し か な い こ と を わ か っ て い た 未 名 子 は 、 自 分 が や っ て き た 単 調 な 作 業 こ

そ が こ の 資 料 館 に と っ て な に よ り も 重 要 な こ と な の だ と 自 負 し て い た 。

④④ 　 学 芸 員 の 資 格 も 持 た ず 研 究 者 で も な か っ た 未 名 子 が 順 さ ん の 資 料 館 で や っ て き た 資 料 の 整 理 と い う 作 業 は 単 調 で 、 意 味

の な い 作 業 で あ る か の よ う に 感 じ る こ と も あ っ た が 、 そ の よ う な 作 業 で あ っ た と し て も そ れ は 長 い 間 資 料 を 保 存 し て い く

た め に と て も 大 切 な こ と な の だ と 未 名 子 は 考 え て い た 。
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　 エ チ オ ピ ア の ほ う が 「 よ い 」 と 言 っ て い る の で は な い 。 い ま も エ チ オ ピ ア の 田 舎 に 行 く と 、 た ま に は 誰 と も 会 わ ず 、 ひ と り 快 適

な 都 会 の ホ テ ル に こ も っ て 映 画 で も 観 て い た い と 思 う 。 町 ゆ く 一 人 ひ と り と 顔 を 見 合 わ せ な が ら 、 毎 回 、 握 手 し た り 、 あ い さ つ の

言 葉 を 交 わ し た り す る の は 、 と て も 面 倒 く さ い 。

　 人 類 学 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク で は 、 他 者 と の 深 い 関 わ り の な か に 身 を ゆ だ ね る 。 気 心 の 知 れ た 人 と 過 ご す だ け で は な い の で 、 と き

に 想 像 も つ か な い 状 況 に 立 た さ れ 、 戸 惑 う 。 「 フ ィ ー ル ド 」 に な じ ん だ 身 体 は 、 今 度 は 「 ホ ー ム 」 に 戻 っ て 、 ま た 別 の 「 ず れ 」 を

経 験 す る 。

　 人 類 学 は 、 こ の 自 分 の 居 場 所 と 調 査 地 と を 往 復 す る な か で 生 じ る 「 ず れ 」 や 「 違 和 感 」 を 手 が か り に 思 考 を 進 め る 。 そ れ は 、 ぼ

く ら が あ た り ま え に 過 ご し て き た 現 実 が 、 あ る 特 殊 な あ り 方 で 構 築 さ れ て い る 可 能 性 に 気 づ か せ て く れ る 。

　 人 類 学 で は 「 ホ ー ム 」 と 「 フ ィ ー ル ド 」 と の 往 復 が 欠 か せ な い 。 そ し て 、 そ の 両 者 が 思 考 の 対 象 と な る 。 人 類 学 と い え ば 、 よ く

遠 く の 国 の 異 文 化 に つ い て 研 究 し て い る と 思 わ れ て し ま う が 、 人 類 学 者 は た ん に フ ィ ー ル ド の 「 か れ ら 」 だ け を 調 査 し て い る わ け

で は な い 。

　 エ チ オ ピ ア に い る と 、 日 本 と は 違 う 感 情 の 生 じ 方 を 経 験 す る 。 そ こ か ら 、 日 本 社 会 の 感 情 を め ぐ る 環 境 の 特 殊 さ に 気 づ く こ と も

で き る し 、 そ れ ま で 疑 問 を も た な か っ た 「 感 情 と は な に か ？ 」 と い う 根 本 的 な 問 い に も Ⅲ に な れ る 。

　 人 類 学 者 が 向 き 合 う 問 い の 多 く は 、 最 初 か ら 自 分 の な か に あ る も の で は な い 。 「 ホ ー ム 」 と 「 フ ィ ー ル ド 」 を 往
ゆ

き 来 す る な か で 、

あ る と き
ｄ
ト ウ ら い す る も の な の だ 。

（ 松 村 圭 一 郎 『 う し ろ め た さ の 人 類 学 』 に よ る 。 設 問 の 都 合 上 、 一 部 省 略 し た 箇 所 及 び 表 記 を 改 め た 箇 所 が あ る 。 ）

－
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⑵
そ ん な 生 活 を 終 え て 、 日 本 に 戻 っ た と き 、 不 思 議 な 感 覚 に 陥 っ た 。 関 西 国 際 空 港 に 着 く と 、 す べ て が す ん な り 進 ん で い く 。 な ん

の 不 自 由 も 、 憤 り や 戸 惑 い も 感 じ る 必 要 が な い 。 バ ス の チ ケ ッ ト は 自 動 券 売 機 で す ぐ に 買 え て 、 数 秒 も 違
た が

わ ず 定 刻 ぴ っ た り に 出 発

す る 。 動 き 出 し た バ ス に 向 か っ て 深 々 と お 辞 儀 す る 女 性 従 業 員 の 姿 に 、 び っ く り し て 振 り 返 っ て し ま っ た 。

　 人 と の 関 わ り の な か で 生 じ る 厄 介 で 面 倒 な こ と が 注 意 深 く 取 り 除 か れ 、 で き る だ け ス ト レ ス を 感 じ な い で 済 む シ ス テ ム が つ く ら

れ て い た 。

　 お そ ら く 、 お 辞 儀 す る 女 性 は 感 情 を 交 え て 関 わ り 合 う 「 人 」 で は な く 、 券 売 機 の 「 ご 利 用 あ り が と う ご ざ い ま す 」 と い う 機 械 音

と 同 じ 「 記 号 」 だ っ た 。

　 つ ね に 心 に 波 風 が 立 た ず 、 一 定 の 振 幅 に お さ ま る よ う に 保 た れ て い る 。 そ の 洗 練 さ れ た 仕 組 み の 数 々 に 、 逆 カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク

を 受 け た 。

　 Ｘ 。 顔 の 表 情 筋 の 動 き も 、 す っ か り
イ
緩 慢 に な っ た 。 顔 つ き ま で 変 わ っ て い た か も し

れ な い 。 い っ た い 、 エ チ オ ピ ア に い た と き の 「 自 分 」 は 「 だ れ 」 だ っ た の だ ろ う か ？ 　 そ ん な こ と も 考 え た 。

　 で も 日 本 の 生 活 で 、 ま っ た く 感 情 が 生 じ な い わ け で は な か っ た 。 テ レ ビ で は 、 新 商 品 を 宣 伝 す る た め に 過 剰 な く ら い 趣 向 を 凝 ら

し た Ｃ Ｍ が 繰 り 返 し 流 さ れ 、 物 欲 を か き 立 て て い た 。 そ れ ま で 疑 問 も な く 観
み

て い た お 笑 い 番 組 も 、 無 理 に 笑 う と い う 「 反 応 」 を 強

い ら れ て い る よ う に 思 え た 。 そ ん な と き 、 ひ と り テ レ ビ を 観 な が ら 浮 か ぶ 「 笑 い 」 は 、 「 感 情 」 と 呼 ぶ に は ほ ど 遠 い 、 薄 っ ぺ ら で 、

す ぐ に 跡 形 も な く 消 え て し ま う 軽 い も の だ っ た 。

　 多 く の 感 情 の な か で 、 特 定 の 感 情 ／ 欲 求 の み が 喚 起 さ れ 、 多 く は
ｃ
ヨ ク せ い さ れ て い る よ う な 感 覚 。 エ チ オ ピ ア に い る と き に く

ら べ 、 自 分 の な か に 生 じ る 感 情 の 動 き に 、 あ る 種 の 「 い び つ さ 」 を 感 じ た 。 ど こ か 意 図 的 に 操 作 さ れ て い る よ う に も 思 え た 。

　 日 本 は 、 感 情 を コ ン ト ロ ー ル し て い る 社 会 な の か も し れ な い 。

　 最 初 に エ チ オ ピ ア か ら 帰 国 し た と き に も っ た Ⅱ を 、 い ま も と き ど き 思 い 出 す こ と が あ る 。 た ぶ ん 急 に 学 生 の ひ と り 暮 ら し に

戻 っ た こ と も 関 係 し て い た と 思 う 。

　 二 十 年 以 上 を 過 ご し て き た 日 本 の 環 境 に 、 わ ず か 十 カ 月 の エ チ オ ピ ア 滞 在 か ら 戻 っ て 感 じ た 「 ず れ 」 は 、 い っ た い な に を 意 味 し

て い る の だ ろ う か ？
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問 ２ 　 二 重 傍 線 部 ア ・ イ の 本 文 中 に お け る 意 味 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 32 ・ 33 。

ア 　 激 高 32

①① 　 怒 り 狂 う

②② 　 慌 て ふ た め く

③③ 　 と て も 後 悔 す る

④④ 　 泣 き 叫 ぶ

イ 　 緩 慢 33

①① 　 不 自 然 で あ る

②② 　 ゆ っ た り と し て い る

③③ 　 変 化 に 乏 し い

④④ 　 と て も す ば や い

問 ３ 　 Ⅰ ～ Ⅲ に 入 る 最 も ふ さ わ し い 言 葉 を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 34 ～ 36 。

Ⅰ 34

①① 　 横 車 を 押 さ れ る

②② 　 後 ろ 髪 を 引 か れ る

③③ 　 た ら い ま わ し に さ れ る

④④ 　 拍 車 を か け ら れ る

Ⅱ 35

①① 　 安 心 感

②② 　 違 和 感

③③ 　 優 越 感

④④ 　 期 待 感

Ⅲ 36

①① 　 自 覚 的

②② 　 批 判 的

③③ 　 協 力 的

④④ 　 中 立 的

－
22
－

問 １ 　 二 重 傍 線 部 ａ ～ ｄ の カ タ カ ナ の 部 分 を 漢 字 に 直 し た と き 、 そ の 漢 字 と 同 じ 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の ①① ～ ④④ の う ち か

ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 28 ～ 31 。

ａ 　 ケ ン め い 28

①① 　 ケ ン じ つ な 会 社 経 営 を す る 。

②② 　 二 つ の 方 法 を ケ ン よ う す る 。

③③ 　 雑 誌 の ケ ン し ょ う に 当 選 す る 。

④④ 　 重 要 な 問 題 を し ん ケ ン に 議 論 す る 。

ｂ 　 シ げ き 29

①① 　 図 書 館 で シ し ょ と し て 働 く 。

②② 　 一 年 間 の し ゅ う シ 報 告 を す る 。

③③ 　 担 当 者 と め い シ 交 換 を す る 。

④④ 　 ふ く シ の た め の 予 算 を 増 や す 。

ｃ 　 ヨ ク せ い 30

①① 　 ヨ ク じ つ は 朝 か ら 雨 だ っ た 。

②② 　 ヨ ク よ う を つ け て 文 章 を 読 む 。

③③ 　 に ゅ う ヨ ク し て 汗 を 流 す 。

④④ 　 こ の 土 地 は と て も ひ ヨ ク で あ る 。

ｄ 　 ト ウ ら い 31

①① 　 商 品 の 注 文 が さ っ ト ウ す る 。

②② 　 紅 茶 に さ ト ウ を 入 れ る 。

③③ 　 ト ウ げ い ひ ん を 購 入 す る 。

④④ 　 資 源 の 価 格 が こ う ト ウ す る 。

－
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問 ５ 　 傍 線 部 ⑵ 「 そ ん な 生 活 を 終 え て 、 日 本 に 戻 っ た と き 、 不 思 議 な 感 覚 に 陥 っ た 」 と あ る が 、 筆 者 は 日 本 に 戻 っ た 自 分 が 「 不 思

議 な 感 覚 に 陥 っ た 」 の は な ぜ だ と 考 え て い る か 。 そ の 主 な 理 由 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選

び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 38 。

①① 　 日 本 で は エ チ オ ピ ア と は 違 っ て 社 会 の な か の さ ま ざ ま な も の が 機 械 化 さ れ て 物 事 が す ん な り と 進 む だ け で な く 、 深 々 と

お 辞 儀 を す る 女 性 従 業 員 の よ う に 他 人 に 対 し て 心 を 込 め て 接 す る 人 が 多 い た め ス ト レ ス を 感 じ る こ と が ほ と ん ど な い か ら 。

②② 　 言 葉 が 通 じ な い エ チ オ ピ ア で は 身 振 り 手 振 り を 交 え て 話 し て い た た め 、 な に を や る に し て も 物 事 が う ま く 進 ま な か っ た

が 、 日 本 で は 言 葉 の 違 い と い う 厄 介 で 面 倒 な こ と が 取 り 除 か れ た た め 、 ス ト レ ス を 感 じ る こ と な く 物 事 が 進 ん だ か ら 。

③③ 　 エ チ オ ピ ア で も 日 本 で も 人 と の 関 わ り が 厄 介 で 面 倒 な こ と に 変 わ り は な い が 、 エ チ オ ピ ア の 人 々 と は 違 っ て 日 本 人 は 人

と 接 す る と き に 相 手 が ス ト レ ス を 感 じ な い よ う に 必 要 以 上 に 気 を 遣 っ て い る た め 、 心 に 波 風 が 立 つ こ と が な い か ら 。

④④ 　 人 と の 関 わ り が 煩 わ し く 、 何 事 も す ん な り と 進 ま な い エ チ オ ピ ア と は 違 っ て 、 日 本 で は 人 と の 関 わ り の な か で 生 じ る 厄

介 で 面 倒 な こ と が 取 り 除 か れ 、 人 々 が で き る だ け ス ト レ ス を 感 じ な い で 済 む 洗 練 さ れ た シ ス テ ム が つ く ら れ て い た か ら 。

問 ６ 　 Ｘ に 入 る 内 容 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 39 。

①① 　 そ の う ち 、 自 分 が も と の 感 情 の 起 伏 に 乏 し い 「 自 分 」 に 戻 っ て い る こ と に 気 づ い た

②② 　 し ば ら く す る と 、 自 分 が か つ て の 「 冷 め た 少 年 」 に 戻 れ な く な っ て い る こ と に 気 づ い た

③③ 　 す る と 、 な ぜ か 、 な に を す る の も 億
お っ

劫
く う

で 無 気 力 な 人 間 に な っ て し ま っ て い る こ と に 気 づ い た

④④ 　 そ の た め か 、 自 分 も そ う し た 社 会 の な か で 感 情 的 に な ら な い よ う に 努 力 し て い る こ と に 気 づ い た

－
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問 ４ 　 傍 線 部 ⑴ 「 そ れ が 、 エ チ オ ピ ア に い る と き は 、 ま る で 違 っ て い た 」 と あ る が 、 「 ま る で 違 っ て い た 」 と は ど の よ う な こ と か 。

そ の 説 明 と し て 最 も ふ さ わ し い も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 37 。

①① 　 日 本 に い る と き の 筆 者 は 「 冷 め た 少 年 」 で 、 身 の 周 り の 出 来 事 に 無 関 心 で あ っ た が 、 エ チ オ ピ ア で は さ ま ざ ま な こ と に

興 味 関 心 を も つ よ う に な っ た と い う こ と 。

②② 　 エ チ オ ピ ア に 行 く 前 の 筆 者 は 、 人 と な に か も め ご と が あ っ て も そ れ を 許 す こ と が で き た が 、 エ チ オ ピ ア で は 人 を 許 す こ

と が で き な い 性 格 に な っ て し ま っ た と い う こ と 。

③③ 　 エ チ オ ピ ア で は な に を や る に し て も 物 事 が す ん な り 運 ば な か っ た た め 、 日 本 に い る と き と は 違 っ て 筆 者 は つ ね に 腹 を 立

て て い て 心 の 安 ま る 時 間 が な か っ た と い う こ と 。

④④ 　 エ チ オ ピ ア に 滞 在 し て い た と き の 筆 者 は 、 エ チ オ ピ ア に 来 る 前 と は 違 っ て こ と あ る ご と に 感 情 が 高 ぶ り 、 そ れ を 表 に 出

し て し ま う こ と が 多 か っ た と い う こ と 。
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問 ７ 　 こ の 文 章 の 内 容 と 一 致 す る も の を 、 次 の ①① ～ ④④ の う ち か ら 一 つ 選 び 、 マ ー ク せ よ 。

� マ ー ク 解 答 番 号 は 40 。

①① 　 十 カ 月 間 の エ チ オ ピ ア 滞 在 を き っ か け と し て 人 間 の 感 情 と い う も の に つ い て 考 え る よ う に な っ た 筆 者 は 、 感 情 を 自 由 に

表 出 す る こ と が で き る エ チ オ ピ ア と 違 っ て 、 日 本 は 日 常 生 活 の な か で 一 人 ひ と り が 状 況 に 応 じ て 感 情 を 自 分 自 身 で 意 識 的

に コ ン ト ロ ー ル し な け れ ば な ら な い 特 殊 な 社 会 で あ る こ と に 気 が つ い た 。

②② 　 エ チ オ ピ ア か ら の 帰 国 後 「 逆 カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク 」 を 受 け た 筆 者 は 、 以 前 は な ん の 疑 問 も 抱 か ず あ た り ま え の よ う に し

て 過 ご し て き た 日 本 の 社 会 と い う も の は 、 エ チ オ ピ ア の よ う に さ ま ざ ま な 感 情 を 自 由 に 出 す こ と が で き ず 、 意 図 的 に 感 情

を コ ン ト ロ ー ル す る 特 殊 な 社 会 で は な い か と 考 え る よ う に な っ た 。

③③ 　 エ チ オ ピ ア に 滞 在 し て い る 間 、 自 分 の 性 格 が そ れ ま で と は 全 く 変 わ っ て し ま っ た こ と に 「 逆 カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク 」 を 受

け た 筆 者 は 、 人 間 の 性 格 と い う も の は 環 境 に よ っ て 大 き く 変 化 す る も の で あ る か ら 、 自 分 の 本 当 の 性 格 を 知 る た め に は 、

で き る だ け 多 く の 国 々 を 往 き 来 す る こ と が 必 要 だ と 考 え て い る 。

④④ 　 日 本 と い う 「 ホ ー ム 」 と エ チ オ ピ ア と い う 「 フ ィ ー ル ド 」 を 何 度 も 往 復 す る な か で さ ま ざ ま な 「 ず れ 」 や 「 違 和 感 」 を

経 験 し 「 逆 カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク 」 を 受 け た 筆 者 は 、 日 本 は 感 情 が コ ン ト ロ ー ル さ れ て い る 特 殊 な 社 会 で は な い か と い う 自

分 の 考 え が 間 違 い で は な か っ た こ と を 確 信 し た 。

－
25
－
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解答例

学校推薦型選抜（公募） 適性検査（学部共通）

英　語 国　語

解答例 解答例

1 1 ②
2 ①
3 ①
4 ④
5 ②
6 ②
7 ①
8 ④
9 ③
⓾ ①

2 � ②
� ④
� ①
� ③
� ①

3 � ④
� ②
� ①
� ③
� ①
� ③
� ③
� ③
� ④
� ③

1 1 ③
2 ④
3 ③
4 ①
5 ②
6 ④
7 ①
8 ③
9 ②
⓾ ③

2 � ①
� ②
� ②
� ④
� ①
� ③
� ③
� ①
� ①
� ④
� ②
� ②
� ③
� ①
� ④

3 � ③
� ④
� ④
� ②
� ①
� ④
� ②
� ②
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解
答
例

一般選抜前期 学部共通

英　語 国　語

解答例 解答例

1 1 ①
2 ①
3 ②
4 ②
5 ③
6 ②
7 ②
8 ④

2 9 ①
⓾ ③
� ④
� ④

3 � ③
� ③
� ①
� ③
� ②
� ①
� ④
� ①

4 � ④
� ①
� ②
� ③
� ③

5 � ②
� ①
� ④
� ③
� ④

1 1 ③
2 ①
3 ①
4 ④
5 ③
6 ③
7 ④
8 ④
9 ③
⓾ ②
� ①
� ②
� ①
� ④

2 � ③
� ④
� ①
� ④
� ③
� ②
� ①
� ④
� ②
� ③
� ②
� ②
� ④

3 � ②
� ③
� ①
� ③
� ①
� ①
� ③
� ④
� ③
� ②
� ④
� ②
� ③
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解答例

数
学
Ⅰ・
A

解
答
例

解
答
用
紙

数
学
Ⅰ
・
Ａ

受
験
番
号

⑴
⑵

⑶
⑷

⑸

ⅰ
  
　
　
　
　
　
　
ⅱ

  
　
　
　
　
　

最
大

  
　
　
　
　
，
最
小

  
　
　
　
　

四
分
位
範
囲
　
　
　

 
個

1

⑴
⑵

⑶

　
　
　
　
　

a
＝
　

2

⑴
⑵

⑶

 
点

A
＝
　
　
　
　
　
，

B
＝
　
　
　
　
　

 
点

3

⑴
⑵

⑶
4 5
の
解
答
は
，
裏
面
の
解
答
用
紙
に
記
述
し
な
さ
い
。

－
64

x9
y3

x
＞
－
3

6.
5 1 3

　
　
　
　

  
14
　
　
　
　
3

x
＜
1－
2a

8 27

14 50

③③
－
6

40

④④

　
　
－
9 2

2.
75 8 27

81
x4
－

y4 （1
1 4
で
も
可
）

20
26
年
度
　
一
般
選
抜
前
期

解
答
用
紙

数
学
Ⅰ
・
Ａ

受
験
番
号

計
算
過
程
も
示
し
な
さ
い
。

5

⑴
　
計
算

答

⑶
　
計
算

答

⑵
　
計
算

答
A
C
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
B
D
＝
　
　
　
　
　
　
　
　

方
べ
き
の
定
理
よ
り
，
2×
P
D
＝
3×
4で
あ
る
の
で
，

P
D
＝
6で
あ
る
。

△
P
A
C
に
お
い
て
，
余
弦
定
理
よ
り
，
A
C
2 ＝
22
＋
32
－
2×
2×
3×
3 4
＝
4で
あ
る
の
で
， 

A
C
＝
2で
あ
る
。

ま
た
，
△
P
A
C
と
△
P
D
B
は
相
似
で
あ
る
こ
と
よ
り
，
2：
B
D
＝
3：
6で
あ
る
か
ら

B
D
＝
4で
あ
る
。

四
角
形
A
C
B
D
は
△
P
A
C
，
△
P
C
B
，
△
P
D
A
，
△
P
B
D
の
4つ
の
三
角
形
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

co
s ∠
A
P
C
＝
3 4
よ
り
，
si
n
∠
A
P
C
＝
1－
（3 4

）2 ＝
7 4
で
あ
る
。
ま
た
，
si
n
∠
A
P
C
＝
si
n （
18
0°
－
∠
A
P
C
）
＝

7 4
 

で
あ
る
。
よ
っ
て
，
求
め
る
四
角
形
A
C
B
D
の
面
積
は

1 2
×（
2×
3＋
3×
6＋
2×
4＋
4×
6）
×

7 4
＝
7
7で
あ
る
。

6

2
4

7
7

20
26
年
度
　
一
般
選
抜
前
期

一般選抜前期 学部共通
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解
答
例

生
物
基
礎

解
答
例

化
学
基
礎

解
答
例

解
答
用
紙

化
学
基
礎

受
験
番
号

問
1

問
2

問
3

g

問
4

問
5

1

A
問
1
（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

問
2

問
3

問
4

％

B
問
5
（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

（
エ
）

（
オ
）

（
カ
）

2

問
1

問
2

問
3

問
4

m
ol
/L

問
5

問
6

3

問
1
（
ア
）

（
イ
）

（
ウ
）

問
2

問
3
（
エ
）

（
オ
）

（
カ
）

問
4

m
ol
/L

問
5

444

④④

F
A
l

Ca

1.1
0

0.0
20
0

（
2.0
0×
10
－
2 ）

0.0
10
0

（
1.0
0×
10
－
2 ）

0.0
10
0

（
1.0
0×
10
－
2 ）

1.4
4

②②
0.1
00

（
1.0
0×
10
－
1 ）

③③

②②
②②

0.0
50

（
5.0
×
10
－
2 ）

0.0
16
（
1.6
×
10
－
2 ）

還
元 ⑥⑥

①①
，
③③

＋
7

①①

＋
2

④④

ビ
ュ
レ
ッ
ト

3.0

④④
①①

④④
②②①①

7.0

8.0 ×
10
－
5

K
M
nO

4
水
溶
液
の
滴
下
量〔
m
L〕

00
5.0

10
.0

物 質 量
〔
m
ol
〕

解
答
用
紙

生
物
基
礎

受
験
番
号

Ａ
問
1

問
2
（
ⅰ
）

（
ⅱ
）

問
3
（
ⅰ
）

（
ⅱ
）
ア

イ
ウ

問
4

Ｂ
問
5
（
ⅰ
）

B
C

（
ⅱ
）

問
6

エ
オ

カ

1

Ａ
問
1

A
名
称

特
徴

B
名
称

特
徴

問
2
（
ⅰ
）

（
ⅱ
）

問
3

4

Ａ
問
1

ア
イ

問
2

問
3
（
ⅰ
）
２
回
分
裂
後

３
回
分
裂
後

（
ⅱ
）

Ｂ
問
4

ウ
エ

オ

問
5

カ
キ

ク

2

問
1
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）

（
Ⅲ
）

Ａ
問
2

（
Ⅰ
）
ア

イ
（
Ⅱ
）

（
Ⅲ
）

Ｂ
問
3

ウ
エ

オ
カ

問
4

問
5

3 4

B
問
4
溶
存
酸
素

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
�

イ
オ
ン
　
　
　

問
5

作
用

環
境
形
成
作
用

問
6

問
7

④④

二
重
ら
せ
ん
構
造

（
二
重
ら
せ
ん
も
可
）

半
保
存
的
複
製

ア
ミ
ノ
酸

⑤⑤

⑤⑤

①①

②②

②② 森
林
限
界

③③
ⓑⓑ

ⓔⓔ

③③
④④

④④

②②
③③

④④

自
然
浄
化
（
復
元
力
，
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

ア
オ
コ
（
水
の
華
）

④④血
ぺ
い

樹
状
細
胞

ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞

Ｂ
細
胞

キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞

（
解
答
例
１
）
�物
質
X
の
作
用
に
よ
っ
て
，
血
し
ょ
う
中
の
物
質
か
ら
繊
維
状
の
物
質
が
生
じ
る
。
こ
の
繊
維
状
の
物

質
が
血
球
と
と
も
に
沈
殿
を
形
成
す
る
。

（
解
答
例
２
）
�物
質
X
が
血
し
ょ
う
中
に
存
在
す
る
と
，
血
し
ょ
う
中
に
繊
維
状
の
物
質
が
生
じ
，
繊
維
状
の
物
質
と

血
球
が
か
ら
ま
り
，
沈
殿
と
な
る
。

血
清

③③

③③
⑥⑥

①①
⑧⑧

コ
ド
ン

ア
ン
チ
コ
ド
ン

⑥⑥
⑦⑦

ゲ
ノ
ム

④④

リ
ボ
ー
ス

リ
ン
酸

②②
③③

③③

c，
d

C

そ
れ
自
身
は
変
化
せ
ず
，
他
の
物
質
の
化
学
反
応
を
促
進
す
る
働
き
を
も
つ
物
質
。

〇
〇

×

細
胞
質
基
質
（
サ
イ
ト
ゾ
ル
）

細
胞
質

一般選抜前期 健康栄養学科
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解答例

一般選抜後期 学部共通

英　語 国　語

解答例 解答例

1 1 ③
2 ①
3 ①
4 ②
5 ③
6 ②
7 ④
8 ②

2 9 ③
⓾ ①
� ④
� ②

3 � ③
� ②
� ②
� ③
� ③
� ③
� ②
� ④

4 � ③
� ④
� ①
� ②
� ③

5 � ③
� ①
� ②
� ④
� ③

1 1 ②
2 ①
3 ③
4 ①
5 ③
6 ④
7 ④
8 ①
9 ②
⓾ ④
� ③
� ②
� ①
� ①

2 � ③
� ②
� ①
� ④
� ④
� ③
� ②
� ②
� ④
� ④
� ③
� ①
� ④

3 � ③
� ③
� ②
� ①
� ①
� ②
� ③
� ②
� ①
� ④
� ④
� ①
� ②
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